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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　深遊
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　独白──前──







　その日、月が墜おちた。


　太陽とともに空にあり、そして青い姿をした巨きよ大だいな岩がん塊かいが崩ほう壊かいする。


　ゆっくりと、表面の岩がん盤ばんを剝はがしながら落下していくその姿には現実感がない。それがどうなるのか、ほんの数時間後の現実でしかないというのに、うまく想像できる者はほとんどいなかった。そうなることを知っていたとしてもそれは同様であり、ならば知らない者が偶ぐう然ぜんそれを見ていたとしたら、目の前の光景をうまく理解できなかったとしてもしかたがないことだろう。


　それは善意の崩壊であり、悪意の勝利でもあった。人類の生息圏けんを守り続けていた前線基地の消しよう滅めつであり、人類に数ある退ひけぬ戦いの一つが始まろうとしているということでもあった。


　それはあまりにも激しく、あらゆるものに犠ぎ牲せいを請こう。請われ、拒きよ否ひすれば、それだけ人類の生き残る可能性が減っていく。個の可能性には目を瞑つぶられ、全体の生存に向けてあらゆるものが軌き道どう修正され、それゆえに歪ゆがみが生まれる。だがその歪みも生み出された大きな流れの中に飲み込まれていく。


　飲み込まれ、消えていく……


　生み出された流れが月の堕だ落らくへと繫つながったこの瞬しゆん間かん、流れはもはや後あと戻もどりができないより大きな、そして激しいものとなる。


　その激しさに、この世界は踊おどらされることになる。


　いや、踊らされるがために、この世界はあったのかもしれない。


　この、月が墜ちる日のために、この世界はあったのだ。


　そしてわたしも、ここにいる。


　月とともに涙なみだが落ちる。速度に負け、重力に負け、逃のがれられないなにかに負けて、それらは砕くだけ散る。


　砕け散ることを求められ、それに抗こうすることができず、砕け散る。涙の四散がその身に宿ったかのように痛みが体を襲おそう。血の流れない痛みに、しかし屈くつしてしまいそうになる。あらゆるものに負けてここに立っているというのに、心が負けることは許されない。立つことを望まれ、抗あらがうことを望まれ、そして勝利することを望まれている。


　これから来る荒あら波なみを打ち砕くことを望まれている。


　わたしは運命に敗北してここに立ち、そして迫せまる運命に勝利しなければならない。


　これは矛む盾じゆんなのか、正しい道理なのか。


　わたしは混乱している。覚かく悟ごはしていたつもりだ。しかしそれでも、いまの自分を取り巻いているものを冷静に見ているとはとてもいえない。


　吹ふき付けてくる風に、いまにも吹き飛ばされてしまいそうなほどにわたしの心は弱っている。こんなことでやれるのか？　浮うかび上がる疑問がさらにわたしを打ちのめす。それに答えることができないという形でわたしの心を挫くじかせようとする。


　しかし、ここに立つのはわたし一人。


　わたし一人だ。


　月が墜ちる。


　月が墜ちてくる。


　わたしは、否定しようもなく恐きよう怖ふしている。声を上げ、悲鳴を上げ、逃にげ出すことができればどれだけ幸せかと考えている。


　だが逃げたところでなにもない。眼前の恐怖からは逃れたとしても死から逃れることはできないだろう。月の落下は世界崩壊の危機を報しらせている。その現実からはなにがあっても逃げることはできない。


　立たねばならない。立つしかない。たとえわたし一人であろうとも立つしかない。


　なぜならば、月は墜ちてくるからだ。




　第一章　──産土うぶすなの闇やみ──







　一発の銃じゆう弾だんが私を貫つらぬいた。


　そのときから、世界は私の物となる。





　　　　†




　体が重いのは疲ひ労ろうのためか。ならばそれは肉体的なものか、精神的なものか。


　長い学園の時は終わった。


　そしておれは苦痛の中にある。


　ヴェルゼンハイム。


　かつて強ごう欲よく都市と呼ばれた場所に、おれはいた。


　エアフィルターは死に、汚お染せん物質を含ふくんだ風が荒あれ狂くるっている。おれの体は汚染物質に焼かれ、絶え間ない激痛が肉体を苛さいなむ。


　肺が腐くさり、息が止まる。心臓は乱れた鼓こ動どうを刻み、足がふらつく。視界は赤と黒が斑まだらに支配し、まともに見ることはできない。


　それでも、おれは生きている。


　己おのれの不死性を確かく認にんしたくてこんなことをしているわけではないが、しかし死なない体でなければ、おれはこの地に立った瞬間に意味のない骸むくろとなって転がっていただろう。


　なぜここにいるのか？


　内からわき出すその問いに、おれは呆ぼう然ぜんとする。だがその感覚も激痛の中でかき乱されていく。苦しみもがく段階はすでに過ぎ、おれは無様に転がっていた地面から起き上がり、歩いている。


　どこに向かっている？


　視界がほとんど利きかない中、おれは記き憶おくと勘かんを頼たよりに歩くが、痛みは記憶と感覚を混乱させ、正しい道を進んでいるのかさえはっきりしない。


　なぜここにいるのか？


　痛みに攪かく拌はんされながらも、その問いは表れ続ける。


　学園都市で六年の時を過ごし、おれはこの場所にやってきた。ほぼ迷いなく、おれはここに来ることを選んでいた。電子精せい霊れいに授さずけられた都市から都市を渡わたる能力でさえも到とう達たつ不能となったこの地へと、近きん隣りんの都市から装備を調ととのえて、わざわざここへとやって来た。


　なんのために？


　記憶の底から湧わいてくるのは、涙の音だ。





　自律型移動都市レギオスの動力燃料を奪うばい合う、武芸大会という名の都市間戦争を終え、おれは練武館の一室にいた。


　そこは第十七小隊専用の訓練施し設せつであり、そして隊のミーティングにも使われる。おれの他ほかにも、この小隊が設立されてから付き従ってきた隊員たちがそこにいた。


　最前列で泣いているのはコルスだ。


「先せん輩ぱい、おれたち……」


　戦争は勝利の内に終わった。


　学園都市ツェルニの歴史でもそうはないという圧勝によってだ。


　そして第十七小隊は、その中で大いに活かつ躍やくした。小隊が生まれてからわずか二年、小隊対たい抗こう戦においても、そして今回の武芸大会においても常勝無敗。誰だれ一人ひとり脱だつ落らくすることなく戦い抜ぬき、そして勝ち抜いた。


　当初は逆らってばかりだった小隊員たちも黙だまっておれに従うようになり、鍛きたえられていった。


　結成当時にはぬるい顔をしていたコルスも相応に頼たのもしい顔をするようになった。


「先輩のおかげで、おれたち、やりました」


　コルスが直立したまま、涙を流しながら、そう言う。


　最高学年となったおれは、この戦争を最後に小隊から退く。すでに次の隊員候補はおり、隊長はこのコルスが引き継つぐ。


　おれに残されたのは、卒業。この学園を去ることだけだ。


「おれたちは、必ず、必ず……先輩みたいに」


「…………」


　おれは黙ってコルスの言葉を聞いていた。いや、聞いていたのだろうか。思い出すことはできる。だが、涙を流すコルスの言葉にそれ以上の意味を感じられなかった。


　自分でも驚おどろくほどに平へい坦たんに、おれはコルスの言葉を聞いている。


　おれは、強欲だ。手に入れたものが失われるなど許しはしない。


　だというのに、おれは卒業という名の強制的な剝はく奪だつを黙って受け入れようとしている。いや、それに対して強い感情を持ってはいないということか。


　こいつらの存在は、おれにとってその程度ということなのか。そうかもしれない。そういうことなのだろう。


「先輩……」


　コルスがずっと涙声でなにかを呟つぶやいている。それは言葉にならず、意味をなさない。おれの胸の内は空くう虚きよなまま、音が通り抜けていく。


　そしておれの内は、その空くう洞どうのような感覚の中で一つの決意をしていた。


「絶対、おれは、先輩みたいに」


　おれみたいに？


「それは無理だ。コルス」


「え？」


　おれの不意の言葉に、俯うつむいていたコルスが顔を上げる。そのときには、おれの手がコルスの額に触ふれていた。


　おれみたいに？


　それは結果としてか？


　強さとしてか？


　性格としてか？


　最初の一つだけならばこいつでも不可能ではないかもしれない。こいつらはそれだけの実力を得た。


　だが、おれという存在は異い端たんだ。そして異端であるおれに付いてきたこいつらは異端ではない。コルスに率いられれば、それはもうおれの第十七小隊ではなく、コルスの第十七小隊だ。隊の性格や性質は変化するだろう。そして時を追うごとにおれの色は失われていく。


　それは正しいことなのだろう、おそらくは。


「先輩……？」


「無理だコルス」


　剄けいを奔はしらせる。


　次の瞬しゆん間かん、コルスはその場にくずおれた。


　驚きの間を与あたえない、おれは次々と隊の連中に同じことをしていく。


　記憶の消去。泥どろ棒ぼうの技わざ。


「おれはこの都市から消える」


　倒たおれたコルスたちに向かって、おれは告げる。


　卒業という名の強制がおれから学園都市にいたおれを奪う。


「ならばこの都市におれがいた記憶を、おれは奪う」


　卒業というものが喪そう失しつであるのなら、それは正しい行こう為いのはずだ。





　記憶から湧き上がったその光景は激痛によってかき消されていく。


　ヴェルゼンハイムを、廃はい都とを、おれは歩いている。


　学園都市からおれの記憶を奪い取り、そしてここにいる。


　なぜ帰ってきたのか？


　都市の足は止まり、人類の生息圏けんを保障するエアフィルターは途と切ぎれ、吹ふき荒れる汚染物質混じりの砂風によって、かつての強欲都市は積もり続ける砂の中に消えようとしている。踏ふみしめる砂の感かん触しよくは、まるでおれを飲み込もうとするかのように体を沈しずませる。砂にこもる汚染物質がおれの体に熱を注ぎ込んでいく。焼き尽つくそうとする。


　その中を、おれは進んでいく。


　この都市に来るために調えた装備は、全すべて失われた。


　奴やつがいたからだ。


　あるいはおれは、引かれてここにやってきたのか？


　奴がここにいることを、直感的に察知していたのか？


　風の流れが搔かきむしられ、予期せぬ方角からの圧力におれは押され、倒れる。熱砂が肌はだに喰くらいつき、口内へと侵しん入にゆうし、粘ねん膜まくを焼く。確実に死に至り、そして死によって終わるはずの激痛は、おれを永遠に苛もうとする。


　それは、おれに向けられた憎ぞう悪おの証左なのだろう。死による安らぎなど与えはしないという。


　人を五分で殺す汚染物質の中で、死にはせず、しかし痛みはなくならず。


　首にかかる憎悪の手、呪のろいの指、メイリンの意思が確かにおれの体の中にある。一度はおれに死を与えようとしたその呪いは、再びおれの死を拒きよ否ひしている。苦しめと叫さけんでいる。彼女の呪いをもってしておれは死なないのか、あるいは死者の妄もう念ねんから生まれたマスケイン一族であるが故ゆえに死なないのか。


　その両方か。


　マスケイン一族がそうであるならば、白はく炎えん都市で会ったじいさんや親おや父じは、そして学園都市で出会ったライツエルとして名と姿を変えていた兄、ザンディアス、この三人もまた不死なのか。いまだにどこかで生きているのか。


　生きているなら食わねばならぬ。


　もはや、マスケイン一族が生き残っていることさえも許しておくことはできない。親父は強つわ者ものの強欲から脱だつ落らくした、じいさんはおれを屠ほふろうとし、兄貴はおれから奪おうとした。


　それら全て、マスケイン一族の哲てつ学がくをもってして、おれの牙きばにかかるに値あたいする行為だ。


　ああ……


　痛みの中で、おれの中のどうしようもないものが煮にえたぎる。


　ここ最近は大人しいものだったそれが、音を立てて自己主張をしているのを感じる。


　それは強ごう欲よくであり、怒いかりだ。


　ザンディアスの策略によって奪われたもの。


　そして己の手で再び燃やし得たもの。


　その熱が胸の内で、汚お染せん物質の熱傷とは違ちがうものとしておれを支え、足を動かしている。


　奪われたものは取り返さねばならない。


　そのためにおれはここにやってきたのか。


　だからこそ奴はここにいるのか？


　そう……奴だ。


　搔きむしられた風の源を感じる。視界もろくに利かないまま、おれはそこに向かう。


　向かう先にも熱がある。


　汚染物質の熱、おれの熱、そしてもう一つ。三つの熱の感覚がおれを誘ゆう導どうする。


　その先にあるものは、なぜ動かないのか。


　訝いぶかしみながら、おれは進む。


　激痛の中で浮うかぶのは学園都市の光景だった。


　練武館を出たおれは、それから忙いそがしく立ち回った。


　なにしろおれは有名人になってしまった。暴君とあだ名され、前回の生徒会選挙付近では英えい雄ゆうに仕立て上げられ、そしていまや学園都市での武芸者の精せい鋭えい、小隊の主でもある。この都市に住む生徒の全てがおれを知っているといっても過言ではない。


　学園都市の人口は数万人。


　その全てから、おれはおれ自身に関する記き憶おくを奪った。気が遠くなるような作業だったが、幸いにも学園都市であるだけに人が一カ所に集まりやすい。


　そのときを狙ねらって少しずつ事を進めていく。だが、時を置きすぎては知る者と知らぬ者との間で混乱が起きるかもしれない。そして、混乱が起因となって忘れさせた者が思い出すようなことが起きるかもしれない。


　短期間の内にことを為なすには数字が膨ぼう大だいすぎた。


　しかし、やり遂とげた。一時的な体調不良者が続出することになるだろう、あるいはもしかしたらコルスたちなどは大きな記憶の欠損にしばらく悩なやまされることになるかもしれない。


　それでも、やり遂げた。


　後一人を除いて。


　おれはそこへ行く。


　生徒会長室。


　ドアを開けると名残なごりを惜おしむようにシャーリーが机を撫なでていた。彼女もまた、近々始まる生徒会長選挙の後に会長を辞することになる。


「……ディック？」


　振ふり返った彼女が驚いた顔でおれを見ている。


　こうしてまともに顔を合わせたのは、いつ以来か。


「いまさら、なにか用？」


「恨うらみ言をな」


「まさか、あなたはそういう人じゃない。本気で恨んでいるなら私は無事ではいられないはずよ」


「……正解かもな」


「私は正解を選んで生きてきたつもりよ。あなたは？」


「正しいと信じるだけなら誰だれだってできる。いや……」


　なぜこんな会話になる？　その疑問が頭に浮かぶが、おれは言葉を止めなかった。


「正しさと結果は別物だ。だから、どう信じていようと、それはどうでもいい話だ」


「そうね。でもそれは答えじゃない」


「…………」


「結果がどうだろうと、心の中の正否とは関係ない。結果が良くても間違ったことをしたと心が感じていれば負い目になる。失敗でも正しかったと思っていれば胸を張れる。そういう意味で、私は正解を選んできたつもり」


「負い目はない？」


「ないわ」


　シャーリーの目が「あなたは？」と問うている。その瞳ひとみに噓うそは感じられない。彼女は本気でいまの言葉を吐はいたのだろう。


「……どうして、おれにそれを言う？」


「…………」


「正しいと思っているなら、黙だまって胸を張っていれば良いだけの話だ。誰に言い訳をする必要がある？」


「わたしは……」


　言い淀よどむシャーリーの顔から滲にじみ出てきたのは罪悪感か。


　しかしなぜ？


「もしかして、本当に悪いと思っているのか？」


「正しいと信じることと、それでも悪いことをしたと思うのは別の話でしょ」


「そういうもんかな」


「あなたにはないのかもしれないわね。私はあなたに死んで欲しかったのに」


「死んで欲しいと思われるのには慣れている。殺されかけたこともある。そいつらにはこちらの気が済む報復をしてきた」


「では、私にも？」


「そうだな」


　なぜこんな会話をしているのか？


　無言の内に全てを済ませるつもりだった。だがそうはならなかった。おれの足が止まり、手が止まったのは、シャーリーを見たからか。名残を惜しむシャーリーの姿になにかを感じてしまったからか。


　だが、もういいだろう。これ以上の時間は必要ない。


　いや、必要ないのではなく、これ以上はおれの手が本当に動かなくなってしまいそうになるからかもしれない。


「これが報復だというなら、そうだ」


　距きよ離りを詰つめる。その時間は一いつ瞬しゆん、シャーリーの顔が驚おどろきに変化したときにはすでにおれの手は彼女の額に触ふれ、そして剄けいを奔はしらせている。


　これで終わった。


　これで全てが終わったのだ。学園都市内の生徒名めい簿ぼにはまだ記録が残っているが、誰も覚えていない上に当人もいなければ、誰かが悪戯いたずらでやったことと思うだろう。


　それでいい。


　気絶して崩くずれ落ちそうになったシャーリーを受け止め、その顔を見る。二年の間になにかが変わったか？　髪かみ型がたやその長さ以外にもなにかが変わったようには見える。だが、どこがどうとはうまく言えなかった。つまりそれは、おれの中にあるシャーリーも記憶から薄うすれているということだ。


　時の流れの残ざん酷こくさと一言で片付けるのは簡単だ。だがあるいはそうではなく、おれはもしかしたら……


「いや……」


　形になりかけたものを否定する。それを形にすることになにか意味があるのか？　ありはしない。
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　おれは生徒会長室にあるソファにシャーリーを寝ねかせると、静かに出ていった。


　激痛を抱かかえて、おれはヴェルゼンハイムを進む。


　向かう先にある熱源、それはおれがここに来たときに装備を破は壊かいした張本人に違いない。到とう着ちやくしたときには襲おそいかかってきたというのに、それから急に攻こう撃げきの手を止めた理由もよくわからない。


　しかしここで動くものはおれを除けば唯ゆい一いつそれだけであり、そして衝しよう動どう的にここを訪おとずれたおれには、他ほかにやることもない。


　ここへと来たおれの心の作用をおれ自身でさえも理解しきってはいないが、郷きよう愁しゆうのために訪れたわけではないはずだ。


　鉄てつ鞭べんを握にぎりしめ、目的に近づく。


　汚染物質は体中の肉に食い込み、筋組織を破壊している。回復の速度は汚染物質のそれと均きん衡こうしているようだが、そのために正体不明の熱源にやられた傷まで回復させるにはいたらない。


　流れ出す血は瞬またたく間に沸ふつ騰とうしているはずだが、壊こわれた嗅きゆう覚かくではそれがわからない。激痛をかき分け、足の感かん触しよくを探さぐり出しながらの歩みは、防ぼう御ぎよをまるで考えていない。鉄てつ鞭べんさえも己おのれの体を支えるために使っている。


　死に向かって歩くような愚おろかな行こう為いだが、それを嘲あざ笑わらう気にはならない。そこに行くべきだとなにかがおれに命じている。それは第三者的なものではなく、おれの内ない奥おうにあるなにかがそう呟つぶやいている。


　ここまで痛めつけられたのは二年前のあの日以来か。だが、死の恐きよう怖ふはない。汚染物質はともかくとしても、敵を前にした心境ではない。


　これはいいのか、悪いのか。


　おれは進み、そして足を止めた。


　熱源は目の前にある。だがおれの目はもはやなにも映していない。汚染物質とはまた違う肌はだを焼く熱さだけが微び細さいに感じられ、おれは顔を上げた。だからといってなにかが見えたわけではない。


　だがそれでも、焼滅と再生を繰くり返す神経がなにかを感じる。


「お前は……？」


　みっともない話だが、ヴェルゼンハイムに入ったところで不意を打たれたため、相手の姿を確かく認にんすることさえできていない。


　だがそれでも、予感のようなものがある。こんな状じよう況きようだというのに身の危険を感じることもなく、そして襲しゆう撃げきされたことに怒いかりも湧わきはしない。それはおれにとってとても不思議な気分ではあったが、不快ではない。


　あるいは気付かないうちに、この激痛に正気を奪うばわれてしまっているだけなのかもしれない。


　しかしおれの中でおれをおれたらしめる怒りそのものが消えたわけではない。ただ、眼前のものにたいして、その牙きばを向けようと思わないだけだ。


　ならばいい。


　いや、己自身とさえも言える怒りをも再燃させたおれにとって、もはや失って恐おそろしいものなど、失うことが許せないものなど存在しない。


　しかし同時に、執しゆう着ちやくがある。失うことが許せないと怒おこっている。怒りの原点となるものが、はたして本当に死者の妄もう念ねんである理由なき怒りなのか、それとも己の中にある、なにか、いまだ形になっていないだけのものなのか、ザンディアスに一度奪われたことで、いまのおれの怒りは死者の妄念とは関係がなくなっているのか、それが判然としないまま、このどうしようもない矛む盾じゆんの境きよう涯がいにいる。


「…………」


　眼前にいるはずの熱源はなんの反応もよこさない。ただ、熱さだけをおれに届け、その場に立ち尽つくしている。


　この熱さは、炎ほのおか。ならばやはり、おれの予想通りか。


　おれは、こいつに呼ばれてここに来たのか。


　ならばこの炎は……


「……レアンか？」


　声が出せたかどうかわからない。


　だが反応はあった。炎が勢いを増し、おれを飲み込む。炎の熱がおれを炙あぶり、死し滅めつしかけた神経に刺し激げきが走る。肌を焼く臭においがおれの嗅覚を蘇よみがえらせ、そして気管を通り抜ぬける炎が再び死を授さずける。炎の味を確かめる暇ひまもなく舌が焼け、口内の筋肉が不可思議に引きつる。呼吸が絶え、喉のどを搔かきむしろうとする手をおれはなぜか止め、その手を熱源に向けた。


　なにかに触れた。触しよつ覚かくどころかあらゆる感覚がもはやまともではない状況では、おそらくとしか言えないはずだが、触れたと確信できるなにかがあった。


　それをどう形容すればいいのか。客観視ではなく、おれの視点から見て。おれはなにをしたのか。


　捕とらえたと判断するべきか。


　逃のがしたものを再び手に入れたと判断するべきか。


　あるいはただ、倒たおれそうになっただけなのか。


　そうではなく、ただ死を望んでこの苦境の中にいるのか。


　燃え盛る中でおれは全すべての感覚から遮しや断だんされ、ただその行為を続けるしかない。そしてその行為の意味をおれは捉とらえかね、相手に全てを任せるしかない。


　なんともみっともない。


　全てが途と絶だえた中で、おれの意識もまた暗くら闇やみの中に落ちていった。





　メイリンがおれの首を絞しめている。


　湯の中で歪ゆがむ視界で、彼女の人形のようだった表情が憎ぞう悪おを形にする。それは湯の温度を上げ、おれを煮に溶とかそうとする。


　痛みはない、苦しみもない。


　おれは湯の中でじっと、久しく見ていなかったメイリンを見つめていた。


　こんな顔だっただろうか？


　うまく思い出せない。彼女がおれに見せた唯一の憎悪の表情。あとはそれこそ人形のように無表情か、泣くか、あるいは全てに疲つかれた顔だけだった。


　ヴェルゼンハイムでおれが見せた最後の執着。奪い奪われ、奪い返そうとした。


　だというのに、おれは彼女が見せたあのときの表情が、いまそこにあるものと同じだったかどうかをうまく思い出せない。記き憶おくに靄もやがかかっているようなあやふやな感触がおれを苛いら立だたせる。


　こうではないと叫さけんでいる。


　おれの中の執着が、強ごう欲よくが、彼女の存在を捕らえて放はなさないはずだ。たとえ死体となっても、それが消えたとしても、骨の一片、灰の一ひと摑つかみさえも他人に譲ゆずる気のない強欲でメイリンを縛しばっていたはずだ。


　だというのに、どうしてうまく思い出せないのか。


　おれの苛立ちや戸と惑まどいを理解しているのか、湯の向こうのメイリンの表情がさらに険しくなる。揺ゆれ動く髪かみの毛までがおれの体に巻き付こうとする。逃すものかという執しゆう念ねんがそこにはある。おれの強欲によって身を焼かれたというのに、おれが彼女をうまく思い出せないことに怒っている。


　そしておれの首を絞める。


　だが、メイリンはおれを殺さない。殺せないのか、殺さないのか、死さえも惜おしいと思うほどの憎悪が、おれから死を遠ざけているのか。


　永遠の苦しみを与あたえたいのか。


　己おのれの身に宿る不死の謎なぞを不確かなままにして、おれはメイリンの憎悪がそうさせているのだと思っている。それはただの思い込みか、真実か。しかし学園都市でのことがある。あのとき、シャーリーに死を望まれたときのおれは、確かに不死ではなかった。それを、おれはメイリンがついに死ぬべきときと見定めたからだと思っていたが、そうではなかったのだとしたら？


　思い込みであるとしたら、ならば不死の正体はなんなのか？　マスケイン一族を生み出した死者の妄念なのか。


　しかしならば、それはザンディアスに奪われたのではないのか。マスケイン一族としてのおれの怒りは奴やつに奪われた。一時ではあるがおれはひどく無気力となり、己の死を受け入れようとしていた。死ぬのならばそのときに死んでいたのではないのか。しかしそうはならなかった。ならばおれの不死とはなんなのか？


　おれは、自分でも驚くほどにおれ自身のことを知らないのではないか？


　不意に疑問が浮うかんでは、切り捨ててきたそれについて、おれはもう少しまじめに考えるべきなのか。しかし、己を己たらしめようとするならば、疑問に立ち止まっている暇はない。己の怒り、己の強欲、それらに従って突つき進まなければ、おれはおれとして存在できないのではないか、己を振ふり返る暇など、ありはしないのではないか。


　そう思ってきた。


　だが、おれは立ち止まっていた。学園都市で六年間。少なくとも、最後の二年間、おれは立ち止まっていたと言ってもいいだろう。電子精せい霊れいによって与えられた電子精霊間の通信網もうを利用する移動手段を使って狼ろう面めん衆と戦い続けていたと言っても、実質それは立ち止まっていた期間に違ちがいない。


　しかしそれでも、おれはそのことには触ふれようとしなかった。知る必要がないことと切り捨てていた。


　だがそれでも、こうして浮かび上がる。確実に死に続けている汚お染せん物質の嵐あらしの中で考えている。


　どうして、おれは死なないのか？





　気がつくと、痛みが去っていた。


　辺りは暗い。肌には染しみるような冷たさがあり、おれの体は硬かたく縮こまっていた。暗い。が、しかしそれは光が届いていないからであり、目は見えている。


　体に痛みはない。


　どうやら汚染物質の届かない建物のどこかにいるようだ。自分の体を触さわり、傷が癒いえていることを確認する。呼吸もまともにできる。目や喉に痺しびれがあるが、その程度の汚染物質はしかたないだろう。


　おれをここに運んだのは誰だれだ？


　いや、わかっている。あの熱源の正体だろう。


　ならば、それはどこにいる？


　おれは辺りを見回した。天てん井じようの辺りから微かすかな光が漏もれているが、それは本当に微かで周囲を照らし出すほどではない。おそらくは窓なのだろう。吹ふき荒あれる砂に埋うもれて光が遮さえぎられているに違いない。壁かべの向こうからは風が起こす狂くるおしい泣き声が聞こえてくる。


　おれはその場に立ち、気配を探る。どこかで、奴が息を潜ひそめているかもしれないと考えたのだが、それらしいものはなにも感じられなかった。


　殺さつ剄けい……武芸者特有の気配隠かくしをしているのかとも思ったが、それをする意味があるとも思えない。


　ならばどうして姿を消した？


　首を傾かしげていると答えがやってきた。


　ドアが開くと同時に強風が汚染物質とともになだれ込んでくる。再び吹き付けてきた激痛に身構えたが、ドアはすぐに閉じられる。


　内部で吹き荒れた汚染物質はおれの体を苛さいなむ。それは長く続くはずだったが、意外なほどに速く痛みは消えてなくなった。その速さに不ふ審しんの念を抱いだきながら、おれは顔を上げる。


　そこには燐りん光こうを身に纏まとった赤髪の女がいた。


「……レアンか」


　やはり。ザンディアスの策略でおれの存在根源、マスケイン一族を生み出した死者の妄念を奪い取り変化したレアンがそこに立っていた。


　燃えるような赤い髪は自然のままに放置されたかのようだが、燐光を帯びて美しい。どこで手に入れたのか戦せん闘とう衣を着ておれを見つめている。


「…………」


　レアンは無言のままおれを見つめている。


「もう、あの頃ころの意識はないか？」


「…………」


　答えない。


　本当にレアンであった頃の意識はないのか？


　ならばどうしてここにいるのか？　そしておれを助けたのか？


　わからない。わからないが、炎の女から敵意は感じられない。


　不意に、女が手にしていたものをこちらに投げた。


　暗闇の中、風の乱れだけで動きを読んで受け止める。どこかで拾ったようなバッグの中には、大量の保存食と水が入っていた。密閉状態のそれは汚染物質の影えい響きようを受けていない。


　死にはしない。


　だが腹は減る。


　特に死に至るほどの傷を負ったときの空腹はかなり激しい。傷を癒いやすのに栄養や熱量が必要なら、死からの回復ならばかなり瘦やせこけていなければならないはずだがそういうこともない。


　ただの習慣として食が必要なのか、それともある一定の状態からは普ふ通つうに食事が必要となるのか、その辺りもわからない。


　保存食といえど期限はある。


　食えるのか？


　だがそれ以上の心配をすることなく、おれは保存食を開け、水を飲んだ。味のことなど考えなかった。腐くさっていたかもしれない。だが胃が満たされる感覚、水分が喉のどを潤うるおす感覚は、この飢かつえきった状態では歓かん迎げいするものだ。


　その部分だけは、普通の人間となにも変わりはない。


　胃が満たされると、おれは唐とう突とつな睡すい魔まに襲おそわれた。食事になにかが仕込まれていたわけではなく、それだけ消しよう耗もうが激しかったということだろう。消耗した体が休息を求めている。武芸者特有の能力、剄けいによって体力を持続させることすらもはや不可能な状態となっている。


　足あし下もとを覚おぼ束つかなくさせる睡魔に耐たえられず、おれはその場に倒れた。





　夢を見た。


　今度ははっきりとわかる。


　学園都市の中で何度かあった春の日差しを浴びて、おれは芝生しばふの上で寝ね転ころんでいる。


　そこにはなんの悩なやみも問題も戦いの予兆もなく、ただ暖かさだけがおれを包んでいた。


　そこでおれは寝転がっている。エアフィルター越ごしの太陽を、目を細め、掲かかげた手の隙すき間まから見上げている。


　ただ、それだけの夢だ。


　だが、それはおれにとって、ひどく重苦しい夢でもあった。


　そんなことをしていた記憶はない。


　学園都市に入ってからのおれの生活は、ある意味で規則的だった。授業を気まぐれに受け、訓練をし、部屋に戻もどる。ときに夜を歩く。


　春の日差しを全身に浴びるなんて行こう為いをしたことはない。しようと思ったこともない。する意味さえ見み出いだせない。


　なのに、なぜ？


　なぜこんな夢を見る？


　いや、そうか……


　あのときの感覚か。


　おれが学園都市に足を止めた理由。都市から都市に渡わたる能力を与えたもの。いままでの移動手段だったニルフィリアがいなくなり、そのままであれば自分の足で、放ほう浪ろうバスを利用して都市から都市へと移り、狼面衆を探さなければならなかったところを、新たな足を与えてくれた人格。


　それを人と呼ぶことはできない。


　だが、ただの物と判断することもできない。


　都市と同じ名を持つ電子精霊、ツェルニ。


　学園都市の電子精霊と初めて会ったのは、レアンを殺し、そして炎ほのおの女へと変わり、おれが怒いかりを失った後のことだ。


　怒りを取り戻し、望まれた死から逃のがれ、不死の呪のろいを解かれ、おれを形成していたあらゆる物を奪うばい取られ、絶望を食い破らんと歩いていたそのときに、ツェルニは現われた。


　ツェルニから感じた感かん触しよくが、夢でのそれとよく似ている気がする。


　そのときの感触はただ一度のことであり、そしていまでも忘れることができない。


　足を与えられたことで学園都市にとどまったことは、ただの口実にすぎないのかもしれない。


　おれはもう一度、あの感覚に触れたかったのか。


　その機会を窺うかがっていたのか？


　そういうこともあるかもしれない。


　しかし、それに気付くのが、どうしていまなのか？


　春の日差しを手で遮りながら、おれはそんなことを考える。これが夢だとわかっているはずなのに、目覚めようとしない己に、どういう説明を付ければいいのか？


　このぬくもりが幻まぼろしであるとわかっているのに、どうしておれは目覚めることができないのか。


　見覚えがある、おそらくはここは練武館の途と中ちゆうにある芝生だ、そこでおれは寝そべって空を見上げている。誰かの笑い声が聞こえ、そして通り過ぎていく。まばらに生えた木々が道とここを遮っている。誰も、おれがここにいることには気付いていない。ただ暖かい日差しがあり、芝生の感触が背中をゆるく刺し激げきし、手足を伸のばしきった解放感がある。


　移動する自律型移動都市の振しん動どうが微かに体を揺ゆする。それが眠ねむ気けを誘さそう。夢の中で眠くなるというのはおかしな話だが、そこで誘いをかける睡魔は、いまおれに夢を見せているそれよりもはるかに優やさしく、暖かい。


　その睡魔の誘ゆう惑わくに落ちることがなにを意味するのか、それは夢の世界で新たな夢に落ちることか。あるいは現実への帰き還かんか。


　おれはどちらを望んでいる？


　わからない。わからないが春の日差しが遠とお退のいていくのを感じる。


　遠退いていく感触を、おれは身じろぎもしないまま感じ続けていた。それによって生まれる心の動きを捉とらえようとしたが、しかしなにも得られることなく、春の日は消えていくのみだった。





　目覚めたのだろう。目の前は暗かった。風の泣き声は絶えることなく、当たり前のように鼓こ膜まくに届けられる。


　夢からさらに夢へということはなかったようだ。


　どういう形で倒たおれたのかも覚えていない。だがいまは仰あお向むけになって寝ている感触がある。天井にあった微かな光が消えている。周囲の闇やみも濃のう度どを増したように思える。夜になったのかもしれない。


　そして、後頭部には覚えのない柔やわらかさがあった。


　微かな息づかいが額を撫なでる。温ぬくもりのある柔らかさは人のものだとすぐにわかった。


「レアン」


　おれの呼びかけに、後頭部にあるもの……おそらくは彼女の太ももがわずかに震ふるえた。


「どうした？　おれを殺さないのか？」


　ザンディアスの策略によって生まれたこいつは、狼ろう面めん衆の手の者……つまりおれの敵だ。


「…………」


　おれの怒りを、そしておれの力を奪い取り、この姿となった。


　おれが殺したためにこうなった。


　彼女が未完成であったために出会ったのか、あるいはこうなることさえもザンディアスの罠わなだったのか、それはいまさら知りようもない。どちらであれ、結果としておれたちは殺し合い、奪い合った。


　レアンは死に、狼面衆から火神と呼ばれる存在となった。


　もはや、レアンとしての記き憶おくは存在しない。そう思っていたのだが。


「ああ、だとしたら……」


　そしてもう一つ。


　思い浮うかんだ都合の良い想像に、推論をさらに一つのせる。


　火神がここにいるというのは、ごく自然なことなのかもしれない。


「覚えているのか？」


「…………」


　火神は答えない。喋しやべれないのか、喋りたくないのか、その判断はおれにはできない。ただ、後頭部から感じる震えは続いている。


　おれの言葉は理解しているに違ちがいない。


　ならば覚えている。


　そう考えて良いはずだ。


「そうか……」


　腹を満たし、休んだ。汚お染せん物質にやられたおれの疲ひ労ろうは癒いえている。


　さあ、どうする？


　衝しよう動どう的にやってきたヴェルゼンハイムでのこの出会いは、おそらく必然だ。


「ヴェルゼンハイムは、元気か？」


「…………」


　その質問にも答えない。だが再び、後頭部で震える感触があった。その震えで相手の反応を窺わねばならない。面めん倒どうなものだと苦く笑しようする。


　だが、やはり、だ。


　この廃はい都とに火神がいるのは、内部にいる電子精せい霊れいヴェルゼンハイムの影響に違いない。おれを狙ねらってここに来たのではないとすれば、そういうことだろう。


「狼面衆のところから逃にげてきたのか？　いや……」


　あるいはあの後から、ずっとここにいたのか？


　この火神が生まれたとき、生み出された炎にザンディアスが飲まれたように見えた。あのときにザンディアスが死んでいたとすれば、死んでいなかったとしてもすぐに動けないような状態であれば、火神の制せい御ぎよは手放しとなっていたのではないか？


　自由となった火神は飲み込んだヴェルゼンハイムの影響でここにきた。そういう仮定が成り立つのではないか。


　取り返すべきか、否いなか。


　その問いがおれの中に生まれた。すぐ近くに奪われた電子精霊がいる。取り返せば、電子精霊の力が手に入る。それは無視するにはあまりに魅み力りよく的な力だ。いまのおれとあのときのおれ、そこにどんな差があるのか、それを考えたことはない。性格として、おれになにか変化が起きたとは思っていない。なにを奪われたとしてもおれはおれだ。


　しかし、戦せん闘とう能力として、あのときのおれと同じかどうかには自信がない。


　同じであれば、より強くなる。


　そうでなくとも強くなれる。


　なにより、ヴェルゼンハイムはおれの故郷、この砂に埋うもれようとしている廃都の電子精霊にして、復ふく讐しゆうの同どう胞ほうだ。


　奪われた怒りを知る同志にして、同じ目的を持つものだ。


　取り返すべきものだ。


　だが、取り返せば火神は、レアンはどうなる？


　そんなことをおれが考えている。いまさら、考えているのだ。レアンをたすける手立てなど考えもせずに殺したこのおれが。


　そんなことをいまさら考える。


「おれは、どうすればいいかな？」


「…………」


　火神がなにも答えないとわかっているのに、おれはこんなことを言う。


　それは卑ひ怯きようなことだ。


　やるべきことなど決まっている。


　おれがおれであるべきといまも思っているならば、おれが復讐を止められないならば、やるべきことは決まっている。


　利用できるものは全すべて利用し、嚙かみ潰つぶすべきものは嚙み潰す。


「…………」


　火神が別の反応を見せた。暗くら闇やみで相手の表情は見えない。おれの内面の変化を読み取ったか。


　先ほどまでとは違う緊きん張ちようが肌はだ越ごしに感じられる。


　おれは深く息を吸った。剄けいを奔はしらせないまま、体の具合を確かく認にんする。手足に不自由は感じない。おかしな脱だつ力りよく感はない。


　動ける。


　やるか。


　やれるのか？


　いいや、やるのだ。


「……っ！」


　短く息を吸い込む。右手に、ニルフィリアに与あたえられた鉄てつ鞭べんが現われる。握にぎりしめ、瞬しゆん時じに立ち上がる。





　FUOOOOoooooooooonnnnnnnnnn…………





　それよりも速く、火神が動いた。


　起き上がったことで足への枷かせがなくなった火神は、おれが立ち上がるよりも速く立ち上がり、おれが振ふり返るよりも速くおれの横を駆かけ抜ぬけていった。


　逃げた？


　いいや、違う。


　気配がある。


　おれと火神以外に、誰だれかがいる。


　そして火神のこの行動。吠ほえ声。


　吹ふき荒あれる風に紛まぎれる彼女の余よ韻いんがそれを示している。


　敵意だ。


　だが、火神はなにと戦っている？


　それもまた、考えるまでもないことか。


　開け放たれたドアから風が入ってくる。汚染物質が再びおれの肌を焼く。しかし、全身を焼く痛みが軽い。


　疑問よりも先に、世界が明るくなった。


　それは紅ぐ蓮れんの明るさだ。


　飛び出たおれが見たのは炎ほのおに包まれた光景だった。


　その中心に、火神がいる。


　全身に炎を纏まとい、生じた気流で舞まい上がる髪かみを紅蓮に溶とかしながら火神はそこに立っている。


　おれはそのとき、一つ、理解した。


　この炎はなにを糧かてに燃えている？


　そして外に出たというのに汚染物質がもたらす痛みがあまりにも軽いのはなぜか？


　炎だ。


　この炎は汚染物質を糧に燃えている。


　故ゆえに火神はあんな、汚染物質に対して無防備な状態でも無事でいられたに違いない。


　この周囲の汚染物質が薄うすくなっているが故に、おれも無事でいられる。


　痛みの具合を確認する。これなら、動ける。


　いきなりの明るさに、はっきりしなかった視界も回復し、おれは状じよう況きようを確認した。


　火神の炎に追いやられるように遠巻きに仮面の集団が囲んでいる。狼ろう面めん衆だ。仮面を除けば都市外戦装備で身を包んだ狼面衆たちは襲おそいかかる隙すきを窺うかがうように揺ゆれる炎に合わせて包囲の輪を動かしている。


　火神はそれらを威い嚇かくしつつ、襲いかかる瞬間を窺っているようだ。


　おかしい。


　二年前、学園都市でおれを飲み込んだ炎を考えれば、こいつらを処分することなど造作もないはずだ。


　それなのに、なぜ、すぐに動かない？


　疑問は予感と推測で解消した。おれはすばやく周囲を見み渡わたし、それを見つける。


　跳とぶ。


　地面を割り、おれは宙に躍おどり出る。火神から離はなれるほどに汚染物質による痛みが増していく。しかしもはや止まれるものではない。


　行く先には一人の姿。他の狼面衆と同じように仮面と都市外戦装備のために、個性などわかったものではない。高層建築物の屋上に立っている。


　一人離れた場所にいるあいつは、ここにいる狼面衆たちの本体か、あるいはただの別働隊か。


　おれの動きに気付き、そいつが身構える。


　間に合わせるものか。振るいあげた鉄てつ鞭べんを下ろす。剄けいの疾しつ走そうを感じながら、おれは落らく雷らいと化してそいつの頭上に落ちる。


　相手はおれに合わせて武器を持ち上げた。他の者、狼面衆がよく持っている鋸のこ刃ばが付いた剣けんではない。ごく普ふ通つうの長剣。


　その剣の装そう飾しよくに、見覚えがある。


「ザンディアス！」


　雷らい鳴めいの如ごとき吠えに、ザンディアスは無言でおれの一いち撃げきを受ける。剣と鉄てつ鞭べんが食い合い、剄けいが火花を散らす。屋上が砕くだけ、建築物が轟ごう音おんを上げて崩くずれていく。


　その中で、おれは狼面を凝ぎよう視ししていた。


「生きていたか」


「当たり前だ」


　ザンディアスが哄こう笑しようをあげる。


「おれの強ごう欲よくが貴様を諦あきらめると思っていたのか？」


「はっ、つまりは失敗して足あ搔がいてる最中ってわけか。見苦しいな！」


「貴様にそれが言えるか、愚ぐ弟てい！」


「似たもの同士は憎にくしみ合うということだ！」


　落下しながら、おれたちは吠え合う。


　いくつもの床ゆかを緩かん衝しよう材ざいとして突つき抜け、止まる。粉ふん煙えんが舞い、残ざん骸がいが落下してくる中、おれは後方に下がった。このまま追いつめたいが、火神から離れたことで汚お染せん物質が弱い粘ねん膜まくを痛めつける。視界がすでに赤く染まり、ザンディアスの姿を朧おぼろにさせていた。


　一撃で仕留められなかったことに舌打ちしながら、おれは炎の勢力圏けんへと飛び込む。火神を囲む狼面衆たちに動きはない。火神もまた、威嚇のみに止とどまってそこにいた。


　汚染物質の痛みが引いていく。


　刻みつけられた火傷やけどのそれは変わらずにあるが、それも時間が経たてば消える。呼吸を整える。やや息苦しく感じるのは炎が大気を焦こがしているためか。だがそれにしても剄けいの奔りが悪い。まだ本調子ではないのか？


　己おのれの不調に舌を鳴らし、状況を再度確認する。気配を読み、見えていないものの位置も探さぐる。


　火神を包囲している狼面衆が十人ばかり、それに隠かくれているらしきものが数名……これは炎による大気の乱れで読み切れない。


　そしてザンディアス。


　再び姿を隠したが、どこかで機を窺っているに違ちがいない。


　さて、どうしたものか……


　叩たたき潰す。その結果は変わらない。


　だが、暴れ回るにしても際限なくできるものではない。向こうに都市外戦装備がある以上、持久戦を選ばれ、火神との間に防ぼう壁へきを張られれば、おれの戦闘力は汚染物質によって削けずられていく。それは望むところではない。


　それに、火神がすぐに動かない理由も気になる。伏ふく兵へいを警けい戒かいしてのことだけではないのか。他ほかにもなにか、火神が攻せめあぐねる要因が存在しているのか。


　奔りきらない剄けいを訝いぶかしみつつ、おれもまた待ちの体勢に入る。


　……ように見せかけた。


　おれの体勢が変わったことで、『待ち』を選んだと包囲の連中は思っただろう。それは、それぞれが見せた構えから窺えた。こいつらがザンディアスを根とした分体であるのなら、それはザンディアスに存在する傲ごう慢まんが見せた油断とも言える。二年前の学園都市でも出てこなくて良いところで出てきたが故に、火神の暴走、あるいは裏切りにあい、全てを逃のがしたように。


　それは愚おろかなことだ。


　だが、愚か者でなければ自らの強欲にここまで踊おどらされはしないだろう。


　つまりはそれがマスケイン一族ということか。


　ともかく、おれは動いた。火神の炎を大きく揺らがせ、剛ごう風ふうを引き連れて疾走する。鉄てつ鞭べんは大気を抉えぐり、雷らい光こうを生み出す。


　雷電へと思考が沈しずむ。駆ける。


　破は壊かいする。


　狼面衆たちを吹き飛ばし、あるいは鉄てつ鞭べんで引き裂さき、あるいは引き連れた雷光で蒸発させる。


　愚ぐ者しやの一撃で包囲の一方を薙なぎ払はらい、おれは再び火神の元に戻もどる。


　やはり、おかしい。


　足を止め、呼吸を整えながら、おれは違い和わ感に内心で首を傾かしげた。


　やはり、剄けいが奔はしりきらない。


　おれは、一息で包囲陣じんを破壊するつもりでいた。だが思ったよりも早く疾走が減速するのを感じたために、諦めざるを得なかった。


「賢さかしいな」


　自分の判断を嘲ちよう笑しようする。


　多少疾走が鈍にぶろうとも、一度決めた目的を遂とげるまで走りきる。それがおれのおれたる所以ゆえんではないのか。愚者の一撃とはそういうものではないのか。


　しかしおれは足を止めた。


　なぜ？


　確実な勝利のためか？


　なんとも賢しい話ではないか。このおれが、勝利をもぎ取るために計算をしたというのか？


　しかし、剄けいが奔りきらないのもまた事実だ。


　己の賢しさを嘲あざ笑わらいながら、しかしもはや首を捻ひねる程度の問題ではないと認にん識しきする。


　誰の仕し業わざか。狼面衆か？


　そのために、火神は警戒しているのか？


　しかしそれなら、狼面衆の方がもっと果か敢かんに攻めてくるのではないか？　奴やつらはおれとは別の意味で、自らの死に恐きよう怖ふを抱いだかないはずだが。


　おれの勘かんは違うと囁ささやいている。策がある。それは確かだ。だが策があるためだけで包囲陣を敷しくにとどまっているわけではないはずだ。


　火神の謎なぞがそこには存在するはずだ。


　それを探れば、向こうの意図も読めるかもしれない。


　いや……


　そんな暇ひまがどこにある？


　そして、そんなことをするのがおれか？


　いいや、違う。


　ならば動くだけだ。


　剄けい脈みやくを急せき立て、おれは再び動く。やはり、剄けいは奔りきらない。いつもの、意識を焼くほどの速度は実現しない。苛いら立だちに身を焦がされそうになりながら、おれは包囲陣の残りに向かって走る。疾は走しる。その速度はやはり苛立ちしか呼ばない。雷光がおれを包む。愚者の一撃を生むには充じゆう分ぶんな速度。だが、愚者の一撃に『充分』という言葉ほど相応ふさわしくないものがあるだろうか。どこまでもどこまでも、ただ破壊することだけを求めて放たれるその一撃に『充分』というものは必要ない。その威い力りよくは常に以前のものよりも鮮せん烈れつで苛か烈れつで激げき烈れつでなければならない。満足という言葉を知ったとき、そこにあるのは停てい滞たいしかないのだから。


　だからこそ、苛立つ。もっと速く、もっと強くと心は念じる。


　だが、速度は上がらず、剄けいは奔らない。


　不可解と苛立ちと汚染物質に包まれ、おれは走り、狼面衆を薙ぎ払う。抵てい抗こうは藻も屑くずと散り、その姿は砂風に飲み込まれていく。


　脆もろすぎるか？　やはり罠わなか？


　あまりの手て応ごたえのなさに警戒して、おれは汚染物質の痛みを振ふり切るために火神の側そばに戻る。


　息苦しさは消えない。炎ほのおの側にいるのだ。それは仕方がない。


　あるいは、この息苦しさが原因か？　剄脈を動かすには呼吸が必要だ。呼吸が困難であれば、剄けいをうまく奔らせることはできない。


　そのためか？


　それだけではないはずだ。火災の側で戦ったことがないわけではない。あのときよりも、いまの方がもっと剄脈の動きが鈍のろい。


　どういうことだ？


　背後の火神はやはり警戒を解かない。隠れたままの狼面衆たちが動く様子も見せない。囲んでいた連中はなにを意図していたのか。ただの時じ間かん稼かせぎか。


　なにかがあると見せかけるための？　そんなことをしてどうする？　向こうの考えが読めない。目的が火神であることはわかる。だが、その火神の詳しよう細さいがわからない。汚染物質が迂う闊かつな行動を許さない状じよう況きようで、やはりおれは、自分が賢しくなってしまったことを実感してしまっていた。考えたとしても、それがどうしたと嚙かみ破ることができない。汚染物質という状況だけがそうさせているわけではない。剄けいが奔りきらない不ふ審しんがそうさせているわけではない。


　経験がそうさせている。


　学園都市での最後の二年間が、おれにそうさせている。


　小隊長としての経験が、おれに慎しん重ちようさを刻みつけていた。


　それはなんと無様なことか。動けない愚者になんの意味がある。


　苛立ちが怒いかりへと変わるのに、時間は必要ない。


「おおおおおおおおおおおおおっ！」


　おれは吠ほえた。空を揺ゆるがし、炎を押しのける。汚染物質からおれを守る炎の衣ころもを剝はぎ取り、怒りのままに飛び出す。


　陰かげに隠れた気配へと走る。


　そこに罠があるか？　それとも包囲陣が破られたことで動けずにいるだけか？


　知ったことか。


　敵は潰つぶすのみだ。


　雷光を引きながら、剄けいの鈍さに足を取られながら、おれは突き進む。行く手を阻はばむものは廃はい墟きよであろうと破壊し、強ごう引いんに直線を描えがく。


　これこそが愚者の行いだ。


　だがそこに陶とう酔すいはない。快楽も愉ゆ悦えつもない。


　愚者が愚者たるが故ゆえに愚を行う。その事実を追いかけているにすぎない。そう考える自分の乾かん燥そうした心を燃やすものがない。


「くそっ」


　吐はき捨てる。しかしそれは追いかけてくる。どこかになにかが引っかかってうまく捨てられない。もどかしさは、その正体を見み極きわめるまで捨てられないからこそもどかしさだ。剄けいの奔りが悪いためにこんなことを考えるのか？　なぜ剄けいの奔りが悪いのか？　あるいはそんなこととは関係ない場所にこの正体はあるのか？


　どうしてこうなる？　学園都市にいる間も狼ろう面めん衆とはなんどか戦った。しかしそのときには、こんなもどかしさを味わうことはなかった。


　ならばやはり、剄けいの奔りが原因か？


「知るか！」


　叫さけぶ。捨てるために叫ぶ。迷いは必要ない。もどかしさも必要ない。おれに疾しつ走そうをくれ、雷光への没ぼつ入にゆうをよこせ、紫し電でんの彼方かなたへ意識を向かわせろ。


　剄けいを奔らせろ。


　剄けい脈みやくを鼓こ動どうさせろ。


　突つき抜ぬけろ。


　おれは駆かける。隠れ続ける狼面衆に向かって、行く手を遮さえぎる建物を破壊して猛もう進しんする。


　それこそが、おれだ。


　建物を砕くだき、残ざん骸がいを粉ふん砕さいし、おれはその向こうへと到とう達たつする。


　そこには狼面衆たちがいる。個人の区別など付けようもない同じ格好をした連中に、おれは間を置かずに鉄てつ鞭べんを振り落とす。


　破は砕さいする。粉砕する。


　粉こな微み塵じんにする。剄けいの奔りが悪くともこれぐらいはできる。


　鉄てつ鞭べん越ごしの手応えに満足はなく、おれは苦々しさを嚙みしめながら足を止める。汚お染せん物質の激痛が肌はだを突き抜ける。それでもかまわず、おれはその場に立ち、状況を確認する。


　さあ、なにを用意している？


「お前はことごとく不利な場所にいる」


　ザンディアスの声が降ってくる。


　頭上。見上げるよりも早く、それがおれの体に触ふれる。なにもないのに頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきに膝ひざをつく。鉄てつ鞭べんを落とすことだけは寸前でこらえたが、体がいうことを聞かない。


　剄けいを別の性質のものに変化させる技わざ、化か練れん剄けいを使う者がいたか。


　ザンディアスだけではない。ここには何人かの根がいたということか。


　膝をついたおれに、なにかが絡からみつく。縄なわか、鎖くさりか。おれの動きは完全に止められた。


「火神の下にいれば剄けいを食われる。離はなれれば汚染物質で呼吸ができぬ。大人しく生きた都市の上でだけ気張っていればいいものを、な」


「なんだと……？」


　火神が剄けいを食う？


「武芸者の持つ剄脈とは、この世界の外側に存在する混こん沌とんの因子を剄けいへと変へん換かんさせる器官だ。それは武芸者のオリジナルが混沌の中で戦うことを前提としていたために生まれた。そして火神もまた、その混沌を炎に変える。剄脈よりもはるかに効率的に、そして暴走的に。火神のオリジナルと武芸者のオリジナルは、同じ用よう途とでありながら別の方向性から誕生した、血の通わぬ兄弟のようなもの」


「兄弟？」


　それに混沌？


「そうだ。月より降り注ぐ憎ぞう悪おを浴びて人を害する混沌の因子、オーロラ粒りゆう子し、それこそ我らが力とするもの」


「火神も？」


「そうだ。火神のオリジナルはナノセルロイドという。いまもまだ月にて主人を救い出そうと暴走しながら戦っているはずだ。火神はそのデータと暴走したナノセルロイドの残骸、そして武芸者を掛かけ合わせた狼面衆による新しい兵器だ」


　ザンディアスが語る。こいつの傲ごう慢まんが語らずにはいられなくさせている。それは愚ぐ者しやの証明。しかし、不意を打たれることを恐おそれてか、姿は見せない。


「この世界には存在しない知識を持つ者が狼面衆にはいる。戦う能力はないが、その知識は有効だ」


　こちらが疑問を口にするよりも早く、ザンディアスは語る。勝者の愉悦を味わいたいがために語る。奪うばう者。かつてザンディアスは自らをそう語った。死者の妄もう念ねんが、こうでありたかったと自らの生を顧かえりみて願った四つの形の一つとして、マスケイン一族の四人はいた。おれが怒る者であるとザンディアスは語った。


　あのときと同じように語っている。


　勝者の愉悦とは効率的に勝つことでは得られない。相手を徹てつ底てい的に蹂じゆう躙りんし、嬲なぶり、嘲ちよう笑しようしなければ得られない。敗北の寸前に徹底的な差を見せつけなければ得られない。


　絶望した顔を踏ふみつぶす瞬しゆん間かんにこそ、自らの生の意味がある。


　ザンディアスはそう考えている。


「そして、おれたちを生み出したものもまた、このオーロラ粒子だ。死者の妄念とはこれだ」


　クソ兄貴の新たな言葉。


　オーロラ粒子。そうだ、なんどか聞いた。ザンディアスからも以前、そしてニルフィリアからも。混沌の因子。言っている意味が理解できているとは思えない。だが、それが存在するからこそ、あらゆることが起こっているのだということはわかる。武芸者が武芸者たることも、レアンが火神となったことも、おれを取り巻く状況、そしておれ自身……


　おれは考える。おれたちを生み出した死者の妄念。そいつが死者となる前はどんな人間だったのだろうかと。


　人の内面に存在する、倫りん理り観によって蓋ふたをされ、押し込められた破は壊かい的衝しよう動どう。本来は動物に生を持続させるための防衛措そ置ちとして存在するはずでありながら、知識と世界を広げすぎたが故に変質してしまった、快楽。この二つが折り重なり、混ざり合った末に生まれた粘ねん着ちやく質の液体は、個人の身の安全を図はかる暗あん黙もく的な共通意識である倫理観によって外へとこぼれでないようにされている。


　だが、多くの人間は蓋に遊びがある。鍋なべが熱せられて吹ふきこぼれるように、持てあまして暴発する前に己おのれの黒い欲望をほんの少し充じゆう足そくさせる。


　おれたちを生んだ死者は、それができていたのだろうか？　できていてなお、おれたちを生み出すほどになにかを抱かかえていたのか。


　死者となって壊こわれた蓋から溢あふれたものと、混沌の因子が絡んだ末におれたちが生まれた。


　そういうことか。


　そういうことだ。


　人間として、集団で生きる生物として唾だ棄きすべきものから生まれてきた。それがおれであり、マスケインの一族だ。


　だからおれがクズであるのは仕方がないことであり、そしてザンディアスがどうしようもなく愚ぐ劣れつであることもまた、変えようがないことということだ。


　故に、奪う者は奪いきれず、その強欲に自らの身を焦こがすのだ。じいさんを、親おや父じを喰くったと言っていた。奪うために。だがそれがザンディアスの中でなにかの実となったとはとても思えない。おそらく、それらは一つとなることがないのだ。強欲とは、御ぎよす存在があってこそ、正しく利用できる。


　奪う者は、ただ奪うことしか考えない。奪ったものを利用することを考えきれない。


　ああ、ザンディアス。マスケイン一族らしい愚劣な生き方しかできない男。


　憐れん憫びんの感情はほんのわずか。


　おれは、背後のそれを感じた。


　おれが動いたことでザンディアスの用意した罠わなは発動した。おそらくは生け捕どるつもりだったもの。予期せぬおれの乱入で用意したものを使い潰してしまった。それでもザンディアスは憎にくい弟から命と屈くつ辱じよくを奪い取るために使用した。


　使った。使い切ってしまった。


　本来の目的である火神を放置してまで。


　背後から感じたのは熱だ。


　汚染物質による激痛を貫つらぬくほどの熱。


　火神の炎ほのおだ。


「なっ」


　ザンディアスの驚おどろきの声が聞こえ、おれは息を吸い込む。肺に流れ込む汚染物質がおれを内側から焼く。だが、構うことなく呼吸をする。汚染物質に剄脈を鼓動させる因子が存在するというのなら、たとえ火神が側そばにいようとも、この激痛が存在する限り剄けいは奔はしる。


　激痛の底に、予想通りの手て応ごたえはあった。


　剄脈が全身を破は裂れつさせそうなほどに揺ゆらす。汚染物質で焼かれた体が悲鳴を上げる。おれを縛しばり付けていたものを引き裂さき、立ち上がる。


　鉄てつ鞭べんに宿る圧力を腕うでに感じながら、おれは跳とんだ。


　火神の炎は先ほどよりも大きく広がっていた。おれがいた周辺も瞬またたく間に紅ぐ蓮れんに染まる。おれが気付かなかった狼面衆たちが熱に追われて現われ、そして焼かれていく様を、上じよう昇しようしながら見ることになる。


　それは凄すさまじい光景だったが、そればかりを見ているわけにもいかない。激痛に持っていかれそうになる意識を保つため、おれは目標を見み据すえる。


　降りかかる声から、位置はもうわかっていた。


　ザンディアスの前に、おれは降り立った。


「貴様……」


　驚きの顔がおれを見つめている。ザンディアスが仮面を脱ぬぎ捨て、おれを見ていた。


「おれの愚おろかさを侮あなどったな」


「……前に進むしか考えない貴様を、侮るか。違ちがう、お前は」


「ご託たくをこれ以上言わせるか」


　鉄てつ鞭べんを振ふり下ろす。雷らい光こうが弾はじける。奔ほん放ぽうなる剄けいが周囲に満ち、破壊の余波を呼ぶ。ザンディアスの剣けんが鉄てつ鞭べんを受け止め、そして砕ける。雷らい槌ついはザンディアスの肩かたを砕き、そして肉を蒸発させる。


「貴様は、己の身を囮おとりとして使った。それは、貴様が……」


「ご託はもう良い、そう言ったぞ」


　肉を蒸発させながら、どこからか現われた仮面が宙に浮うく。


　それが、お前の本体か。


　肉の身を捨て、仮面という形に己を封ふうじているのか。


「逃にがすかよ」


　空いた手で仮面を摑つかむ。ザンディアスの体が引きちぎれ、吹き飛んでいく。それを背におれは仮面を見下ろす。


　摑んだ瞬間に、理解した。


　この中にマスケイン一族がいる。ザンディアスだけではない。兄貴が喰ったと言ったじいさんや親父もこの中にいる。


　マスケイン一族がおれの手に入ったということか。


「ならばこれから、お前たちはおれの力だ」


　お前たちの強ごう欲よくをねじ伏ふせ、喰らい尽つくし、おれのものとする。


「そしてなにを得る？」


　仮面が問う。


　その声はザンディアスではない。じいさんか？


「決まっている、復ふく讐しゆうだ」


「復讐でなにが手に入る？　都市が蘇よみがえるか？　かつて征せい服ふくした者どもが戻もどってくるのか？　なにを求めて復讐する？」


「復讐の意味を問うか？　じいさん？　復讐を手段だと思っているのか？　老いたか？　そんなところで腐くされているだけなら、そういうことかもしれんがな」


「…………」


「復讐は手段じゃない。目的でもない。おれがおれであるための行こう為いだ」


「我ら一族は、ヴェルゼンハイムの消しよう滅めつのとき、あのオーロラ粒子発生器を失った時点で死者の妄念から切り離された。狼ろう面めん衆に利用されなければ、そのまま消えていただろう。だが、狼面衆からも切り離され、そしてザンディアスに根源を奪われながら、どうしてお前はなお存在していられた？」


「……根源がなくなろうと、おれが刻んだものはある。おれの死を許さない存在がいる」


　以前に、ザンディアスは言った。ヴェルゼンハイムにおいて、都市民にとって、お前こそがマスケインの一族だった、と。


　メイリンだけではない。都市民の憎悪はおれに集中していたということだ。


「おれが怒いかりを失おうと、おれの怒りが刻んだものが、おれの消滅を許しはしない。簡単な死を選ばせはしない」


　わかる。メイリンの憎悪を核かくとして、ヴェルゼンハイム都市民の憎しみがおれに注がれている。これが不死の理由であるかどうかはいまもわからない。だが、これがおれという形を保たせようとしていることは疑いようもない。


「消える消えないは関係ない。どうであろうと、おれは復讐する。なぜならそれがおれだからだ。そのために使えるなら、お前たちだって使う。喰らい尽くす」


　仮面を摑んだ手に力を込こめる。


　征服の意志を込める。


　仮面に凝ぎよう縮しゆくされた、じいさんであり、親父であり、ザンディアスであるものがおれの剄けいに蹂躙されていくのを感じる。抵てい抗こうはほとんどなかった。無む駄だと感じたか、すでに諦あきらめているのか、抵抗するほどの力はもうなかったのか。


　仮面が形を変える。それは狼面衆のものの形を残しながら、おれの知るものへと変わっていく。そうだ。あの仮面だ。最初におれを支配し、そしてそこから脱だつし、そしてヴェルゼンハイムとともに作り上げた仮面。


　復讐の獣けものの面だ。


　おれはそれを取り返したのか？　いいや、ヴェルゼンハイムはいまだ……ならばこの仮面はおれの新たな復讐の面ということだ。


　最後に、じいさんの声が聞こえた。


「ヴェルゼンハイムを失い、そしてオーロラ粒りゆう子し発生器を失い、我らは死者の妄もう念ねんから切り離はなされた。狼面衆に利用されねば、我らは消えるしかなかった。消えぬお前には、消える我らの生への強欲はわかるまい」


「…………」


「喰らうに喰らえなかった我らの悔くやしさがわかるまい」


「…………」


「汚けがれものとして存在する気持ちすらも理解できぬか？　汚れものでしかいられぬ我らの狂くるおしさを理解できぬか？」


「いまさら泣き言か？」


　聞くに堪たえない。おれは仮面に向けてさらに剄けいを注ぎ込んだ。中から、混ざり合った三つの苦く悶もんが聞こえてきた。


「いまさら善人になりたかったとでも言いたいのか？　なりたかったのならなれば良かっただろう？　なれなかったんじゃない。ならなかったんだ、お前らは。己の性さがに踊おどらされるだけの愚か者だったということだろう」


　仮面にさらに剄けいを込める。力とするためにこの仮面はある。迷いを生むためにあるわけではない。悔かい恨こんのためにあるわけではない。


　あるはずもない、戻れるはずもない、やり直せるはずもない背後を見るためではない。


　仮面からの苦悶の声が激しくなる。それは剄けいの熱、おれの怒りの熱に焼かれている証あかしだ。


「愚ぐ者しやになりきれないというのなら、貴様らの力だけ寄こせ」


　指先から仮面に剄けいを注ぎ続ける。もはや、汚お染せん物質の激痛は意識の埒らち外がいにあった。そういえば痛いなと心の片かた隅すみが思うが、それは一いつ瞬しゆんの後に怒りで消えていく。


　そうだ。怒りだ。


　久方ぶりとさえ感じるほどだ。これほどに、我が身を燃やしても構わないと思える怒りはいつ以来だろう。


　じいさんたちのみっともない言葉を聞いたからか。計算高い親父の考えた命を乞こう偽いつわりの言葉だったのか。しかしどちらにしろ、おれの怒りに火が点ついた。


　あるいは、ザンディアスに奪うばわれたものが返ってきたのか。あれは火神の中にあると思っていたが、これだけはザンディアスのところに行っていたのか。


　壊こわれかけたおれを憎ぞう悪おの手が押しとどめた。その殻からに、おれ自らが新たな中身を入れた。そこにまた、昔のおれが戻ってくる。


　そうなれば、どうなるのか？


　わかるものか。


　どうでもいい。


　怒りを感じているのだ。


　この怒りを火に変えて、あらゆるものを燃やすのだ。復讐を果たすまで燃やし続けるのだ。


「果たせば、どうなるか」


　苦悶の中から叫さけんだのは誰だれか、じいさんか、親おや父じか、ザンディアスか。あるいは三者が混ざり合った新たななにかか？


「復讐を果たした後、それでどうするのか？」


「愚者が未来を考えるか」


　問いを切り捨てる。いくつもの問いをこうしてきた。


　これからもこうする。


　そうだ、それだけだ。


　最後に仮面が火を噴ふいた。剄けいの熱にやられ、おれが生み出す意志の炎ほのおに焼かれ、青い火を灯ともす。燃え盛る仮面は炭化することなく溶とけるように、粒子と化すように鱗りん粉ぷんのようなものを飛ばして消えていく。


　苦悶の声は仮面とともに小さくなっていく。


　そして消えた。


　喰った。これはそういうことだ。マスケインの一族としての因子、死者の妄念、あるいはその残ざん骸がいはおれの中に入った。もはやそこにあった分割された妄念そのものにはなんの意味もなかったかもしれない。


　だが、じいさんや親父、ザンディアスたちが培つちかってきた武芸者の能力はおれのものとなる。


　それだけでいい。他は汚お物ぶつとともに垂れ流してしまえばいい。


　一族に対する感かん慨がいはおどろくほどに早く胸の中から消えていく。指先に残った仮面の感かん触しよく、体内に宿る力の感触を確かめながら、おれは振り返る。


　汚染物質の痛みが消えている。


　背後に、火神がいた。


　炎は彼女の周りで燃えている。目を細めると、炎に吸い寄せられるように粒子のようなものが無数に動いているのが見えた。


　それは、色の安定しない、七色に変化する不可思議な粒子だ。


「さて、レアン」


　自分でも驚おどろくほど、おれは火神のことを素す直なおに『レアン』と呼んだ。そう呼ぶことに抵抗があったからこそ、火神と思い続けていたというのに。


　自分の中のなにかが変わったか。


「ヴェルゼンハイムを返してもらおうか。そいつは必要だ」


「…………」


　レアンは答えない。以前の彼女とはまるで違ちがう顔には、おれを見る哀かなしげな目があった。


　沈ちん黙もくを守る理由はなんだ？


　喋しやべれないのか？


「…………いまは渡わたせません」


「なんだ、喋れたのか」


　声こわ色いろは、以前の物とまったく同じだった。それは安あん堵どとともに新たな違い和わ感を呼ぶ。声という情報が記き憶おくから想起させる姿が存在しない。そしてその声の持ち主が以前とは違う。わかってはいても、慣れの部分がそのことを受け付けない。そんな『ずれ』がおれの中で起こっていた。おれはその『ずれ』に軽く顔をしかめつつ、しかしそれを受け入れようと努力もした。どれだけ望んでも、その声がおれの知る姿に戻ることはない。その姿は怪かい人じんに喰われ、そしてその怪人はおれが潰つぶした。その末にこの火神の姿があるのだ。


「常に、というわけではないのですけど。いまは危険が去りましたから。それよりも場所を変えましょう。ここでは汚染物質を完全に除去できません」


「便利な能力だよ」


　言いつつ、レアンの後に付いていく。もはやここはおれの知っているヴェルゼンハイムではなく、ただの廃はい都とだ。そしてこんな状じよう況きようで、密閉が可能な空間がどこに残っているかを知っているのは、もちろんレアンの方だろう。


　連れてこられたのはシェルターの一つだった。隔かく壁へきのいくつかが下ろされている。密閉空間を作り出すためにレアンがそうしたのか、所々にむりやり引き下ろしたかのような跡あとがあった。


「もうわかっていると思いますけど、ここに来たのは先せん輩ぱいの中にいた電子精せい霊れいの導きです」


「導きなんて上等なもんじゃないだろう」


　おれの言葉に吹ふき出す。


「そうですね、きっと他ほかに行き場がなかったからだと思います」


「しかし、隠かくれるなら他に行くところがあったんじゃないのか？」


　学園都市にしろ、レアンの生まれ故郷にしろ、いいや、他の『生きている』都市なら、どこでも良かったのではないか。


　なぜあえて、こんな廃都に逃にげ込んだのか。


「他だと、迷めい惑わくがかかりますから」


　狼ろう面めん衆たちのことを言っているのか。


「しかし、あいつらの制せい御ぎよを抜ぬけたっていうのに、どうして……」


　戻もどってこなかったのか？　そう問おうとして、おれは言葉がうまく出せなかった。なにかを察したわけではない。戻ることを期待していた、あるいはそれを恨うらみがましく思っているかのような言い方に嫌けん悪おのようなものを感じた。


　レアンが苦く笑しようしたように見えた。


「レアン・バールっていう人はもういません。ここにいるのは火神。狼面衆に、世界の向こう側にいる悪意ある人たちに作られて、送り込まれた兵器です。そんなものを、あの、居い心ごこ地ちのよかった空間には持ち込みたくなくて」


「なるほどな」


　その感傷に共感しそうになった。いや、共感したのだ。


　あの場所は居心地がよすぎた。おれとの相あい性しようは最悪だったが、いや、それゆえに居心地がよすぎたと言えるのだろう。


　あの場所はおれの怒いかりを燃やさせない。ザンディアスの一件がなければ、ニルフィリアによって狼面衆たちとの戦いに送り込まれていなければ、おれは、あるいはもしかしたら、復ふく讐しゆうのことなど忘れていたかもしれない。


　そんな、ありえない未来を想像したのは、刹せつ那なにも満たない時間だろう。まじめに制服を着、誰かと談笑しながら歩く自分の姿を脳のう裏りからかき消し、レアンを見る。


　レアンの体は薄うすく光っている。その光だけが、このシェルターから闇やみを遠ざけている。


「それに、制御を抜けたように思われてるみたいですけど、完全ではないんです」


「なに？」


「安全装置のようなものが向こう側にあります。いまのところは僕に利用価値があると思って使われてませんが、その影えい響きようを受けないようにするためにも、逃げ続けないと」


「だから、渡せないのか？」


　逃げるためには力がいる。そのためにヴェルゼンハイムは必要というわけか。


「そんなんじゃありません」


　レアンが首を振ふる。おれは混乱した。


「なら……？」


「電子精霊はいまでも生きてます。僕の中で、僕の……火神としての力を取り込もうとしています」


　ヴェルゼンハイムが生きている。


「そうか」


　その言葉は復讐の同志が戦いを止やめていなかったことを教えた。


　それは喜ぶべきことなのかどうか、レアンの表情は決して明るくはない。


「いま、僕からヴェルゼンハイムを引き抜けば、火神の力は不完全な状態で、狼面衆の持つ安全装置にも抵てい抗こうできなくなります。だから……」


「刻ときを待て、か」


　おれの言葉に、レアンは黙だまって頷うなずいた。


　待て、か。


　おれに、これ以上『待て』というのか。学園都市から解き放たれ、もはや駆かけるだけとなったこの身に、『待て』というのか。


　それは体を重く感じさせる。


　走れない苛いら立だたしさをさらに何年積み重ねろというのか。


　走れるならば先など見えなくても構わない。だが、先が見えない走れないでは、おれは絶望するしかない。


「いつまで、だ？」


「それは……」


　戸と惑まどうレアンの表情に、さらに絶望が深くなる。


　ヴェルゼンハイムは諦あきらめる。その選せん択たく肢しを選ぶべきだろう。


　いや……


　もう一つ、ある。


　あるが、おれはその選択肢を見ないようにした。見ないようにしたという事実に気付き、愕がく然ぜんとする。


　レアンは微かすかな笑えみを浮うかべていた。嘲あざけっているのではない。いままでのおれの人生で注がれた笑みの中では、非常に少ない種の物を浮かべている。


「先輩、変わりましたよね。ううん、前よりもっと、はっきりとしたのかな？」


「なんだ？」


「優やさしくなりました」


「……勘かん弁べんしてくれ」


「本当ですよ。さっきの戦いだって、自分から囮おとりになって、僕が動くのを信じてくれていましたよね？」


「使える駒こまを利用しただけだ。使えなければ自分で嚙かみ砕くだいていた」


「ふふ」


　微かにこぼれた笑みに、おれは不ふ機き嫌げんになった。


「小隊、できたんですか？」


「ああ、第十七小隊だ」


「コルス、がんばってましたか？」


「そこそこには使えるようになった。あいつが次の隊長だ」


「彼が？　あははははは」


　レアンが笑う気持ちもわかる。当初のコルスは気持ちばかりが空回りするほど実力がなかった。


「あれでも、泣き言は一度も言わなかった」


「うん、そうでしょうね」


「泣かせるつもりだったんだがな」


「あははは、そうなったら彼はもう、意地でも泣かないと思いますよ」


「その通りだった」


　レアンに請こわれ、おれはその後の学園生活を語った。小隊を設立し、訓練の日々、挫ざ折せつした者を放置するおれに、コルスはなんとか全員を脱だつ落らくさせまいと努力し、おれに意見することさえも最後には恐おそれなくなった。


　小隊対たい抗こう戦では序じよ盤ばんはおれ一人で駆け抜け、後半はあいつらだけでやらせてみた。危なげではあったが、負けることはなかった。


　二年目、最後の年では、危なげな場面がさらに少なくなる。


　そして武芸大会。第十七小隊は大いに戦果をあげた。


「よかった」


　話を聞き、レアンが笑顔を浮かべる。


「先輩、ちゃんと小隊で活かつ躍やくできたんですね」


「活躍、な」


　あれを活躍と呼ぶのか。いや、結果としては大活躍と言っても問題はない。


　だがおれは、そこでなに一つとして満足を得てはいない。おれを救い、そしてニルフィリアの代わりに足を与あたえてくれた電子精霊に対して、借りを返したという気分こそあったが、それ以上のものはない。


「それは噓うそですよ」


　レアンがおれを見て言う。


「先輩は、いろんなものを手に入れたと思いますよ。たとえば、チームワークとか」


「はっ」


　それを手に入れたからどうだというのか、たとえ手に入れたとしても、それはもう失われてしまった。卒業という学園都市に存在するシステムがおれからそれを奪うばい取った。


「でも、だからこそあのとき、僕を信じてくれてたんじゃないですか？」


「…………」


「僕ならこう動くって信じてくれたんじゃないですか？」


　レアンがなにを言っているのかわからない。だがそれを鼻で笑うこともできなかった。


「先輩の小隊に入れなかったのは残念ですけど、僕は先輩に信じられていた。先輩の中に僕がいた。それは嬉うれしいですよ」


「…………ふん」


「先輩は、変わったんですよ」


　変わった？


　なにが変わったというのか？


「変わろうが変わるまいが、やることは変わらない」


　ならば、変化することに意味はあるのか？　やるべきことが決まっているのならば、それだけがおれをおれたらしめるというのだとわかっているというのに、変化することになんの意味があるのか？


「でも、先せん輩ぱいが変わってくれたから、僕にもできることがあります」


「ん？」


「先輩と一いつ緒しよに戦えます」


　レアンがなにを言っているのか、おれにはわからなかった。


「待っていただけたら、ヴェルゼンハイムが火神の力を全すべて取り込みます。そのときには、僕も彼と一緒に先輩の力になれます」


「…………」


「感じるんです。火神の力がヴェルゼンハイムに取り込まれている感覚と一緒に、僕も少しずつ彼の中に溶とけていくのが」


　胸を押さえ、浸ひたるように呟つぶやく。


「一つになって、先輩の力になって、こんどこそ、先輩と一緒に戦いたいです」


　想おもいに浸り、レアンは言葉を紡つむいでいく。


　ああ。


　おれの目がレアンをひどく遠くに見ている。この感覚はなんだ？　彼女はなにを言っている？


　いや、わかっている。わかっている。


　おれの記き憶おくは一つの映像を掘ほり起こしている。つい最近の記憶、学園都市での記憶。


　練武館。コルスたちの涙なみだ。そしてそれだけではなく、武芸大会の前後に生まれていた隊の空気をおれは感じている。


　おれにまとわりついていた空気、あれは隊員たちからの気配だ。思念といっても良い。殺気とは違ちがう。


　あれが信しん頼らいと呼ばれるものだったのだとしたら、いま、レアンからおれに注がれているものもそうだ。
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　信頼で、レアンはおれに、命を捧ささげようというのか？


「火神に喰くわれれば、お前は死ぬんじゃないのか？」


「肉体的にはそうですけど、でも、心は死にません。電子精せい霊れいと一緒になって、ずっと先輩の側そばにいます」


　レアンの瞳ひとみがおれを見る。


　おれを取り巻く信頼感が紙に垂らされた水すい滴てきのように染しみこんでくる。その感かん触しよくをおれは受け入れられない。体がはっきりと拒きよ否ひしている。


　それはだめだと言わなければならない。


　だが、言えない。


　言ってどうなる。レアンの中にある火神がヴェルゼンハイムに喰われているのは事実だ。おれにそれを止めることができるのか？


　そして、ヴェルゼンハイムが火神の能力を、汚お染せん物質の根本であるオーロラ粒りゆう子しとやらを力と変える能力があるというのなら、そしてそれが、おれの目指す場所、おれが取り戻もどすべきもののある場所に満ちているというのなら、絶対に必要なものだ。


　どうあっても、その力は手に入れなければならない。


　ならばレアンには死んでもらわなければならない。


　昔のおれならば、それを冷静に受け止めることができたか？　思い出せない。できたのか、できないのか、はっきりとしない。メイリンを失ったときの狂きよう乱らん、シャーリーを失ったときの虚きよ脱だつ、レアンを殺したときの虚きよ無む。


　それらの事例を当てはめれば、おれの精神は昔から女がいなくなることを受け入れられていない。自分の所有物が失われることに我が慢まんがならない。


　だが、シャーリーが去ることを止めはしなかった。


　レアンを殺すことに躊ちゆう躇ちよはなかった。


　おれから逃にげようとしたメイリンを破は壊かいすることを厭いとうことはなかった。


　ならばレアンが死のうとも、その後に懊おう悩のうが待っていたとしても、おれはそれを止めることはないのではないか。


　それが、おれであるということか。


　なら……


「そうか」


「待ってくれますか？」


「ああ、待つさ。それが確実だというのなら」


「ありがとうございます！」


　レアンが嬉しそうに笑う。おれはそんな彼女に手を伸のばし、自分の側に引き寄せる。


「先輩」


　甘い声。おれはそれを聞きながら引き寄せた彼女の体を全身で感じ、指に髪かみを絡からませる。


「頼たよりにしている」


「はい」


　耳元で聞こえるレアンの声。


　おれはそれを聞き、そして彼女の後頭部に剄けいを流した。


　鋭するどい息が耳を突つく。緩ゆるやかに力を失っていくレアンを抱だきしめ、おれは呟いた。


「だが、これはおれの戦いだ」


　おれがおれであるための復ふく讐しゆうだ。


　ヴェルゼンハイムを伴ともなうのは、それがこいつの復讐でもあり、そして必要な力だからだ。火神も同様だ。必要ならば、おれはなんでも使おう。


　だがレアン。


「おまえは、必要じゃない」


　お前が戦う必要はない。たとえその生が狼ろう面めん衆に歪ゆがめられたものであったとしても、お前が戦う必要はない。おれに復讐を仮か託たくするというのならば、お前は必要ではない。


　おれが行うのはおれの戦いだ。


　ヴェルゼンハイムが行うのはヴェルゼンハイムの戦いだ。


　そして……


「学園都市でのおれに関する記憶は、全ておれが強ごう奪だつする」


　それがおれの強ごう欲よくと、もう決めて、そして動いたのだ。


「どうしても戦いたければ、その記憶だけで来い」


　気を失ったレアンをおれは抱き上げる。


　このまま廃はい都とに置いておくのが良いか、それとも……


　そのとき、おれはなにかを感じた。


「ヴェルゼンハイム？」


　レアン、いやもう火神だ。その肌はだ越ごしに、なにかがおれに伝わった。言葉にはならぬ意思のようなものだ。


　その意思を正確にくみ取れたかどうかはわからない。


　しかしそこに共感のようなものはあったかもしれない。


「同じ考えか」


　問いではない。それは独り言のようなものだ。ヴェルゼンハイムの意思を正しく受け止めたかどうかもわからない。


　やることは決めた。


　それでどうなるか、うまく転がるのか転がらないのかわからない。


「……必要なものだけを取れよ」


　おれはそう呟くと、気持ちを静め、力を使った。


　電子精霊ツェルニから与えられた都市を渡わたる能力を使う。望む場所を思い浮うかべる。静かな場所が良い。なるべく人に関かかわらないでいられる場所の方が良いかもしれない。食べるのに困らなければいい。無事に生きていられる場所が良い。


　そんな都合の良い考えを浮かべる。


　脳のう裏りに浮かぶ光景は闇やみの中を走る光だ。それは縁えんと呼ばれる、電子精霊による相そう互ご通信能力を実現する空間。強欲都市へと来るのには使えなかった。それがいま使えるということはヴェルゼンハイムがなんらかの形で力を貸しているからだろう。


　人の目に触ふれぬ場所に存在する情報網もうの中から理想に合がつ致ちする都市を探し出す。あるわけがないという諦あきらめがどこかにあった。だがその空間は、おれが望むものを見つけ出し、道を造り出す。


　現実の世界を見ないまま、おれは一歩を踏ふむ。その足が下りた先は現実のヴェルゼンハイムの朽くちかけたシェルターではなく、不確かな感触。闇を走る光に足を乗せる。


　瞬しゆん間かん、おれの体は凄すさまじい勢いでどこかに運ばれていく。その速度は武芸者の速度を超こえ、あらゆる感覚を役立たずにする。どこにいるのかさえわからない。無数の情報がこの場に氾はん濫らんしている。それらを拾い上げる暇ひまはない。あるいはこの場にとどまり、それらの情報を採取することができれば、おれはこの世界の全てを知ることができるのかもしれない。いまだ知らぬことを、知る必要があることを知ることができるかもしれない。


　待つときがそこに存在するのであれば、それもまた良いかもしれない。これから、『待つ』という慣れぬことをしなければならないのだ。


　人のいる場所、一つの場所にとどまるのはもうたくさんだ。そういう思いがおれの中にある。人に関われば関わるほど、おれの中の強欲は陰かげりを見せている。そんな気がしてならない。ヴェルゼンハイムの愚おろか者がいなくなってしまうかもしれない。


　そんな恐きよう怖ふが胸の内にある。


　そしてその恐怖の象しよう徴ちようが、あるいはおれに抱かれ眠ねむっている火神なのかもしれない。


　世界がいきなり解放される。


　闇を走る光という世界が突とつ如じよとして消失し、おれは感覚を取り戻した。


　足場を失った落下の感覚は、枯かれ葉が何重にも積もった土に受け止められる。鼻び孔こうを満たしたのは粘ねん膜まくを焼く汚染物質の乾かん燥そうした刺し激げきではなく、体の内から洗われてしまうかのような濃のう密みつで新しん鮮せんな空気だった。


　思わず、肺いっぱいにそれを吸い込む。


　周囲は緑で覆おおわれていた。


　ここはどこか？　その答えはすでに脳内にある。森海都市エルパ。どこに向かうかが決まったときには、すでにその都市の情報がおれの頭の中に存在している。


「ここならどうにかなるか？」


　おれの問いに、ヴェルゼンハイムがまたもなんらかの意思を返してくる。否定をしているようには思えなかった。


　おれはその場に火神を寝ねかせる。


「そのときまで、だ」


　ヴェルゼンハイムの反応を確かめない。火神の眠る顔を振ふり返ることもなく、おれは再び電子精霊の情報世界に飛び込む。


　そのときが来るまで、おれはこの場で狼面衆を監かん視しし、戦い続けることに決めた。





　なに、時間の流れなどもはやおれには関係がない。




　第二章　──運命の狗いぬ──







　　　　†




　命に重さはない。


　その事実を、私は銃じゆう弾だんに貫つらぬかれる前から知っていた。


　私はお飾かざりの社長であり、創業一族の長男であったというだけの存在だ。実質的な経営は別の、才能ある者たちが行っている。私は自他共に認める暗あん愚ぐな人間であり、私の一族を頼る者がいたとしても、私自身を頼る者はいない。私ですら、私を頼れないのだから、それは必然というものだろう。


　暗愚であることは諦めを呼ぶ。人生という時間をなにかに注がせることを諦めさせる。しかし私はお飾りであるため行動を規制され、堕だ落らくを享きよう受じゆすることも許されない。飾りとしてせいぜい見み栄ばえ良く、品行は方正で、スキャンダルなどで企き業ぎようイメージを損そこなわないように、ただ椅い子すに座っておくことだけを強制されている。


　暗愚ということは退たい屈くつであるということだ。刺激を求めれば理性が利きかず、まさしく愚かな失敗をする。お飾りとして強制されなくとも、若いときのいくつかの失敗で、私はそれを身に染しみて理解している。


　私にあるのは退屈さだけだ。


　そしていま、私はその退屈さえも失おうとしている。
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　その感かん触しよくに、おれは目を覚ました。


　情報の海の中、おれは眠っていた。視覚情報としては見み渡わたすばかりの闇、そして走り抜ぬける光が線となって周囲を駆かけ抜けていく。


　その光一つ一つが、電子精せい霊れいが放つ情報だ。


　この海の中を漂ただようことで、おれは様々なことを知った。電子精霊たちがこの空間で情報をやり取りする意味、ただ都市間での汚お染せん獣じゆうの情報がやり取りされるだけではない。この世界の成り立ちを電子精霊たちは知っている。ヴェルゼンハイムを襲おそった運命の根源を彼らは知っている。


　電子精霊たちを統とう括かつする長おさの存在も知った。


　そいつはその事実をおれから巧こう妙みように隠かくそうとしているが、同時に狼面衆という疎うとましい存在を排はい除じよするためにおれを利用しようと、積極的に奴やつらの情報をおれに流し込んでくる。


　忌いま々いましい存在ではあるが、お互たがいの利益がそれで合致しているということでもある。


　学園都市の生活で取り戻もどした正常な時間感覚は再び失われた。かつてジャニスが言った『関係性がなければ時間の経過に意味はない』という言葉の意味が理解できた気がする。おれ以外の何者もいなければ、そしておれの肉体が老いることがないのであれば、時間の流れに意味はない。


　だが、関係性を取り戻そうとすれば時間の流れは否いや応おうなくおれを正常なものと合致させようとする。それが歴史というものだろう。なんどかおれは滅ほろびる前のヴェルゼンハイムへと行けるか試ためしてみたが、不可能だった。おれという存在はすでにヴェルゼンハイムとの関係性によって繫つながれ、そこから逃のがれられはしない。歴史は変えられない。あるいは変えられるとしてもそれはおれではない誰だれかの歴史であり、そして変わったとしても、いまのおれには影えい響きようを与あたえない。


　おれがおれとしてここにいる歴史を、おれが変えることはできない。自分で自分の足を持ち上げるような行こう為いということなのだろう、歴史を変えるということは。


　もはや言葉遊びの段階でしかないこれらのことを考えながら、おれは情報世界を漂い、狼ろう面めん衆と戦い続けていた。


　今度の目覚めはなんだ？


　電子精霊の長、シュナイバルの忌々しい感触はなかった。


　しかし、おれを目覚めさせたこの感触、突つき抜けた情報の光は狼面衆の存在を教えている。


　シュナイバルでなければ、誰がおれにこれを教えたのか？


　不可解な気分のまま脳内へと入ってきた情報を読み取る。


　狼面衆の所在を探さぐる。


　学園都市ツェルニとなっていた。





　暗い気分で、おれはその地に立った。


　学園都市ツェルニ。


　まさかいまさらこの地に立つことになるなどと思ってもみなかった。決別したつもりの学園都市に再び立つということが、ひどくみっともないこととしか思えない。しかし、だからといって狼面衆の情報を無視するわけにもいかない。なにより、この学園都市に、狼面衆は長い間、巣を構えていたのだ。ならば再び現われる可能性がなかったわけではない。


　いずれはこうなってしまっていたということなのだろう。


　おれは、学園都市の光景に目を向けた。


　都市のあらゆる場所から放たれる雰ふん囲い気きには新芽のような活気が宿っている。古き者を追いやり、新しい者を迎むかえ入れ続けるこの都市は、常になんらかの活気に満たされている。


　ゆえに、というべきか、この都市には古き者、大人が存在することで生まれる成熟という言葉からはほど遠い。そのせいか、都市全体を見たとき、どこか作り物めいた雰囲気も存在する。年輪によって培つちかわれるものが存在しないからだろう。通常の都市ではありえないような新しん陳ちん代謝が生み出した結果だ。


　だがそれは若者に必要な新しさということであり、そしてここが、おれの知る学園都市ではないということでもある。


　時間の流れはおれの知る光景を一いつ掃そうしている。校舎のそこかしこに断だん片ぺんで見られるぐらいのものだ。だがそこに懐なつかしさはなく、時間に取り残された汚よごれや垢あかとしか映らなかった。


　いまさら、狼面衆がこの都市でなにを画策するというのか。


　いつものように狼面衆お得意の空間のずれた場所でもない。そのことにも不可解さを覚えつつ都市を歩き回る。


　考えもなく歩き続けた末に辿たどり着いたのは校舎区にある林だった。ほどよい陽光が木々の隙すき間まを縫ぬって差し込み、心ここ地ちよい空気に満たされている。


　人目を避さけた結果として、ここに来てしまっていた。


「さて、どうしたもんかな？」


　気分を切り替かえ、呟つぶやく。向こうが動くよりも早く着いてしまったのか。しかしだとすれば誰がおれに狼面衆の動きを予見し、教えたのか？


　詮せん索さくすることに意味はない。情報通りに狼面衆がここで動くというのなら、おれはいつものことをするだけだ。


　現場に来ているというのに待たねばならないという、いつもとは違ちがう状じよう況きようが気がかりではあるが、しかし変化がなくては動きようもない。


　人ひと気けのない林の中はおれを落ち着かせる。情報世界に長く居すぎて人ひと混ごみが苦手になったかと苦く笑しようする。


　林の向こうから声が聞こえてきた。


「先せん輩ぱい！」


　女の声が稚ち魚ぎよのように跳はねる。視覚に集中すればここからでもその光景が見える。女の群れが一人を囲んでいた。


　短くした金きん髪ぱつが目に痛いほどに輝かがやいている。きれいな男かと一いつ瞬しゆん思ったが、そうではなく女だった。剣けん帯たいをしているところから、武芸者だ。


　そして体の動かし方から見て、それなりの実力者でもあるようだ。


「そうか」


　思い出して、おれはその群れから目を離はなし、林の向こうに見える建物を見た。


　あれは、練武館か。


　だいぶ様変わりしたその建物にやはりおれは懐かしさを感じない。それはあまりにも変わりすぎていた。


　おれは練武館に目を向け、耳で女たちの会話を聞く。学園都市の武芸者の中ではエリートに入る小隊員たちを、まるで役者や歌手のように追いかける者たちだけは今も昔も存在する。そんな存在に、金髪の女は困こん惑わくしているようだった。同性に好かれているからではなく、単純に性格が堅かたいからのようだ。


　人や建物が変わってもそんな光景がなくなったりはしない。自分が知っている感触のようなものが懐かしさとなったのか、いつの間にか視線を戻して彼女らを眺ながめる。


　ふと、気になった。


　金髪のあの女武芸者からなにかを感じる。


　それがなにか、すぐに答えは出なかった。狼面衆に感じるものではない。なんだろうか。それをうまく言葉で言い表すことができない。あえて無理に表現したとすれば、『そこにいることがおかしい』だろうか。
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　後こう輩はいたちが去り、女が渡わたされたプレゼントを抱かかえて歩き出そうとして、止まった。


　こちらに気付いた。


　おれは気配を消す。このタイミングで接触するのは得策ではない。そもそもどうして接触しなくてはいけないのかがわかっていない。足音を殺して距きよ離りを取る。女は気のせいと思ったか、そのまま歩き去っていく。


　だが、離れはしない。


　あの女に感じるおかしさが今回のことに関係しているのか、いないのか。それを判断すべく、おれはしばらく跡あとをつけることにした。


　女はそのまま、建築科実習区にある寮りように入っていった。ここは建築科の生徒たちが様々な建物を建てては壊こわしていく場所だ。そんな場所に壊されることなく、寮として機能している建物があることに驚おどろいた。


　建物の名を確かめ、二度驚く。看板の隅すみにあった設計者の名はおれの知っているものだった。サイネル。建築科へと進んだのは知っていたが、こんな新陳代謝の活発な都市で名前を残すほどになっているとは。


　全すべてが消え去ったかと思った中で覚えのある名前に出会い、おれはわずかに動どう揺ようしていた。物もの寂さびしい路地の一角でおれは呆ぼう然ぜんとし、そして寮から離れた。


　壊れかけの建物を見つけ、その中に入る。粉っぽい空気の中、おれは混凝土コンクリートが剝むき出しになった柱に寄りかかり、気を落ち着ける。


　名前があっただけだ。本人がいたわけではない。


　そんなものを見たからといってこんなにも焦あせってどうするのか。自分の精神状態がよくわからない。それでも消えることのない奇き妙みような焦りに、おれは低く唸うなった。


　寮の中に消えたのだから女を観察することもできない。殺さつ剄けいで気配を殺せば潜もぐり込むこともできないではないが、そこまでするほど、あの女が今回のことに関係しているのかどうか、自信がなかった。


　今回のこと、いつもとはなにかが違うのか。状況の違いは、あるいはそれを示しているのかもしれない。あるいは単純に電子精霊たちの警けい戒かい網もうが発達して、奴らの動きをより早く察知できるようになっただけなのかもしれない。


　どちらでもいい。


　森海都市エルパに火神を置き、ヴェルゼンハイムがその力を手中にするまで、おれにできることは情報収集と手段の取得、そして待つことだけだが、情報収集の方はあらかた終わっている。この世界と外側の関係。それはおれを生み出した死者の妄もう念ねんと同じようなものだった。世界という規模の大きなものが、一個人の感覚によって作り上げられているというのだから笑う以外にない。


　そして個人の感覚だからこそか、ここは様々な問題を抱えている。どういう尺度で物を考えて良いのか、まったくわからない。大多数の人間が住まうこの地がただ一人の人間の感情によって生まれ、そしてその結果として汚お染せん獣じゆうがあり、汚染物質があり、放ほう浪ろうする都市がある。たかが人間一人が、無数の人間の無数の感情、悲喜劇を生み出す根本となっているのだ。それは人間の可能性を示しているのか、あるいは人間のつまらなさを示しているのか、おれにはどうにもわからない。


　おれ自身はありがたいと思っている。


　はるか昔にあったとされる概がい念ねん、『神』。


　そんな、超ちよう自然的存在がおれの復ふく讐しゆうの先にいるものだと言われるよりはいい。敵かなう敵わないの話ではなく、破は壊かいと殺さつ戮りくの感かん触しよくがはっきりとわかるからだ。


　だが、あちら側ではそんなものが手に入れられるかどうかもわからない。


　向かうべき場所は最初からわかっていた。情報世界はその詳しよう細さいをおれに教えた。シュナイバルは巧こう妙みように隠かくそうとしていたが、こちらには講じる手段はいくらでもある。縁えんという情報世界そのものでの戦いでおれに分ぶはないが、こちらには現実世界での行動力がある。狼面衆を相手に立ち回ったついでに、その都市の電子精せい霊れいを脅おどせば済むだけの話だ。


　あと少しだ。


　あと少しのはずだ。ヴェルゼンハイムが火神の力を喰くい、おれのところにやってくるのは。


　しかし同様に、ここ最近の狼面衆たちの動きの活発さはなにかを暗示しているように思える。この世界を排はい除じよしたがっている狼面衆の根源でなにか大きな動き、あるいは変化が起きているのではないだろうか。


　この世界そのものの時間も、あるいは残り少なくなっているのか。


　世界の興亡に興味はない。だが、奴やつらの目的が成じよう就じゆするというのは、おれの性しようには合わない。奴らの希望を奪うばい去ることもまた、おれの復讐の一つだ。


　ならば、時間はないのかもしれない。待っている余よ裕ゆうはないのかもしれない。


　しかしまだ、時間以外の全ての問題が解決したわけでもない。


　手段の取得。あちら側、絶ぜつ縁えん空間と呼ばれ、そしてオーロラ粒りゆう子しを内包したゼロ領域の満ちる場所へと行く方法がいまだに見つからない。


「そうか、ニルフィリア……」


　失念していた。


　不可思議なあの魔ま性しようの女は、あちら側の存在に違いない。本来の力を失い、弱り続けるだけだとも言っていた。あのときはなんのことかわからなかったが、それはあちらへ戻もどれなくなったためではないのか。


　戻れないのでは話にならない。


　しかし、戻り方がわからないとは言っていなかったはずだ。


「なにかを知っているか？」


　だとすれば、ここに来たことはただの偶ぐう然ぜんではないのかもしれない。あるいはただの幸運か。


　どちらであれ、ニルフィリアにもう一度会う必要がある。


　決まれば、ここで座り込んでいる暇ひまはない。あの場所がまだ残っているのか、おれは確かく認にんするために跳とんだ。


　都市の様相は変わったものの、都市そのものの形、都市の分布図が劇的に変わることはない。昔通りの感覚で屋根から屋根へと跳んでいけば、すぐにそこへと辿り着いた。


　昔通りだ。


　あの頃ころよりさらに古び、荒こう廃はいの色が濃こくなってはいるが、それは時間の流れを示しているだけであり、学園都市の激しい新しん陳ちん代謝から古傷のように例外扱あつかいされていることがはっきりとわかる。


　さらに近づこうとして、おれは足を止めた。


　見た通りに廃はい墟きよ然とした佇たたずまいを見せているが、そこにほんのわずかな異音を感じた。目を凝こらせば、巧妙に隠された防犯カメラを見つけることができた。


　カメラだけではない。耳を澄すませば他ほかにも機械的な作動音が聞こえてくる。


　廃墟への無意味な侵しん入にゆうを予防するには、防犯設備が重じゆう厚こうに過ぎる。どうやらまだこの奥で眠ねむっている可能性は高そうだ。


「穏おん便びんに済ませるか」


　監かん視し装置の目をくぐるのを億おつ劫くうにも思ったが、すぐに考え直す。聞こえてくる作動音だけで監視の隙すきを読み取ると、一呼吸で建物の中に入り込んだ。廃墟特有の臭においの他にもなにかを感じる。おれは地下への道を探し、見つけ出した。


　監視装置に気を付けながら先に進むと、生きている場所に辿たどり着く。太いコードがそこかしこに張り巡めぐらされ、碧へき色しよくの光で溢あふれている。


　周囲はやや様変わりしているが、あのときと同じようにニルフィリアはそこにいた。


「おい」


　呼びかけてみる。だが返事はない。ここにあるのはただ形ばかりのものなのか、最後に会ったときにそのようなことを言っていた気もする。消しよう耗もうするばかりと言っていたあの女が変わらずここにいる。それはつまり、いまも消耗し続け、そして身動きが取れなくなっているのか。


　以前のときと同じように、おれは再びこれを破壊するべきかどうかを考える。解放して聞くべきことを聞き、そして死ぬのを見届けるか。


　魔性の女が息絶える様を想像し、おれは小さく頭かぶりを振ふった。それはいつでもできる。それよりもこの都市でなにが起きるのか、起きようとしているのか、それをまず見み極きわめるべきだ。


　あるとわかっていたはずのものだが、再び過去の残ざん滓しを見たことでおれの気分は暗くなる。かといってそれらから目をそらし続けることもできない。どれだけ外観が塗ぬり替かえられたとしても、どこかにおれがいた、あるいはおれがいた頃の記き憶おくが張り付いている。関係性とは、そして時間の流れとは、つまりこういうことなのだ。そこから切り離はなされたければ、ジャニスのように自分の知らない、自分を知らない場所に行き続けるしかないだろう。


　しかし、この世界にとらわれたおれには、ジャニスのようにはいかないだろう。どこかに限界が存在する。それはツェルニのそこかしこに存在するだろう記憶の残滓のようにどこかでおれを取り囲む。関係性の網あみによっておれを時間の手が摑つかむ。


　そのときにおれはどうなるか。このままならば、不老にして不死であるだろうおれは関係性によって構築される時間の流れからは置いて行かれることになるだろう。


　いや……時間の流れに置いて行かれることに恐きよう怖ふを覚えるほど、おれは生きているつもりか？　笑えるじゃないか。強ごう欲よくなおれに唯ゆい一いつの美点があるとすれば、それは生に対する執しゆう着ちやくがないことだと思っていたが。自分の命を安く見積もれるからこそ、愚ぐ者しやは愚者たれるのではないか。


「いかん、な。どうも考えが迷めい走そうしている」


　それはここに来てしまったからだろう。ヴェルゼンハイムを除けばあまりに長くこの都市に居すぎてしまった。そして余りに多くの、らしくないものを残してしまった気がする。ヴェルゼンハイムの忌いみ者が、ここでどんな面つらをして生活していたか、その相反する姿を思い出させてしまう。もはや誰だれの記憶にも残っていないのだとしても、おれが覚えているという事実までは消すことができない。


　それがおれを混乱させている。


　どうしてここなのか。おれは呪じゆ詛そのようにそれを呟つぶやきながら、他に当てもなく建築科実習区へと戻った。


　いまのところ、気になる存在はあの女しかいない。


　そして、どうしてあの女が気になったのか、おれはまだ明確な答えを手に入れていない。


　寮りようへと向かう途と中ちゆう、静かな夜に不似合いの気配に引かれてそちらに行くと、女がいた。武器を振り回し、訓練をしている。なるほど、武芸者が一人で訓練をするには、この空間はとても便利そうだ。


　金こん色じきの髪かみを剄けいの残光で輝かがやかす姿は見み惚ほれるものがある。持っている武器が二振ふりの鉄てつ鞭べんだというのが笑いを誘さそった。堅かたい性格という予想は間ま違ちがっていないだろう。おれとは違う意味で愚おろか者のようだ。動きを見ているだけでそれがわかる。それは親近感とは違う。あるいは学園都市にいることで、おれは捨て去ろうとした昔にほんの少し戻ってしまったのかもしれない。小隊を率い、零落おちぶれる者は捨て置くと言いながら、結局誰一人として捨て去れなかった自分に戻ってしまったのかもしれない。


「誰だ」


　女がおれの気配に気付いた。気付くように少しだけ殺さつ剄けいを解いたのだ。あるいはこれに気付けなければ、余計な世話など焼かなかったかもしれない。


　そして女は気付いた。


　おれは、女の前に姿を見せた。


　隠れていたところで状じよう況きようが動く様子がない。ならば気になったものに積極的に関かかわってみるのも一つの手だ。


　そのときは、そう思った。


　女は、ニーナ・アントークと名乗った。警けい戒かいしていたが、おれが愚者の一いち撃げきを見せてやるとすんなりと懐なついた。その姿がおれに、コルスの姿を思い出させた。


　第十七小隊の隊長をやっているというのだから、おれとしてはもう笑うしかない。


　そして、おそらくはこれがもっとも重要だ。


　おれが愚者の一撃を見せたとき、たとえそれが手加減したものだったとはいえ、ニーナは耐たえきり、そして気絶した。


　そのときに、おれの直感が囁ささやいた。


　こいつの剄けいは、どこかおれに似ている。


　いや、似ていたことがあるとでも言うべきか。剄けいに混じる火のような圧力をおれは知っている。内面からの抑おさえがたい勢い。それはこの女の中でまだ眠ったままだが、確かに存在し、そして目覚めのときを待ち構えている。


　そうだ。これをおれは知っている。


　知っていた。


　これは、電子精霊のエネルギーだ。


　ヴェルゼンハイムとともにいたときのおれにあったものだ。


　ならばこの女の内部には滅ほろんだ都市の電子精霊がいるのか？　しかしこの女の中にいるものからは、そんな憎ぞう悪おは感じない。


　ならばなにか？


　いや、そういうことではないのか。


　おれがこの女に出会ったことが重要ではない。


　この女がこの都市にいることが重要ではない。


　この女もまたこの都市にいることこそが重要なのではないのか。


　魔性の女、おれ、レアン。


　そしてこの、ニーナ・アントークという女。


　どうしてこうも、普ふ通つうではない者ばかりがこの都市にやってくるのか。この、新陳代謝ばかりが活発な、未熟者どもの集まりである学園都市に。


　おれを巻き込んだ、世界とその外側に存在する闘とう争そうの関係、大きな流れの中に役割というものが存在するのだとしたら、このあまりにも無防備な未熟者の都市に配された役目が存在するとでもいうのか。


　ならば、狼ろう面めん衆が目的としているのは電子精せい霊れいそのものか。


　いやそれだけではなく、電子精霊たちもまた狼面衆たちとおれの知らない場所で戦っているのだとしたら？


　奴やつらの目的はツェルニ、延ひいては電子精霊たちの長おさであるシュナイバルの位置を特定することか？


「ツェルニに会わせて欲しい」


　ニーナにこう言ったのは、勘かんのようなものだった。在学中、おれは一度として電子精霊に会うことはできなかった。なんどか、あのときの真意を確かめようともしたのだが、学園都市の意思であるあの童女の姿をした電子精霊はおれの前には姿を現わさなかった。


　それはおれに原因があるのか、あるいはそういうものなのか、それはわからない。


　ニーナがいればどうにかなるのではないか。このとき、おれはこう思った。作さく為いであれ偶ぐう然ぜんであれ、なにかの流れがおれを学園都市へと押し込み、そしてその流れがいまもまだ続いているのであれば、ここでニーナと出会ったこともただの偶然ではないはずだ。


　運命というものの存在を、おれはこのとき、確かに感じていた。誰か一人の意思によって作られたものではなく、様々な思惑おもわくがより集められた末のものであったとしても、その重要な点として、この学園都市は存在しているのではないか。


　ニーナの案内でおれは都市の地下にある機関部へと向かう。


　その間、たわいもない話をした。おれらしくないとも言える。だが、小隊員たちがこんな話をしているのをおれはよく聞いていた。そのほとんどの場合、突つつかれるのはコルスの役目だったが。


　顔を赤らめて誰かのことを思い浮うかべている様子は年相応のものであり、そして、おれが手に入れられないものだ。


　それはほんのわずかな夜の散歩だ。それだけで、ニーナという女の全すべてを理解できたわけではないだろう。おれとニーナの間でわかりあえるものができたわけではないだろう。シャーリーともレアンとも、そんな関係が築けなかったおれが、こんな短い間にニーナとわかりあえたとは思えない。しかしおれはこの瞬しゆん間かん、己おのれの暗い部分から目をそらすことができていた。それは己が己であるという呪詛から逃にげられていたということだろう。ディクセリオ・マスケインという、呪のろわれ忌まわれそして愚者たらんとする己を忘れていた。あるいは初めて、おれは学園都市の一学生という立場にいたのかもしれない。武芸者としての相談を聞き、心のありように迷う後こう輩はいの態度に苦く笑しようを浮かべ、それを温かく見守ることができていたのかもしれない。


　しかしそれは、本当に短い間のことでしかない。


　もしかしたら、おれがここに来たのは一歩遅おそかったのかもしれない。シュナイバルがいつものようにおれに情報を流さなかった理由。そしてシュナイバルとは別の意思がおれに情報を流した理由。このことを隠かくそうとし、そして露ろ見けんしたということなのかもしれない。


　あるいはただ単純に、後片付けとして呼ばれたのかもしれない。ここでのことはすでに解決していた。しかしここにいる連中では解決しきれない。


　だからこそおれは呼ばれた。


　そういうことなのかもしれない。


　そして、あるいはもしかしたら、さらに別の作為がここで動いていたのか。運命を紡つむごうとするものの一つが新たなる糸を一本、ここで織り交ぜようとしていたのかもしれない。


　人気のない夜を歩くうち、機関部へと通じる入り口が見えてきた。


　歩きながら、おれは一つの音を聞いた。


　それは、現実の空気を振しん動どうさせたのではない。おれの内面を振動させ、おれの中にあるなにかの残ざん滓しを震ふるわせた。それは古傷のような痛みを与あたえ、胸に染しみるような熱さがある。


　これは……？


　いや、そうか。そういうことなのか。


　狼面衆がこの学園都市へと流れてきた理由の一つはそれなのか。


　つまり刻ときは確実に動きだしているということか。


　そして、こいつらはまだ諦あきらめていないということだ。


「止まれ」


　先を行くニーナにおれは声をかけた。声の調子でニーナも異変に気付く。


　そしてこのときになって、おれの頭の中に情報が流れ込んできた。それを送り込んできたのは誰だ？　それもまた、はっきりとした。


　後はこいつらを処分するだけだ。


　いきなり現われた狼面衆たちにニーナが動どう揺ようする。いきなり現われたわけではない。この瞬間に空間がズレ、奴らのいた場所におれたちがやってきたのだ。それをニーナに説明する暇ひまもない。


　説明する必要もないと思っていた。狼面衆と戦いながら、幾いく人にんかをこうして巻き込んだ。あるいは狼面衆たちがなにかの目的でこうして誰かを巻き込んできた。そいつらがそれ以後どうしているかは知らないが、これから先もこいつらとの戦いに巻き込まれているとは思えなかった。おれが奴らの目的を挫くじいた段階で、奴らはそれを行うための契けい機きを失い、それ以上それに関わっている場合ではなくなっていく。そういう感かん触しよくがあった。こいつらも余よ裕ゆうがあるわけではないというのが、おれの感想だ。


　狼面衆たちもまた、時間に追われている。


　その中で、アレにここまで固こ執しゆうするのは、それだけ重要だからということだろう。


　おれと狼面衆の間で交かわされる会話に振ふり回され、ニーナが戦いに巻き込まれていく。狼面衆が武器を復元し、おれもまた鉄てつ鞭べんを担かつぎ上げる。混乱したままニーナはそれでも果か敢かんに戦うが、しかし持ち前の愚ぐ直ちよくさを発揮するには状況を把は握あくし切れていない、そう見えた。


　おれもまた、うまく戦えなかった。ニーナとの会話のために、おれがおれらしくいられなかったからかもしれない。


　多少のことなど気にせず、ただ愚者の一撃を放てば良いだけの状況で、おれはそうしなかった。


　なにを気にかけていた？


　いや、弁解はすまい。ニーナのことだ。ほんのわずかな間浸ひたっていた学生の気分が、おれを愚者としなかった。それこそが最も愚おろかな選せん択たくだとわかっていたとしてもできなかったのだ。


　そのためにおれは、それほど多くもない狼面衆たちに押され、時間を浪ろう費ひした。


　そのために、機関部へと強行する形を見せることでニーナを誘さそい出され、分断させられた。


　そしてそのために、ニーナは狼面の向こう側を見ることになる。


　なぜそこに危険があったのか。普通の者であってもそこに危険が存在するのか。もとよりこの世界の者であるのか、そうでないのか、どちらであれ向こう側に侵しん蝕しよくされた者の仮面が封ふうじた素す顔がおになんの意味があるのか。


　違ちがう。


　ニーナだったからこそ、その危険があったのだ。本人が意識しているのかいないのか、電子精霊のエネルギーを持つ、ただの人間、武芸者ではないニーナだったからこそ、危険があったのだ。


　ここは空間のずれた場所。より向こう側に近いということなのだろう。


　それは、一つのスイッチだったに違いない。


　この世界が、この世界だけで完結していないことを報しらせる。


「見るな！」


　それらを瞬間的に理解したのか、あるいは本能か、あるいはこの時点でなお、おれに縁えんを通して情報を流そうとする何者かからの警告だったのか、おれは叫さけんだ。


　間に合うはずもない。


　ニーナはそれを見た。狼面衆たちもそれを見たことを理解した。そして、ニーナが普通のこの世界の住人ではないことを理解した。


　知られてしまったのだ。


　その失態に舌打ちし、おれは遅い決断を下した。


　愚者の一いち撃げきを放つ。雷らい光こうとともに駆かけ抜ぬけ、眼前の狼面衆を薙なぎ払はらう。しかしそれだけでは足りない。ニーナの前にはまだ狼面衆がいる。彼女を殺そうと武器を向けている。


　ニーナはまだ、新たな世界への道が開いたことに気付いていない。しかしその感触だけは手に入れ、そしてそれに混乱している。


　そんな状態で殺意をいなせるはずがない。


　いま、この女を殺してはならない。


　それは、おれの意思ではない。いまだおれへと縁を通して繫つながっている何者かの意思がそうさせている。


　この女を殺してはならない。


　この女は、いま、おれをこの場に立たせた者が紡ごうとする運命の一糸だ。それはこの世界の原初から存在する対立とはまた別の、新たな運命を紡ごうとする一糸だ。その一糸になんの意図が込こめられているのか、求めているものはなにか、なんの結果を望むか、それはまるでわからない。


　しかしそれでも、おれは動く。女を殺してはならないという、焼き付けられた一瞬の想おもいに従って動く。それに判断を要する時間はない。


　おれはそれに従わなければならない。鎖くさりに縛しばられた犬ではなく、本音を隠し、腹を探さぐり合って利用するのではなく、従わなければならない道理がある。


　その瞬間だけは、強ごう欲よくな愚者ではなく、木ぼく訥とつで実直な青年のごとく行動せねばならない。


　そうせねばならないなにかがこの意思にはある。


　だが、間に合わない。この距きよ離りでは、この速度では間に合わない。


　罵ば倒とうを吐はこうとしたその瞬間、変化が起きた。


　それは、紡がれようとする運命の強度がニーナの死を許さなかったのか。それともこの空間におれの知らない使い方が存在するのか。


　ニーナの前に、突とつ如じよとして剣けんが現われた。


　それ自体が眩まばゆいばかりに威い厳げんを放つその剣は、ニーナの前で宙に浮き、狼ろう面めん衆たちを弾はじき返す。


　それだけではない。変化はそれだけでは終わらない。


　その剣を摑つかむ手があった。ニーナの手ではない。男の手だ。





　男、少年は、いつの間にかニーナの前に立っていた。その目が正気ではないことを示している。夢ゆめ現うつつな、心ここにあらずといった様子だ。機関部ででも働いているのか、作業着を着たその少年を見て、ニーナが驚おどろいている。知っている者を見た顔だ。ならばここの学生か。


　その剣。


　そして少年。


　おれは、ある男を思い出した。リンテンス。戦いに飢うえたあの男の臭しゆう気きを、一瞬だがニーナの前に立った少年に感じた。それはほんのわずかであり、そしてあの男にあった陰いん惨さんな空気など少年にはないのだが、それに通じるなにかをおれの鼻は感じ取り、粘ねん膜まくを痛くさせる。


　少年が剣を振るう。


　それは一見、武芸者としてはとても鈍にぶい振りのように見えた。


　だが、結果は凄すさまじい。


　ただ一いつ閃せん。そうとしか見えなかった剣が無数の斬ざん撃げきを生んだ。それはニーナの眼前だけではなく、この場に残っていた全ての狼面衆を切り刻み、消しよう滅めつさせた。


　おれの足は止まっていた。


　その正確さは寒気を覚える。狼面衆のみを切り、その他には衝しよう撃げきの余波すらも付けていない。そして剣を振るった瞬しゆん間かんの剄けい力りよくは、おれを超こえていた。


　あんな子供が、あんな大量の剄けいを、あそこまで正確に操あやつる。


　そこにおれは恐おそろしいものを見た気になった。化け物という意味ではリンテンスの方が上のはずだ。だがそれだけではない。この少年には実力以外のところで、なにか、恐ろしいものがあるように思えた。


　それがなんなのか、おれの直感は教えない。おれに情報を流し続ける者も教えはしない。あるいは知らないのか。


「レイ…………」


　ニーナが少年を呼ぼうとする。


「やめろ」


　おれはそれを止めた。止めて、ほっておけと言った。


「巻き込むな」


　そうとも言った。なんとなくだが、ニーナが危機に際して、ここで触ふれたなにかを介かいした末に『呼び出して』しまったことだけは理解できる。しかしならば、このままあの少年を『呼び出して』しまったまま、正気に返すことだけはしてはならないはずだ。すくなくとも、あの少年に感じた恐ろしさの正体がわかるまでは、あれには手を付けてはならない。
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　この場所に、この運命に巻き込んではならない。


　ニーナがどう思ったのかはわからない。だが、あの少年に声をかけるのを止めた。いまはおれについて機関部の入り口をくぐっている。


　背後の少年を気にする様はただの顔見知りというだけではなさそうだったが、おれの言葉を気にしてか、剣を握にぎりしめたままその場に彫ちよう像ぞうのように立つ少年の背が見えなくなるまで、なんども振り返っていた。


　やがて、地下へと下る昇しよう降こう機が見えたところで、空間のズレが戻もどるのを感じた。狼面衆たちがこの学園都市から完全に消え、その力の影えい響きようが去ったのだ。


　だが、おれはまだ去るわけにはいかない。縁へ、情報世界へと再び引きこもるにはまだ早い。


　ここで確かめなければならないことがある。


　ニーナに別れを告げる。真相を知りたそうな顔をしていたが、なにも言わなかった。知るべき時が来ればわかる。そのようなことを言ってごまかした。だが、紡つむぎ手の目もく論ろ見み通りになるなら、そうなるだろう。


　再び一人になり、おれは昇降機の降下する感かん触しよくを味わいながら物思いにふけった。


　なにかが動きだしているということを、おれはいま、はっきりと感じた。それこそが運命と呼ばれるものだろう。なにかを一つの結果に結びつけるために、とてつもなく迂う遠えんに、あるいは長い時間をかけて動かし続ける。巻き込まれる者はそれだけに多く、そしてそれだけにただ一人でそれを感じることは難しい。


　ヴェルゼンハイムの崩ほう壊かいは、そういった流れの中では大きな波だったはずだ。おれたちマスケインの一族を利用して、世界の向こう側にいる連中は狼面衆という手をこの世界へ伸のばすことに成功した。一いつ般ぱん人にはわからなくとも、運命を紡ごうとしている者たちにははっきりとわかる変化だ。


　それに対たい抗こうする運命の紡ぎ手は誰だれか？　おれはそれが電子精せい霊れいたちだろうと思っていた。縁という情報世界を通じて様々な運命を紡いでいるのだろうと。それは間違っていないはずだ。


　しかしもしかしたら、それとは別に運命を、もっと古くから紡いでいる者がいる？　それは、ニルフィリアやジャニスのような存在かもしれない。それともニルフィリアによく似た、あの少女と共にいた死神もそうかもしれない。


　電子精霊はこの世界が生まれてから誕生した。物の順序を考えれば当然のことだ。ならば、この世界を作った者たちこそが、根本の運命を握っている。電子精霊たちは、それを知った上でさらなる運命を紡ごうとしているのか、あるいは根本の存在と目的は同じとなるのだから共きよう闘とうか、あるいはそれに従う立場にいるのか。


　しかしどちらにしろ、ついさっき感じた運命の流れはそれとは関係がないところから生まれたのではないか？


　なんの根こん拠きよもないが、そう感じた。


　そしてだからこそ、シュナイバルとは別におれを呼び出したのではないのか。


　誰が？


　いや、もうわかっている。


　昇降機が止まる。


　すでに昇降機を揺ゆらしそうなほどに聞こえていた機関部の騒そう音おんが、おれの前に堰せきを切って流れ込んできた。人の気配はぽつぽつとある。あちこちの具合を確かめる者、掃そう除じをする者、なにかを叫んでいるらしい者、色々だ。人の放つ音のほとんどは機関部からの音によってすぐに消されてしまう。ことさらに気配を隠かくす必要もないほど、おれは容易に機関部の中ちゆう枢すうへと足を踏ふみ入れることに成功した。


　真相は、そこで聞けばいい。


　中枢には、様々なパイプで繫がれた円えん蓋がい状の物がある。これが機関部の中枢であり、そして電子精霊が住まう場所だ。


　機関部にいる人間がこの中枢でできることはない。せいぜい、劣れつ化かしたパイプを交こう換かんする程度だろう。


　自律型移動都市を造るのは人ではない。


　人類はこの世界がこうなったときから、気がつけば移動する都市の上で生活し、電子精霊の思うままに進む都市によって汚お染せん獣じゆうの脅きよう威いから逃のがれている。都市の足を動かす機構は理解できているかもしれないが、こんな大質量の物を汚染物質が荒あれ狂くるう、そして人の臭においを嗅かぎつける汚お染せん獣じゆうのいる大地の上でどうやって組み上げたのか、判明していない。


　ましてや都市の意思であり、危険を感知し、避さける機能を持つ電子精霊がどのようにして作られているかなど、わかっていない。仙せん鶯おう都市シュナイバルのみが、電子精霊を生み出すことができる唯ゆい一いつの都市だが、それもまた、人の手によって成っているわけではない。


　この世界は、人を生かしながら、その生かし方を人には明かしていない。


　それを奇き妙みようだと思わなかった。世界はこのようにしてできている。うまく回っている物をあえて疑う必要などない。しかもそれは自らに害を為なす存在ではなく、守ってくれているのだから。


　それを疑うということは自分が生きているということを疑うに等しい。


　しかしこうなってくると、人間が生きていることも含ふくめてこの世界の運命が動いていると考えるべきだ。この世界ができたときから、人間がここにいることは織り込み済みとなっていたはずなのだから。


　それはなぜだ？　ただ、種を守りたいというためだけか？


　考えながら、おれは円蓋の表面を手で撫なでる。機関部には逃にげる隙すき間まもないほどに熱気がこもっているというのに、円蓋の表面は冷たかった。この円蓋の中に冷れい却きやく機構が備わっているのか、それとも熱を伝えない特とく殊しゆな金属なのか。


　触れていると繫つなぎの見えなかった円蓋に光の線が走り、それがやがて面となり、中へと通じる道となった。


　吸い込まれるようにその中に入る。


　中は、円蓋が想像させる空間よりも広いように感じられた。空間がおかしいのか？　違ちがう。気付かない間に壁かべに沿う螺ら旋せんの道を下っていた。外側から見えた円蓋は、ほんの一部ということなのだろう。だから天てん井じようが高くなり、空間も広くなる。


　その空間は、卵のような形をしている。螺旋の道はその卵の中央部分へとおれを導いた。


　そこに大きな石がある。


　透とう明めいで巨きよ大だいな、原石のような石だ。


　そこに、電子精霊はいた。


「お前か、おれをここに呼んだのは？」


　童女の姿をした電子精霊、ツェルニはあのときに見たような眩まばゆく温かい、それ故ゆえにおれには熱すぎる笑えみを浮うかべた。


「どういうつもりだ？　いや、なにを考えている」


　おれはそれを見ないように尋たずねる。


「いや、なにを企たくらんでいる？」


　もう確信している。


　新たな運命を紡ごうとしているのは、このツェルニだ。学園都市。未熟者ばかりが集まる都市を動かす電子精霊が、この世界に関かかわる運命の新たな紡ぎ手になろうとしている。


　それはなぜだ？


　そしてそのために、おれに縁えんへと通じる能力を与あたえたのか？


　なぜ、シュナイバルたちとはまた別の運命を紡ごうとするのか？


　疑問は様々にある。疑問の全すべてに解を得たいと思っている。


　それらをどうぶつけるべきか？　どう順序立てて聞くべきか？　そう考えるおれの前で、ツェルニはただ笑みを浮かべている。この学園都市で、まだ学生としていた頃ころ、英えい雄ゆうに祭り上げられ、そして英雄として死を望まれていたとき、ツェルニはおれの前に現われてこんな笑みを浮かべていた。いま浮かべているそれと変わらぬ笑みの温かさは、そうだ、あの、ヴェルゼンハイムの暗くら闇やみで見た、日向ひなたで寝ね転ころんでいる夢によく似ていた。


　その笑みのまま、ツェルニはなにも言わない。沈ちん黙もくこそが答えだと言いたげだが、沈黙からは、おれはなにも得られない。


「おれにしろ、それ以前からいるニルフィリアにしろ、レアンにしろ、そしてニーナにしてもそうだ。どうしてこんな連中を学園都市になんぞ集める？　お前はいつからそれを望んだ？　それを……」


　望んでいたならば、どうして学園都市になどなったのか？


　そうだ。新たな運命を望むならば、そしてそれが戦いに駆かり立てられなければならない運命ならば、もっと他ほかに作るべき都市があっただろう。


　リンテンスが導かれていった、あの戦乱の都市のような。


　だが、ツェルニは学園都市となった。都市がどのようにして生まれるのか、その秘密をおれはまだ知らないが、そこに選せん択たく肢しが存在したならばツェルニが学園都市となるというのは論外であったのではないか。
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　しかしツェルニは学園都市なのだ。


　ならば学園都市として己おのれの領分をまっとうすべきではないのか。


　おれとは違うのだ。


　ヴェルゼンハイムの忌いみ者として、死者の妄もう念ねんとして、強ごう欲よくから切り離はなせぬ者として、常に怒いかる者としてこの世に放たれた、ディクセリオ・マスケインというおれとは違うのだ。


　復ふく讐しゆうし、奪うばわれた物を奪われた以上の形にして奪い返さねば気が済まないおれとは違うのだ。


　そのためにあらゆるものを踏みにじって進むおれとは違うのだ。


　おれを、たとえ一時でも惑まどわすことができたあの場所を作ることこそがツェルニの本分なのではないのか。


　どうしてだ？


　どうして、ただの学園都市のままでいられない。


　聞かねばならない。ニーナを見、彼女から感じたものの正体に気付いたときからそう思っていた。なぜ、己でない形に己を押し込めようとしているのか？


　運命の流れを感じたことへの驚おどろきはほんの刹せつ那なのものでしかない。それよりも衝しよう撃げきを与えたのは、これだった。


「答えろ」


　おれは強く問う。


　だが、ツェルニはあの笑みを浮かべたままだ。それはただ笑みを張り付けているだけというものではない。その笑みの向こうにあり、そして表出し、おれが感じるものは常に温かい。春の日のようだ。その笑みは、電子精霊ツェルニというものが、そういうものであると自身を括くくっていることの証明のようでもある。


　それは、あるいは慈じ愛あいというものなのかもしれない。辞書以上の意味などわからないおれには、ツェルニの笑みに宿るものが慈愛だとして、しかしそれと現状との繫がりは理解できない。


　いや、理解できないからこそ、おれはおれなのか？


　おれが言葉を失って立ち尽つくしていると、ツェルニは原石の前から動いた。その透明な、そして根本の辺りに岩を張り付けた無骨な塊かたまりに光が走り、一つの映像をそこに現わす。


　そこに映し出されたのは、一人の少女だった。


　赤毛で小こ柄がらの、獣けもののような少女だ。


「これがなんだ？」


　意味がわからず、おれは呟つぶやく。しかしツェルニはやはりあの笑みを浮かべるのみであり、説明をしない。喋しやべれないのか？　そんなはずはない。縁を通じて情報を流してきたのはこの電子精霊なのだ。音声として喋れないというのなら、その情報をおれに流し込めばいい。


　それとも、そうすることによって別の何者かに覗のぞき込まれることを警けい戒かいしているのか？


　だとすればおれは、この映像からツェルニの意図を読み取らなければならない。


　見たこともない少女だ。ニーナよりももっと年下のように見える。いや、外見通りの年ねん齢れいならば学生としてこの都市に通っていることさえ疑わしく思えてくる。しかし着ているのはこの都市の制服であり、そして武芸者の証あかしである剣けん帯たいを巻いている。


　……………………いや。


「そうか。そういうことか」


　答えを示したわけではない。この映像は、おれの問いへの答えではない。


　ただ一つの、そしておれにとっては重要な事実を示しているだけだ。機関部入り口で狼ろう面めん衆との戦いの前に感じたものは間違いではなかったということだ。


　おれにとってはそれこそが重要だ。より重要だ。ツェルニの企たくらみがどうであるかなどよりもはるかに、重要だ。


「それでごまかすつもりか？」


　そういうつもりがこの電子精せい霊れいにあるとは思えない。だが、そう思わざるを得ないタイミングでもある。


　おれは唸うなった。刻ときが近づいていることを確かく認にんした歓かん喜きの唸りであり、そして本心を見み抜ぬけないツェルニへの不ふ審しんの唸りでもあった。


　映像に映っている少女は、火神だ。そうに違いない。火神の内部に食い込んだヴェルゼンハイムが火神を喰くい取り込む過程でこういうことになったに違いない。ならば狼面衆は今回、火神を見つけ出したがためにここへとやって来ていたのか。


　そしてそれは、おれの知らないところで片が付いてしまっていたのか。おれを利用しながら、おれが力を付けることを良しとしないために、シュナイバルはそのことをおれに報しらせなかったのか。


　そのことを知ったツェルニが、手て遅おくれになっているとはいえおれに報せた。そういう図か？


「それだけではないだろう？」


　問いに、やはりツェルニは答えない。おれはやはり唸るしかない。


　確かに手遅れだった。しかし火神は奪われてはいない。ニーナの周囲で起こったことは、ただ狼面衆に関わってしまった人間に起こることではない。あいつだからこそそれが起こった。そう思うべきだ。


　ツェルニは答えない。


　どれだけそうしていたのか、おれは睨にらみ、唸り、そして嘆たん息そくした。


　マスケインの一族を飲み込み、おれを復讐の徒とさせたものがこの世界の運命であるのなら、ここでのこともまた運命だ。


　おれではない。別のなにかを前に進ませるための運命だ。おれはその一いつ端たんを担になわされるためにここに来たということか。火神がここにいるということが、あるいはもはや記き憶おくがないはずのレアンの願望の表れだったとしても、素養ある者たちをこの場所に集めようとツェルニが画策しているのならば、おれと接せつ触しよくすることによってそいつは前に進まされてしまう。


　おれがそうであったように、本人の意思とは関係なく。


　それが運命というものだ。


「まぁ、いい」


　運命が動いている。だからどうしたというのか。この世界にもとより存在する思惑おもわくがあり、そしてここに新たに運命に介かい入にゆうしようという思惑がある。


　だからどうしたというのか。


　そんなこと、どうでもいいではないか。


　この世界がどうだろうと、他人の思惑がどうであろうと、それがおれの行く手を邪じや魔まするものであれば容よう赦しやなく嚙かみ砕くだけば良いだけの話ではないか。


　おれはなにに対して怒おこっていたのか、それがわからなくなる。


　ただ、これは聞きたい。


「ニルフィリアだが、起きる目め処どはあるのか？」


　この都市にいるのだ、ツェルニはなにかを知っているだろう。


　ツェルニはやはり笑みを変えない。しかし変化がないということは、哀かなしむべきことがないということだろう。


　ならば、目覚めるか。向こうへの行き方をおれはニルフィリアから聞くことになるだろう。


　それがおそらく、おれの運命の流れだ。それはおれが作り上げたのか、それとも誰だれかに作られたのか、作ったのだとすれば誰か。


　おれは、誰かの手の内で踊おどらされているだけなのか。


　怒りが胸を焼く。だが、その怒りを誰にぶつければいいのか、それがわからない。シュナイバルか、あるいはツェルニか、それともそれよりも古い者たちか。


　放つ先のわからない怒りに戸と惑まどいながら、おれはツェルニから背を向ける。まだ時間がある。それもまたおれを陰いん鬱うつの世界に戻もどした。情報世界でおれは再び刻を待つことになるのだろう。


　だがそれは、そう長くはない。


　そういう予感も、またあった。





　　　　†




　予想通りなのか、それから刻は大きく動き出した。


　さらにおれは数度、学園都市で狼面衆と衝しよう突とつした。狼面衆たちが握にぎっていた火神の制せい御ぎよを、情報世界を利用して奪うことにも成功した。グレンダンの恐おそるべき武芸者とも衝突した。そのたびに、おれは少しずつ刻が近づいていることを実感する。


　これらのことを行いながら、おれは、おれの求める刻がこの世界の運命と連動しているだろうとも感じた。檻おりから放たれる刻を待つ猟りよう犬けんの心持ち。それはニルフィリアに拾われたときから変わりはしない。情報世界で都合の良い情報ばかりを流そうとするシュナイバルがそうしようとしているわけではない。おれの復讐の目的が、この世界の運命が動くときでなければどうしようもないからそうなっているのだ。


　運命という言葉をおれは情報世界の中で強く意識するようになった。戯ざれ言のようにその言葉を使うことは、以前にもあっただろう。だがいまは、より実感を込こめてその言葉を使っている。


　運命とは、ただ漫まん然ぜんと、そうなるべくしてなるわけではない。なにものかの作さく為いが存在し、はじめて運命と呼ばれる大きな流れとなる。それは時間であり、人であり、あるいは自然現象であり、それらを総そう括かつした事象だ。


　刻を待つ倦うんだ感覚が徐じよ々じよになくなっていく。それはおれの体が、もはやこの刻を待つだけの一つの機械へと純化していく心持ちがあるからだろう。最初からそうだったつもりだが、迷う内に付着した様々なものが少しずつ削けずり落とされていく。


　その感覚は嫌きらいではない。引き絞しぼられる矢の感覚は、その後に続く想像も付かない疾しつ走そう感を予感させ、それへの期待も大きい。


　もうすぐ全すべてが終わる。


　その言葉に宿る解放感を撫なで回しながら、おれの時間は流れていき、そして……


　この刻がやってきた。


　学園都市がグレンダンと接触する。自律型移動都市の行動法則としては決してあり得るはずのない事態は様々な混乱を呼ぶ。だがそれは、そのときの学園都市を襲おそっていた混乱からしてみれば、至し極ごく些さ細さいな出来事にすぎなくもあった。


　汚お染せん獣じゆうの襲しゆう撃げき。それだけではない。いままでとは類の違ちがう汚お染せん獣じゆうまでも現われ、もはや未熟者しかいない学園都市にはどうすることもできない滅ほろびが訪おとずれたとしか思われない事態だった。


　その様を、おれは情報世界で見つめていた。ニーナの動きを追いながら見つめていた。この都市が紡つむぎ上げる運命の中心に彼女がいる。おれと出会ってから、彼女は縁えんとの繫つながりによって他の都市へ赴おもむき、狼面衆と戦った。それは不ふ慮りよの事故のようにも思えたが、ヴェルゼンハイムと同様の復ふく讐しゆうに燃える電子精霊を獲かく得とくするために必要な過程としか思えない。


　ツェルニはニーナをどうするつもりなのか？　これから起こる戦いで電子精霊たちの望む運命を紡ぎきるための一糸とするのか。それとも本当に、ツェルニが独自の運命を紡ぎ上げようとしているのか。


　それを見届ける暇ひまは、おれにはない。なにより、おれの刻がすでに動き出している。


　ニーナがニルフィリアと接触したからだ。魔ま性しようの女はこの混乱の中で長い眠ねむりから覚め、動き始めた。あの地下でかつて偽ぎ装そうとして作られていた怪かい物ぶつを率いて、学園都市を荒あらす汚お染せん獣じゆうたちと戦っている。そこに、最後の砦とりでを荒らされた女王のような悲ひ壮そう感に満ちていると感じるのはおれだけか。


　とにかく、目覚めたのだ。


　おれは学園都市に舞まい降りた。


　そこにある光景は汚お染せん獣じゆうによって荒らされ、もはや見る影かげもない。そんな光景の中を、口ばかりが巨きよ大だいな巨人が我が物顔で歩いている。歩いて、惨さん状じようを広げている。その姿をおれは見たことがある。白はく炎えん都市メルニスクを荒らした巨人たちが、まさしくこんな姿をしていた。あのときに現われたレヴァンティンという名の、おそらくは向こう側に立つなにかのことを考えれば、これはただの汚お染せん獣じゆうではなく、向こう側に存在する勢力が放った尖せん兵ぺいに違いない。


　しかしそのことは別にしても……ひどく腹の立つ光景だ。


　おれに気付き、棒のような板のような武器を振ふりかざす巨人たちに、おれは鉄てつ鞭べんを振るう。愚ぐ者しやの一撃を放つ。


　雷らい光こうとともに焼き払はらい、ニルフィリアの許もとへと向かう。


　闇やみの少女は明らかな劣れつ勢せいの中にいた。眠りは休息を与あたえなかった。おそらくは、ただ消しよう耗もうを抑おさえるだけにしかすぎなかったのだろう。弱々しく、しかし己おのれが己たる自尊心故ゆえに退ひくこともならず戦い続けている。


　死なれては困る。巨人たちに飲み込まれそうになっているニルフィリアを救うため、雷光を引き連れ、疾は走しる。


　薙なぎ払う。


　弾はじかれ、宙に浮うき、衝しよう撃げき波はによって粉ふん砕さいされる巨人たちを尻しり目めに、おれはニルフィリアの前に立った。


「久しぶりだな」


「本当に」


　外見は変わらず美しい。放たれる魔性にも遜そん色しよくがあるようには思えない。だが、それとは別の部分で、ニルフィリアは確かに疲つかれていた。最後に会った病院のベッドで見た時と同じように疲ひ労ろうの影にのしかかられ、そして押し潰つぶされようとしていた。


「で、行けるのか？」


　もはや余計な説明も腹の探さぐり合いも必要ないはずだ。


「ええ、行けるわよ」


　ニルフィリアが頷うなずく。火花が舞い、黒こく煙えんが空を覆おおう。どす黒い色が支配する中で、ニルフィリアの笑えみは血まみれの大輪の花のように咲さき誇ほこる。


「よく生き残ったわね、負け犬」
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「そっちもな」


　もはやなんと言われようと腹も立たない。ここにいるのはもはや復讐の同どう胞ほうだ。同じ目的に向かい似たような場所に牙きばを立てる。そのために利用し合うだけの間あいだ柄がらだ。


　おれがこいつを最も必要とする瞬しゆん間かん……穴を抜ぬけ、そこでの対処法さえ身につければ、もはやこいつには用はない。


　そしてそれは、こいつとてさほどの違いはない。おれに対してなにかを期待し、そしてなにかにさえ成功すれば、もはやおれには用がないだろう。


　お互たがいの利害が一いつ致ちしていることは、もはや確かく認にんの必要とてない。おれは近づく巨人たちを薙ぎ払い、ニルフィリアは無む駄だな消耗を防ぐためにおれの戦いぶりを眺ながめている。


　ひどく心地よいと感じているのは気のせいか。


　ここには利害以上の感情が交差しない。ひどく純じゆん粋すいな関係が成立していると感じるのはおれだけか。そしてそれだけに、おれにとってはわかりやすく、心地よい。


　いや、たとえおれだけであったとしてもかまわない。


　もはやおれを止められるものはいない。鎖くさりとなっていた運命が道を開いたいま、おれを遮さえぎるものはいない。


　ひどく昂こう揚ようしている。


　この瞬間を、おれはどれだけ待っていたのかと叫さけびたくなる。振り返る気など、もはや恨うらみ言になどなんの意味もないが、この解放された感覚だけは叫んで主張したくなる。


　その代わりに鉄てつ鞭べんを振るう。


　雷光を放つ。


　爆ばく発はつを奔ほん走そうさせる。


　巨人たちの死を積み上げる。


　さあ、どこまで行ってやろう。どこまで駆かけてやろう。いいやどこまででも行くのだ。どれだけでも駆けるのだ。そこに限りはない。無限が存在するのだ。おれの昂揚は牙となり、あらゆるものを切り裂さき貫つらぬき砕くだくのだ。


「とりあえずは、そこまでにしておきましょう」


　するりと入り込んできたニルフィリアの冷たい声が、おれの興奮を冷ましていく。


「なぜだ？」


「ここで暴れたって道は開けないし、せっかくの場をかき乱してしまうだけだからよ」


　足を止めたおれは怒っていた。だが、ニルフィリアの言葉には従う価値がある。


「それに、もうすぐこの世界で最も強い者たちが暴れ出す。あれとぶつかり合う必要はないのだから」


「なんだと……？」


　次の瞬間、激しい鳴動が学園都市を襲った。


　それは、剄けいの波動だ。武芸者の放つ、自らの力を世界に問う、力の振しん動どうだ。


　接せつ触しよくしたグレンダンから放たれたいくつかの剄けいの気配は、驚おどろくほどの速度でこの学園都市に着地すると、その威い力りよくで巨人たちを薙いでいく。


　音と気配だけでわかる。その速度は凄すさまじく、その威力は凄まじい。ニルフィリアの言葉の意味が、振動に込こめられ、おれを揺ゆさぶっている。以前に出会った武芸者、それに比し、そしてその剄けいを存分に発揮する武器を携たずさえた複数の武芸者たちが暴れ回っている。


　気付いたときには、すでにニルフィリアの姿はなかった。彼女の周囲に控ひかえていたあの化け物たちも同様だ。


「部外者がいつまでもいると、舞ぶ台たいから追い出されるわよ」


　笑うニルフィリアの声に、おれもまた退たい避ひしようとする。


　いや……


　ここでのことでこれ以上動く必要がないのであれば、おれにはするべきことがある。


　火神だ。


　しかし、ここでこれ以上動き回ることはグレンダンの武芸者たちに察知されてしまうだろう。


　何ど処こならば良いか。


　考え、おれが向けた視線にはあの武芸者たちがやってきたグレンダンが映っている。


「第二幕に行っていましょう」


　ニルフィリアの言葉がさらなる後押しとなり、おれはそこに向けて移動した。


　ヴェルゼンハイム。刻ときが来たぞ。


　心の中で、そう呟つぶやく。


　反応は、あった。おれの中にヴェルゼンハイムとの繫がりが存在していた。それはおれの中に取り残されていたあいつの残ざん滓しなのか、それともこの学園都市の中であいつ自身も刻を感じて無音で空に吠ほえたのか。


　その感触に満足し、おれはグレンダンへ行く。グレンダンから経けい緯いを眺める。


「ところで、お前は知ってんのか？」


「なにをかしら？」


　おれの眼前で学園都市の騒そう動どうは終結に向かいつつある。増え続ける巨人たちはニルフィリアの言う最強の者たちによって掃そう討とうされていく。その中にリンテンスの姿があり、おれは懐なつかしささえ感じた。


　だが、そんな気分はそいつの出現によって吹ふき飛んでしまう。


　女だ。


　また女だ、とも思う。おれの生になんらかの影を残し、縛ばくを巡めぐらし、そして興味を引き、心臓を鷲わしづかみにする。全すべてが女だ。


　いまここで、おれが見た恐おそろしい者が女であることにたいした意味はないだろう。だが、女だ。おれは女になんらかの負い目でもあるのか。


　しかしおれの感かん慨がいとあれが女であることは関係がないだろう。


　女王。そう呼ばれていた。グレンダンを統すべる女王。最強を統べる者。


　その視線が、おれを一瞬貫つらぬいた。おれを認識し、そして見ていた。おれがいかなる存在かわかっているかのような目だった。おれがいることを確認したのか。


　そこにはニーナもいる。女王の側そばには少女がいて、そして以前に見たことのある少年が倒たおれている。


　この世界が紡ぎ出した運命。


　電子精せい霊れいたちが紡ぎ出そうとする運命。


　そしてツェルニが単独で紡ごうとする運命が、あの一点でぶつかりあった。そう感じた。


　あるいはもつれ合ったのか。


「ツェルニがなにを考えているのか」


　女王の視線は心臓を痛くさせる。その、想像の付かない強さに圧あつ倒とうされたわけではないだろう。そういう感覚ではない。


「あの子はとても優やさしい子。それだけを知っていればわたしには充じゆう分ぶんなのだけれど？」


「興味はないのか？」


「信じていると言って欲しいわね」


「気持ちの悪い言葉を吐はく」


　吐き捨て、おれはニーナを見る。ツェルニの優しさがあいつをどんな運命に巻き込むというのか。それを心配するというのはおかしな話だ。出会ったのは一瞬だけ。なによりもあいつを気づかうべきなにものも、おれとあいつの間にはないはずだ。


　だというのに、おれはあいつのことを考えている。


　そのことをより深く考えるべきか。そんな時間はない。こんなところまで来て迷うべきではない。


　ならば思うがままに動いてみれば良いだけか。


「それよりも、あなた」


「ん？」


「あれのことは、どう思う？」


　ニルフィリアが指さすものを追いかけ、それがリンテンスの前で力ちから尽つきた少年だとわかった。


　あのとき、ニーナが呼び出した少年だ。


　強い少年だということはわかる。学園都市にいるべきではないほどの強さだ。あいつがいたからこそ、ここ最近に降りかかった学園都市の危難は払はらわれたとも言える。


「あいつがどうかしたか？」


「……以前から、とても気に入らないのよね。似ているから？　……いいえ、そういう意味ではここにいる連中は全員、あの人の末ということになる。それだけでは理由にならない。なにより、もっとも濃こい奴やつがすぐそこにいるのに、あいつが気になってしまう理由はなに？」


　独白し、闇やみ色いろの少女は眉み間けんに小さく皺しわを寄せる。言葉の意味を問う前に、おれは少年を見た。


　正直、強いという以外では特に気になりはしなかった。なぜ、こんな強つわ者ものが学園都市にいるのかとは思ったが、しかしそれだけだ。ツェルニの紡つむぎ出す運命に巻き込まれた。そういう考え方もできる。


　しかし、考えればおかしなことでもある。運命は磨みがくべき力の流れをニーナに収束させているように見える。それなのに、学園都市の危難を救ったのはあの少年だ。彼から影えい響きようを受けてニーナは成長しているようには見える。だがそれは、身についた力に比べてあまりにも遅おそい成長に思えてしかたがない。


　なにより、あの少年は強いが、その心はあまりに脆ぜい弱じやくに思える。


　なぜ、あの少年はいる？


　なぜ、あの少年はこの場にいる。


　それは運命の限界を示すのか。なにもかも、人の配置の全てを操作しきることはできないということか。いや、運命が脆弱だからこそ、そこに様々な思惑おもわくが絡からむことができるのだろう。


　ではこれは、運命そのものに存在する障害ということか。


　本当に？


「まるでいろんなものの外側にいるみたいな子ね」


　外側。ニルフィリアのその言葉で、おれの中から一つの記き憶おくが引き出された。狼ろう面めん衆との数ある戦いの一つ。放ほうり投げられる赤子の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。


　あのとき、奴らはなんと言った？　そうだ『運命の外側』だ。


　それは、どんな運命にも関かかわることができないということか。あるいは強い運命からは弾はじき出されてしまうということか。奴らはそれを手に入れてどうしようとしていたのか？


　そして、あいつらは火神と同じようにしつこくそれを手に入れようとしなかったのか？


　いや、本当に運命の外側にいたのならば、あの機会を逃のがしてしまったがために追うことすらもできなくなってしまったか。奴らは破は壊かいする意思という運命の尖せん兵ぺいだ。本当に運命の外側にいるのならば、それを手に入れる機会がそう何度もあるとは思えない。


　考えながら、それを馬ば鹿からしいとも思っている。


　あまりにも話が概がい念ねん的すぎる。ただの言葉遊びにしか思えない。


　しかし、しかし……もし本当に、それがおれの考える通りのものであり、そしてそれがあいつなのだとしたら？


　武芸者としての強者ならば、グレンダンへと流れていく運命にあるのではないか？　ジャニスが手を貸し、リンテンスがそうなったように。この世界に強者を放置しておく余よ裕ゆうがあるとは思えない。だがあの少年はグレンダンにはいない。学園都市にいる。


　そしてあれほどの力を持ちながら、ツェルニがあの少年に肩かた入いれしている様子はない。


　全ての運命が、あれほど強力な手て駒ごまになり得る存在を放置している。


　そこに意味はあるのか、ないのか。


「まぁいいわ」


　先に切り捨てたのはニルフィリアだった。


「あいつの関わるこの世界がどうなろうと、知ったことじゃないもの」


「ツェルニがいるのにか？」


　唯ゆい一いつ気を許した様子の電子精霊を出し、おれはからかう。そうしながら、おれもまた心に浮かんだ疑問をかき消した。そうだ、どれだけ疑問に思おうと、もう遅いのだ。全てはおれの背後で起こることだ。振ふり返ることができたとしても、戻もどることができるとは限らない。そして、眼前の目標以外に目を奪うばわれれば、愚ぐ者しやはただの愚おろか者になる。


　少年のことをこれ以上気にしても仕方がない。それはおれの進むべき道の先にはいない。言うなれば、まさしくあの少年はおれの運命の外にいる。


　ならば、おれの運命にわずかなりとも姿を見せたニーナをどうするか？


「気になるのなら動けばいい。それだけか」


　この騒動で一時姿を消した狼面衆が再び姿を現わそうとしている。それを片付け、そしてあれをやる。最後にグレンダンにいるらしいサヤに会う。たいして聞きたいことがあるわけではないが、確かく認にんぐらいはしておきたい。


　それでもう、この世界でおれがやるべきことはない。


　女王の視線は自らの運命に苦く笑しようしているように見えた。おれの存在は彼女の運命にとってどういうものだったのか。あるいは奇き矯きような生を歩まざるを得ない自分たちを慰なぐさめ合ったつもりか。


　そんなぬるい性格とはとうてい思えないが。


「まぁいいさ」


　そしておれは去る。この世界でやるべきことは残り少ない。それをこなし、後は進むのみ。


　それだけだ。




　第三章　──混こん沌とんの獣けもの──
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　命が失われる。


　銃じゆう弾だんによって腹に空けられた穴からそれは急速に零こぼれ出る。


　痛みとともに吐き出されるなにかが腹部を空くう洞どうにし、立っていられなくなる。


　私は倒れる。そして命が零れ続ける。


　それは退たい屈くつさが失われるということでもある。


　命とは退屈さだ。私にとってはまさしくそうだ。


　ああ、これで解放されるのだ。


　私は安あん堵どした。命を惜おしむ気持ちはある。生への未練は存在する。だが同じように死に安息を感じている。これ以上、あの椅い子すに座り続けなくても良いのだという解放感がある。誰だれにも頼たよられぬまま、豪ごう華かな犬小屋に居続けなくても良いのだ。番犬以下という価値観から逃にげられるのだ。


　死へと向かいながら、私が生きている間に存在したあらゆるものが削そぎ落とされていくのを感じた。それは様々な経験への後こう悔かいであり、哀かなしみであり、落らく胆たんだった。


　自らの人生を悟さとった、あの幼いときの光景であり、それに抗あらがった日々であった。


　安堵の泥どろ沼ぬまへと沈しずみ込む中で、私の中のそういった様々なものが失われていき、体が軽くなる。しかしどれだけ軽くなろうと落ちていく感かん触しよくがなくなるわけではない。


　その中で私は、どうしてもなくならないものがあることを知った。
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　グレンダンでの戦いを尻しり目めに、おれは遂ついにここへとやってきた。あの戦いがあの世界の者にとって紡ぎ上げてきた運命の強度を試ためす出来事であるとすれば、おれにとっては最後の場へといたるための道を作るものだった。


　結局のところ、戦いのほぼ最終局面まで見ることになった。ニーナを助ける形ともなった。あいつを取り巻く運命の糸を奪い取ろうかとも思ったが、それを阻はばんだのは、やはりツェルニだった。


　それがはっきりとしたということでもある。


　ツェルニが、ニーナに期待を抱いだいているということだ。自らが紡ごうとする運命の鍵かぎを彼女に預けようとしている。あるいはすでに預けているか。あの戦いによって世界の流れが急速に動くというのであれば、もはややり直しの機会などありはすまい。


　どうしておれは、ニーナのことをここまで気にするのか？


　ただ偶ぐう然ぜんに会ったからか？　あいつが女だからか？


　違ちがうだろう。そこにある感情は、メイリンやシャーリー、レアンとはまた違うはずだ。


　おそらくそれは、あいつもまた自分が知らない場所でなにかを決められ、動かされているからだろう。おれという存在が自分のものではない怒いかりに突つき動かされるように。あいつもまた、あいつ自身になんの責もないことでなにかを決められ、動かされている。


　そこになにかを感じているのだろう。


　だがもう、そんなことを感じていたとしてもなにもしてやれることはない。


　おれは来てしまったのだ。


　おれの運命の最後の場所に。


　ゼロ領域に。


　混沌の世界がおれの眼前に広がる。
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　月がある。


　闇やみがある。


　そして混沌がある。


　なにもなく。全すべてがある。


　希望も絶望も全て全て。


　真実は己おのれの目の中にしかなく、真しん贋がんは夢の中のことでしかない。


　己の手にあるものの価値は己にしか決められず、心の充じゆう足そくは真実では果たされない。


　ではなにを望む？


　ではなにで満たす。


　怒りに満ちているがゆえに餓うえ渇かわき果てた己の欲よく望ぼうは、なにによって満たせばよいのか？





　さあ、なにを望む？





「おれの敵はどこだ？」


　混沌の問いかけにおれは答える。


　敵だ。敵こそが全てだ。





　いいや違う。





　混沌が否定する。


　お前は敵では満たされない。それは一時的なものでしかない。それは食事のようなものだ。一時の充足と快楽の後、全ては虚きよ無むに帰る。


　ならば女だ。


　メイリンだ。


　シャーリーだ。


　レアンだ。


　おれの手をすり抜ぬけていった女たちだ。





　いいや違う。





　混沌が否定する。


　女では満たされない。それは手に入らないがゆえに欲ほしいと感じただけのものだ。手に入ればそれで満足する。





　お前は混沌の獣だ。





　混沌が告げる。


　あらゆるものを我がものにしようと喰くらい尽つくす。だが、喰らえばそれは消化されるだけだ。失われていくものだ。残るのは尽きることのない飢き餓が感だ。





　お前には永遠の充足は存在しないのか？





　混沌の問いにおれは沈ちん黙もくする。


　ここは夜だけの世界。


　混沌の海に満たされた、偽にせ物ものばかりの世界。


　全ての望みが叶かない、そして全ての望みが裏切られる。


　オーロラ粒りゆう子し。欺ぎ瞞まんの種にして真実の蜜みつ。


　全ての原因。


　謎なぞ多き存在は人に見つけられたがゆえにその姿を現わし、そして見るもの全てに欺瞞の種を蒔まく。見るものによって姿を変える。これはそういう存在。


「そうか」


　おれは呟つぶやく。


　眼前にあるのは混沌、闇、そして夜。


　そして月。


　美しき少女は闇を引き連れて哄こう笑しようしている。


　月に向かって己を誇こ示じするかのように笑っている。


「そういうことか……」


　少女の、ニルフィリアの、あまりにも美しい笑い声を聞きながら、おれは一つ、得心が行った。


「お前ですらも無理か」


　オーロラ粒子。混沌。見る者によって姿を変える箱の中の負け犬。


　深しん奥おうを覗のぞき、奥深くに押し込められた欲望を暴あばき立て、そして眼前に晒さらすことがお前にできることだというのに、だというのに、お前にさえも、このおれの強ごう欲よくを満たすことはできないのか。





　おお、お前には安あん穏のんという言葉がない。平へい穏おんという概がい念ねんがない。休息の意味を履はき違え、安らぎに嫌けん悪おを抱く。故ゆえにお前は満たされるということを知らぬ。





「その通りだ」


　おれは頷うなずく。


　否定する意味さえもない混沌の言葉を、おれは肯こう定ていする。


　そうだおれは強欲の獣。ディクセリオ・マスケイン。


　満たされるという言葉を教えてもらったことはない。安心の意味を実感したことはない。世界は生と死で切り分けられ、憎ぞう悪おと殺意が雨となって降り注ぐ。


　奪うばうことだけを教えられ、奪われることを許さない。


　強欲と怒りの炎ほのおを燃やし、そしてその燃料として全てを消費していく。


　ディクセリオ・マスケインとは、そういう、どうしようもない生き物だということだ。





　そう、だからおれには、こういうものが相応ふさわしい。


　おれの周囲に突とつ如じよとして手が現われた。それは、おれにとってとてもなじみ深い、瘦やせ枯かれ果てた長い手だ。


　メイリン。


　おれの手をすり抜け、しかしおれに全てを壊こわされてしまった女の憎悪の手が首にかかる。明確におれを破は壊かいせんと、縊くびり殺そうと指に力を込こめてくる。


　ようやく、ここまで辿たどり着いたのだ。伸のばしても伸ばしてもおれの首に手をかけるだけしかできなかった死者の手が、ようやく復ふく讐しゆうの念を実現できる場所に、おれは辿り着いた。


　ここはそういう場所だ。


　ゼロ領域。


　オーロラ粒子の満ちる、混こん沌とんの海。


　おれの全てを暴き立て、そして為なす術すべもなかった全ての原因。


　より憎悪に反応して生まれた無数の手がおれを縛しばる。


　おれを絞しめる。


　首の骨が上げる悲鳴をおれは聞く。全身に伝わる鈍にぶい軋きしみは、着実におれを破壊しようとしている。


　全ての腕うでが細く、乾かわき、やせ細っている。


　ああ、見覚えがある。


　これはメイリンの手だ。間違いない。


　おれを絞める手は首だけに伸ばされているのではない。腕、足、その手で摑つかめるあらゆる場所を摑んでいる。握にぎりしめ、骨を砕くだき、肉を毟むしろうとしている。


　おれの知っているメイリンならば、こんな力はない。


　それは現実の握あく力りよくではない。ここは世界を隔へだてる壁かべの内部にして、観測者の願望によってあらゆる物に姿を変える混沌が満たされた空間。


　メイリンの放つ思念によって影えい響きようを受けて、混沌がこの手を作っている。都市の放ほう浪ろうするあの世界では、おれを殺すまいとし、そして自らの手が届く場所ではおれを縊り殺そうとしている。


　いまこそ彼女の憎悪が完結のときを迎むかえている。そういうことなのだろう。誰だれの手にも殺させない。その苦しみのみを存分に与あたえ、そして自らの手で殺す。それこそがメイリンの望む復讐の形であったに違いない。


　このまま殺されてやっても良いのではないか？


　そんな思いが駆かけ回る。


　メイリンが望むのならば、それでも良いのではないか。


　なぜなら、おれはメイリンを愛しているからだ。首を絞められているいまだからこそ実感できる。この憎悪すらも愛いとおしく感じられる。彼女に存在するあらゆるものをおれの手に収めることこそが、おれの強欲なのだろうとさえ思えてくる。


　おれを取り巻く破は滅めつ的な雰ふん囲い気きが、よりいっそう濃こくなったように思えた。おそらく、それは気のせいではないだろう。おれのどこかにある破滅を望む気持ちに、混沌が反応しているのだ。


　それこそがお前の安穏かと、問うているのだ。


　お前の望む強欲の果てにあるのは、自じ滅めつかと。己の業ごうの深さゆえに、その業の炎によって焼かれることこそが望みかと。


　そうなのかもしれない。


　おれを取り巻く炎は、火神を奪ったことによって生まれた混沌を焼く炎は、メイリンの憎悪の手を焼かない。あるいは焼けることも厭いとわず、あるいは焼けるよりもより多くの憎悪を注ぎ込みおれを絞める。


　そこに存在する自滅への流れはおれに甘い誘ゆう惑わくを垂れ流す。このまま死ねと囁ささやく。それこそがお前にとって最上の幸福だと。


　炎の勢いが緩ゆるむ。手に込こめられた力が増す。骨が軋み、肉に指が食い込む。その痛みを感じながら、おれはどこともしれぬ場所に落ちていく。


　それは感覚だけのことか。月はいつまでもすぐ側そばにあり、そして闇やみの少女の姿が遠とお退のくこともない。


　取り戻もどした力を哄笑とともに荒あれ狂くるわせていたニルフィリアが、口を閉とざした。なにもないと思えばなにもない。しかし世界を暗くら闇やみ一色には染めないこの空間で、ニルフィリア自身は眩まばゆいほどにその存在を主張し、そして、それ故に周囲に引き連れた闇の濃さをも浮うき彫ぼりにしている。


　その目がおれを見下ろしている。


　その視線に込められた問いを、おれは全身で受けた。憎悪の手で死の淵ふちへと押し込まれようとしているおれは、そこに存在する甘美な誘惑に溺おぼれつつありながら、その視線を見み逃のがすことができなかった。


　それはこの世界でのニルフィリアの存在力が高いことを示している。


　見逃すことを許さず、目を離はなすことを許さない。己おのれの美を誇示し、己の魔ま性しようを輝かがやかせ、蠱こ惑わくの唇くちびるに冷れい笑しようを浮かべ、おれを見ている。


　見下ろしている。


　ここで終わるのかと見物している。


　それは、虫の死に様を楽しげに見守っているような雰囲気があった。無む邪じや気きで冷れい酷こくな子供の目のようでもあった。


　お互たがい、目的のために利用しあっていただけだ。そういう意味では、おれの内部にいるヴェルゼンハイムと同じ関係でもある。進んだ結果、同じ場所に辿り着くというだけであり、利用はしても心を許しているわけではない。助け合いにはあからさまな利益が付きまとい、それ以外では関かかわることはない。


　ニルフィリアにとって、おれの利用価値はすでに失うせているのかもしれない。


　しかし、あいつにとっての利用価値が失われたからと、おれが死んでやる理由はない。おれたちの間にそんな関係はない。


　あったとしても、そんな結末をおれの怒いかりが許すはずもない。


　そうだ、怒りだ。これこそがおれの運命だ。おれを突つき動かし、おれを止やめさせはしない。おれに諦あきらめを与えない。おれに安息を与えない。平穏という言葉を教えない。


　おれがここで止とどまることはない。


　終わることはない。


　たとえ終わりをもたらそうとするものがメイリンであろうとも。


　終われたのなら、もっと早くにそうできたはずだ。


　メイリンから伸びた手はおれを絞め続ける。圧し続ける。ゼロ領域という、意識が世界に反映されるこの場所で、おれは痛みを感じ続けている。死を望まれ、痛みを望まれ、苦しみを望まれている。


「メイリン」


　おれは名を呼ぶ。だが、無数の彼女の手はそれに応こたえない。ただ無音の憎悪をおれに浴びせ続ける。ついにこの刻ときが来たと歓かん喜きの波動が震ふるえている。


　このまま殺されても良いか。


　そういう気持ちもある。


　長い時間をかけて、メイリンが初めておれに感情を見せたあの場面をやり直している。このときのために、おれはこの場にやって来たのではないかと思えるほどに、いまのこの状じよう況きようが納なつ得とくできてしまう。


　おれがメイリンになにを求めていたのか。強欲都市にいた頃ころのおれが、女という生き物になにを求めていたのか。その答えが近づいているような気がする。


　だがそんなことはメイリンにはどうでもいいことなのだ。彼女はただおれを憎悪する。それはおれの強欲に焼かれたものの正当な権利であり、そしておれはそれを踏ふみにじり続けた。


　もはや、メイリンの手に込められているものが彼女個人のものなのか、それとも強欲都市の住民たちの怨おん念ねんが集結したものなのか、判然としない。


　死という誘惑が甘かん美びにおれに迫せまる。


　だが、それに飲まれるわけにはいかない。


　それもまたわかっている。


　これは罠わななのだ。


　おれの、メイリンへの、自分でさえもうまく説明できない執しゆう着ちやくを利用した狼ろう面めん衆、あるいはその裏にいる者たちが仕し掛かけた罠だ。おれが復讐に動くとわかったときから用意されていた罠だ。


　執着するメイリンにならば殺されても良いと思うかもしれないと、仕掛けられた。脆ぜい弱じやくなメイリンがあちら側の世界でおれを殺すのは不可能だとしても、こちらではそれが可能だ。思念が現実化する場所でならば、より強い想おもいを持つ者が勝つ。そしてメイリンの憎悪を前にして、おれが死の誘惑に傾かたむくことさえも計算に入れられている。


　心の弱い者は、ここでは溶とけて消えるしかない。


　つまりは罠だ。


「飲まれてやるわけには、いかんな」


　おれは呟つぶやいた。この世界で声にどれほどの意味があるのか。それが音となって空間に響ひびいているのか、よくわからない。だが言葉に込めた意思はおれを摑み、絞め、引きちぎろうとする無数の手に伝わる。


　返ってくるのは、怒りだ。


　そんな勝手が許されるかと。


　お前がどれだけの死を生んだのか。どれだけの不幸を生んだのか。どれだけの憎ぞう悪おを生んだのか。


　身をもって知れと、手にこもる力が強まる。


「いかないんだよ」


　おれの内には哀かなしみがあった。そしてそれをおれの中に溶けたはずのじいさんや親おや父じ、兄貴たち、マスケインの一族が笑う。


　お前は化け物だと笑う。


　怪かい物ぶつだと笑う。


　善悪もなく、ただ恣ほしいままにし続けた貴様がなんのために哀しむのかと笑う。


　それがお前の意思だろうと笑う。


　ああそうだ。おれは肯こう定ていする。


　そこに後こう悔かいはない。過去に未練はない。こうであればよかったという想いはない。おれはおれであり、おれであり続けた。ただその結果が目の前にあるだけだ。


　餓うえ果てた獣けものとしておれはこの世に産み落とされ、そして餓え果てたまま生を進む。


「ああ……」


　狂きよう奔ほんする憎悪がおれを包む中で、おれは気付いた。手は数を増し、もはやおれを摑んでいない場所がない。おれは憎悪の手、メイリンの手に包まれている。視界の全すべて、触しよつ覚かくの全てがメイリンで総すべられている。


　おれは気付いた。この状態がおれの望むものだったか？


　じいさんも見せていた女に対しての貪どん欲よくさ。いや、マスケイン一族全体が女に対しては異常な執着を見せていた。それは、人間という形でありながら決して人間ではない自分たちの、生命としての根源を求める行こう為いだったのか。


「無む駄だな望みか」


　しかし我らは強ごう欲よくの一族、マスケイン一族。手に入らないとわかっていたとしても望む。望むことこそが自分たちの存在証明と奪うばい続ける。怒り、奪い、貪むさぼり喰くらう。それがこのおれ、ディクセリオ・マスケイン、だ。


　ならば、死んでやるのはおれではない。


　それは与あたえる行為だから。


「悪いな」


　謝罪にもならない言葉を吐はく。


「その憎悪もおれがもらう」


　言葉に、メイリンの手が圧あつ迫ぱくを加えてくる。だがもはや、おれは彼女の、あるいは彼女たちの憎悪によってなにも感じることはなかった。体が痛みを訴うつたえることもなく、死の誘惑ももはや遠い。


　おれの牙きばを向ける先はもはや決まっている。


　おれの周囲でいつの間にかなりを潜ひそめていた炎ほのおが蘇よみがえった。それはメイリンの手を焼き、押し縮められていたおれの空間を広げる。


　憎悪がその色を変化させようとしている。月光に染められたゼロ領域の蒼あおい闇の中で、炎に炙あぶられた憎悪は恐きよう怖ふを滲にじませ、その濃のう度どを増していく。


　ゼロ領域が、そこに満ちた混こん沌とんがおれに囁いたではないか。





『あらゆるものを我がものにしようと喰くらい尽つくす。だが、喰らえばそれは消化されるだけだ。失われていくものだ。残るのは尽きることのない飢き餓が感だ』





　たとえおれの求めたものが女たちから与えられようと、それに満足することはできないのだ。





『おお、お前には安あん穏のんという言葉がない。平へい穏おんという概がい念ねんがない。休息の意味を履はき違ちがえ、安らぎに嫌けん悪おを抱いだく。故ゆえにお前は満たされるということを知らぬ』





　そうだおれは、本当にそれを手にしたとしても満足はできない。女たちに求めていたもの？　それをおれは手に入れていたではないか。シャーリーがおれに与え続けてくれていたではないか。しかしおれは変わることができなかった。母性による安穏と平穏を確かに手に入れていたというのに、それに満足せず、餓え果てた獣のままだったではないか。


　強欲を求め、怒りを発し続ける。それを抑おさえることができない。変えることができない。安息と平和という言葉の意味を理解できたとしても、肌はだがそれを拒きよ否ひする。そしてその二つの言葉が正しいとわかっていても、拒こばむ体質を、本質を変えることはできなかった。


　おれが、あまりにおれであろうとしたからか？


　それこそがおれをおれたらしめる核かくだからか。


　強欲、そして怒り、おれを発生させた死者の妄もう念ねんがそれであり、それを失えばおれがおれでなくなるからか。性格的な、人格的な問題ではなく、肉体的に、存在的に存在できなくなるからか。本能的な危機回かい避ひとして、おれはその二つを受け入れることができないのか。


　だとすればおれという存在には救いがない。本質的に、人類社会では生きられない。


　しかし人間の形を持って人間として生きていくしかない。自律型移動都市という閉へい塞そくした世界では、汚お染せん物質が荒あれ狂くるう外界で生きていけない以上、人類としてか、あるいは人類の付属物としてしか、生命体が生きていく術すべはない。


　おれという存在そのものが、おれに幸福を享きよう受じゆさせる選せん択たく肢しを与えない。


　いまさら、それに気付いた。


　だから哄わ笑らう。


　こうなるべくしてこうなる運命だったのだ。


　誰だれがそれを望んだ？　誰がそれを望んだ末にこうなった？　メイリンの憎悪を喰らいながら思う。ヴェルゼンハイムが喰らい、そのヴェルゼンハイムをおれが喰らった末に手に入れたこの炎でメイリンの憎悪を喰らう。


　そうしながら、考える。


　おれの運命を紡つむいだのは誰だ？　それこそが、本当におれが屠ほふるべき敵か？


　おれを生み出した死者か？　しかしそれはすでに死んでいる。あるいは想念だけとなり、マスケイン一族となってすでにおれの胃い袋ぶくろの中だ。


　いいや、そいつではないはずだ。もっと奥だ。もっと奥。


　しかしその前に……


　空くう虚きよがおれの胸を、刹せつ那なの間、支配した。


　だがすぐにその空虚を怒いかりが埋うめ尽くす。炎が溢あふれ出す。メイリンの憎悪を乗せ、おれの怒りを反映し、炎はニルフィリアの闇やみを押しのけるようにして荒れ狂い、真しん紅くをゼロ領域で輝かがやかせる。


「さあ、お前たちの罠は破ったぞ」


　おれは叫さけぶ。音声は無為に散り、しかし意思はゼロ領域に波は紋もんを生む。おれが生き残ったことにニルフィリアは不敵な笑えみを向ける。そのまま死ねば幸せだったのにとでも言うのか？　確かにそうかもしれない。しかし怒りは、そんな幸福を、死と引き替かえにした安息さえも拒む。そこでしかおれの心が落ち着く場所はないというのに、夢の中で見た春光を浴びる午ご睡すいはあり得ないというのに、おれは拒否した。


　いかなる激痛、いかなる苦痛、いかなる恥ち辱じよくがあろうとも、おれはこの世界で生き、そして生きる場所で怒りを発はつ露ろしなくてはならない。


　おれは繰くり返し、叫ぶ。


「出てこないのならば、食い破るぞ」


　ニルフィリアがおれの隣となりに移動してくる。その手がおれの手を取る。感じた瞬しゆん間かん、世界が変化した。思念は距きよ離りを超ちよう越えつする。時間を超越する。


　久方ぶりのようにさえ感じる足あし下もとの感かん触しよく。そして己おのれの体重。自らの足で世界に立っている。


　視界に広がるのは、あの世界で見れば青く空に浮うき上がったもの、そしていまは灰色一色の荒こう涼りようとした光景。


「月の上か」


「もうだいぶ綻ほころんでいるけれど、縛ばくはまだ生きている。そしてここは、奴やつらにとって大切なものが安置されている場所でもある。だから、ここまで来なければ……」


　ニルフィリアの言葉は地鳴りによって止められた。激しい鳴動は月そのものが震ふるえていることを示していた。


　あちら側の世界で、グレンダンを覆おおった異形、それを取り逃のがしたことで月の存在意義、その能力は大きく揺ゆらいでいる。だがそれは、全てを、この内部に存在する拘こう束そくしておきたい者ども全てに自由を与えたわけではない。ここにはまだいるのだ。


　あの異形と同じものが。


　月面に地割れが走る。荒あら々あらしい線は即そく座ざに二つに分かれ、さらに砕くだけていく。


　砕けながら、それが姿を現わす。


「月の内部に拘束されたイグナシス、それに忠誠を誓ちかい、守り続けるナノセルロイドという兵。さて、これの名前はカリバーン、だったかしら？」


　カリバーン。


　だが、その名前が想像させる姿からは大きく乖かい離りしたものが、眼前に晒さらされる。


　それに臆おくする理由はない。


　わかりやすい敵が現われてくれた。


　その喜びが全身を駆かけ巡めぐる。手には鉄てつ鞭べん。ニルフィリアの闇を練り固めた武器を手に、おれは月の重力を蹴けって飛ひ翔しようした。





　　　　†




　その姿は異形の一言で片付けられる。


　だが、汚お染せん獣じゆう的でもある。


　岩のようでありながら、泡あわのごとくに膨ふくらみ弾はじけ増ぞう殖しよくする肌。世界を支える柱の如ごとき四し肢しにそれを支える無数の副ふく脚きやく。背中には唯ゆい一いつ優美さを主張する翼つばさが生え、一ひと振ふりごとに羽根が散り、ゼロ領域の光と溶とける。長い首。その先にある長い顎あごには無数の牙が整然と並び、六対ついの巨きよ大だいな瞳ひとみと無数の小さな瞳が七色の光を放つ。


　月面を支配するが如き巨大さはおれがいままで見てきた汚お染せん獣じゆうを圧あつ倒とうする。グレンダンを覆った、こいつと同類のはずの怪かい物ぶつさえもかわいく思える。


「あなたの手に入れた火神のオリジナルよ。周囲にあるオーロラ粒りゆう子しを吸収しているからいくらだって大きくなるし、いくらだって増殖する」


「そいつは厄やつ介かいだ」


　おれとこいつの質量差は遠近感を破は壊かいする。おれは頭かぶりを振ふってその錯さつ覚かくを振り切る。ニルフィリアの涼すずやかな声を聞きながら、おれは飛翔した。


　炎と雷かみなりを引き連れ、闇を手にカリバーンの頭上を取らんと跳とぶ。だが、絶望的なまでの体積差では、それはまさしく愚おろかな行為だった。跳ちよう躍やく力に問題はない。しかしその距離を跳ぶ間、向こうが待ってくれるわけもない。


　無数の瞳が矮わい小しようなおれを捕とらえた。その大顎が開かれる。鈍どん重じゆうに思えるのはあまりにも巨大だからだ。実際には驚おどろくほどに速い。首だけの動作で、おれの世界は瞬時に奴の口内に変化した。体格差が幸いしたか、牙に引っかけられることはなかった。口内の上じよう顎がく部分を蹴って、飛翔を停止。湿しめり気のない弾だん力りよくばかりの粘ねん膜まくは、そこに生命の気配を感じさせない。


「はっ！」


　自身を笑う。笑いながら興奮と昂こう揚ようが体に熱を与える。火神の炎が激しく渦うずを巻く。おれは上顎の天てん井じようを蹴った勢いのまま落下。鉄てつ鞭べんを振り下ろす。下顎の厚さだけでも十数メルトルはあっただろう。それを打ち抜ぬき、外界へと脱だつ出しゆつする。


　カリバーンは下顎に穴を穿うがたれても痛みに悶もだえることも怒りを吠ほえることもなく、己の口内から脱出した小さなものに胸むな元もとにある副脚を伸のばす。無数の副脚は節足動物のそれであり、おれに向けて伸ばされたそれは無数に節を増やし、複雑な動きと長さを実現する。それは迫せまる針の山だ。おれは衝しよう剄けいを放って針の山を砕き、その反動を利用して退たい避ひの速度を上げる。


　回転しながら月面に着地。さらに追いすがる副脚の爆ばく撃げきを回避する。


　駆ける。物理的に考えればあの巨きよ体たいを支える筋力は、触ふれただけでおれの肉体を爆散させる威い力りよくがあるはずだ。副脚一つ一つが必殺の威力を込こめている。一つとして触れるわけにはいかない。


　一方で、ニルフィリアはその場に立ったまま闇を展開。ゼロ領域の蒼あおい闇を押しのけ、世界を漆しつ黒こくに染めつつ、カリバーンを覆い尽つくそうとする。副脚が降り注ぐ巨布を払はらうかのように動くが、闇はその先せん端たんを音もなく破壊、無形の生物がカリバーンの巨きよ軀くを喰くらわんとするかの如き光景が広がろうとする。


　カリバーンの翼が、空を叩たたく。


　衝しよう撃げき波はがおれを襲おそい、火神の炎ほのおが真紅の壁かべとなっておれを守る。闇は打ち払われ、オーロラの空間でちりぢりになる。


　震える真紅の壁を、おれは自ら打ち破り、疾しつ走そうを再開する。弱点などないと考えるべきか。この極大の体軀を見み渡わたしきるのは殺しきるのと同じだけの時間が必要となるのではないか。そういう疑問。愚かさへの自じ嘲ちようが胸に清すが々すがしい風を呼ぶ。


　このときこそ愚ぐ者しやたれ。己の内側でそんな声がする。それは誰のものでもない。おれの声だ。


　再び跳ぶ。カリバーンの左側面へと回り込んでいたおれに、大顎は届かない。無数の副脚がおれを追う。それを跳び越こえる。上空にある翼が再び打ち払われようとする。だがそれは、飛散したはずの闇が再集結し、粘ねん液えきのごとく翼にまとわりつくことで防がれる。


　空中に躍おどり出たおれは、闇に取り付かれて動きの鈍のろくなった翼を頭上に置き、鉄てつ鞭べんを振り上げる。振り上げ、振り下ろす。ただそれだけの動作。


　しかしそれが愚者の一いち撃げきと化す。雷らい光こうを纏まとい、紅ぐ蓮れんの炎を撒まき、闇色の鉄てつ鞭べんはカリバーンの現われて弾ける泡のような岩いわ肌はだに食い込む。衝しよう撃げきがゼロ領域にオーロラの波紋を走らせる。打撃が無形の杭くいのごとくカリバーンの外皮を突つき抜け、内部に浸しん透とうする。打撃が爆ばく発はつする。


　その手て応ごたえは、カリバーンの、眼前に聳そびえる壁の如き体を大きく震わせるという結果しか見せない。岩肌にいくつかのひびが走り、そこから粉のようなものが吐はき出される。湿り気を感じないその体には、血液や体液のようなものが存在しないのかもしれない。だとすればこの粉のようなものがそれに相当するのか。


　吹ふき出した粉ふん塵じんはオーロラと溶けて消えていく。


　その結果はおれに絶望的な気分を与あたえる。戦いの先に存在する気の遠くなるような時間を想像させる。


　だが、心の折れる音は聞こえない。


　たかが一撃。この程度で終えられる程度であってもらいたくはない。胸の内で溜たまり続け、燃え切らなかった怒りはまだまだある。それは溜まり続け、いままさに発散され続け、そしてまた蓄ちく積せきされ続けている。


　敵は質量。数は無限。オーロラ粒子を餌えさに無限に増え続ける。


　ならばおれの怒りもまた、無限。


　これは死者に群がる蠅はえを叩くような行こう為いだ。眼前の敵が巨大だから勘かん違ちがいをしているだけだ。


　頭上で破は裂れつするような音。翼が闇の縛から逃れた。その衝撃波が降り注ぐ。火神の炎がそれを防ぐ。波打つ炎の幕を見上げ、おれは後退。刹那の後に、おれがいた場所が副脚の森となる。


　さらに追ってくる副脚による刺し突とつの群れを鉄てつ鞭べんでいなす。それは無意味な行為でもある。敷しき詰つめられたかの如き先端の群れにおれの体のあちこちで穴が空く。肩かたの肉が抉えぐれ、脇わき腹ばらを風が抜けていく。肺に血液が満ちる。膝ひざの割れる音があちこちの穴から抜けていく。


　血が熱く迸ほとばしる。しかしそれは、すぐに消える。メイリンの憎ぞう悪おがそうしたのか？


　いや……


　おれは考えを改める。


　ここはもはや、おれの知る世界ではない。想念の支配する世界。簡単に希望を絶望に変え、人の愚かさを笑う世界。ゼロ領域。


　おれの心が折れない限り死ぬことはなく。そして心が折れれば肉体の有う無むにかかわらずオーロラの塵ちりとなる。


　ならば相手の巨大さに意味はない。


　穴を穿たれながら副脚からさらに退避。死なないにしても捕らわれたままは都合が悪い。延々と伸びるそれらを鉄てつ鞭べんで薙なぎ払い、追い払い、体勢を整え直す。火神の炎が荒あれ狂くるい、副脚を焼き払う。


　その最中にも、ニルフィリアは動いている。闇やみを払った翼は、そこにのみ存在した白々とした美しさを損そこなっていた。羽根が抜け落ち、また朽くちていた。各所で骨が覗のぞき、ただれた肉片のようなものが垂れ下がっている。


　修復が行われていないのか？


　いや、払われたように見える闇がいまだに付着し、そこから侵しん蝕しよくを行っている。群れで行動する原生生物の奇き怪かいな捕ほ食しよく行動のごとく、カリバーンを侵蝕している。


　カリバーンが吠える。太く長い首を振り回す。荒れ狂う破壊に、ニルフィリアが初めて動く。跳躍する。重さがないかの如き動きは、幼児がトランポリンで跳はねているかのようであり、闇色の少女の笑えみは小動物をいたぶるそれであった。


　迫る副脚を追い払い、位置取りの攻こう防ぼうを行いながら、おれはニルフィリアの戦い方を眺ながめていた。


　ニルフィリアの周囲は、霧きり状じようとなった闇に包まれている。その中で彼女の白い肌がひどく際きわだっている。黒い衣い装しよう、黒い髪かみが闇と同化するように、その端はしを曖あい昧まいとしている。それは彼女の使し役えきする闇と同化しているということだろう。彼女は闇を従えるとともに、闇であるのだ。闇の美しさを誇ほこり、魔ま性しようの美を描えがく。そのための残ざん酷こくさであり、加か虐ぎやく的であるのだ。


　戦い方にそう出ている。


　カリバーンは侵蝕する闇にたいして、侵蝕部分の破は棄きという手段に出た。巨軀のあちこちで爆発が起こり、岩石ほどの外皮と肉につ塊かいが粉塵に包まれながら廃棄される。無限の質量を持つのであれば、その行為は痛打とはならない。正しい防衛行動だ。


　だがその瞬しゆん間かん、破棄部分で侵しん攻こうしていた闇の侵蝕速度が爆発的に増大し、塊かたまりが黒一色に染まる。黒こつ塊かいとなったそれが再び爆発。それは形態の変化だ。黒い蛇へびに似たものがそこから無数に生まれる。それらはカリバーン本体に細い牙きばを打ち立てると、そこから再び遅ち々ちとした侵蝕が始まる。


　続けざまに起こる爆発除去に、やはり闇は同じことを繰くり返す。カリバーンの周囲を濛もう々もうとした粉塵が覆おおい、その中で黒が斑まだらに跳ちよう梁りようする。


　ニルフィリアによる闇の侵攻、その速度の違いは、破棄されたがゆえに抵てい抗こう力が失われたために起こる緩かん急きゆうなのか、それともニルフィリアの加虐嗜し好こうに彩いろどられた復ふく讐しゆう心の起こす稚ち気きなのか。


　それは別として、おれはニルフィリアの動きに着目する。カリバーンの副脚による刺突を、首による薙ぎ払いを、翼による衝撃波の波は濤とうを、まるで舞まうように、宙で転がるように回かい避ひする。時には姿を消し、思わぬ場所から現われもする。


　それは大地に束そく縛ばくされた者にはできない戦い方だ。想念が全すべてを支配し、物の道理に意味がないとわかっていても、そう簡単に振り切ることはできない。おれの戦いは大地のある場所で磨みがかれ、その定義の下もとで成長してきた。肉体の動きは、どうしてもそれを基点としてしまっている。


　だがあれこそが、ゼロ領域での正しい戦い方なのだろう。


　究極をいえば相手の想念を完かん膚ぷ無なきまでに粉ふん砕さいすることこそがこの世界での戦い方だ。だがそれも、このカリバーンが機械であるのなら通用しないのかもしれない。


「結局は元の位置に戻もどる……か」


　おれは結論づける。


　しかし、ニルフィリアの戦い方に参考になるべきものがなにもないわけでもない。


　特に移動に関しては。


　この月面に移動したときもそうだ。あれは、ニルフィリア独自の力というわけではない。このゼロ領域を生息地とするのならば、ごく当たり前の行動でしかないはずだ。


　行きたい場所に行きたいように行く。


　それも瞬時に。


　オーロラ粒りゆう子しがそれを実現させる。


　おれは念じる。


　瞬間、おれはその場所に到とう達たつした。カリバーンの頭上。溶とけたように崩くずれる翼つばさが眼下にある。思ったよりも高い場所にいることにやや戸と惑まどいながら、おれは鉄てつ鞭べんを振ふり上げる。落下の速度に衝しよう剄けいを加える。さらに念じる。速度を念じる。真なる雷光の速度を求める。炎の苛か烈れつさを求める。愚者の一撃を求める。


　視界が溶けた。肉体が限界を超こえる。だが鉄てつ鞭べんを振り下ろす動作に遅ち滞たいはない。肉体の動きに支障はない。


　翼の付け根部分。どうしても外皮が薄うすくなるだろう場所に鉄てつ鞭べんを振り下ろす。衝撃が巨体を突き抜けて行く。外皮が爆散する。血ち煙けむりの代わりに粉ふん煙えんが舞い、吹き飛ばされていく。


　カリバーンの背が反り返る。それを目にしながら退避。おれの体はニルフィリアの側そばにあった。


　またも望まぬ位置におれは顔をしかめる。


「学習する能力はあるようね。感心」


　ニルフィリアの笑み。


「だけど気をつけなさいな。カリバーンにその能力は実現できないけれど、あれのオーロラ粒子をエネルギー化する能力は、あなたがいまやったような能力を遠ざける。無理にそれで近づこうとすれば、逆に身を削けずることになる。この世界にあっても、あれを殺しきろうと思えば純じゆん粋すいな物理力でしか実現できない。向こうに心なんてものはない。あるのはオーロラ粒子を利用して欠片かけらからでも再生できる無む尽じん蔵ぞうのしぶとさ」


「なるほどな」


　それは厄やつ介かいだと続けようとして跳とぶ。想念による瞬間移動を考えるよりも先に跳ちよう躍やくしていた。まだまだ反射レベルでは行えない。


　足あし下もとをカリバーンの首が行き過ぎるのを見ながら、おれは考える。


　さきほどのニルフィリアの言葉、それは奴やつがほぼ死ぬことはないということを示していないか？


　困難を臆おくする気持ちはないが、面めん倒どうだとは思う。そして面倒と思う気持ちが、やがて心折れる契けい機きになる可能性はある。


　早い段階で、もう少しマシな手応えは手に入れたい。泥どろ沼ぬまの様相を呈ていしようとかまわない。だが、最後にその泥沼から這はい出てくるのはおれでなければならない。


「やり続けるしかないわけだが」


　呟つぶやき、おれは眼下にある首に愚ぐ者しやの一撃を落とす。いかに速いとはいえ、その巨きよ大だいさを覆くつがえせるわけではない。おれの一撃は外皮を砕くだき肉を貫つらぬき、骨に達する。反動で震ふるえる鉄てつ鞭べんの感かん触しよくは腕うでに伝でん播ぱし痛みとなる。


　その痛みを無視し、火神の炎ほのおをさらけ出した内部に叩たたきつける。同じ、オーロラ粒子を糧かてにして燃える炎だ。紅蓮の舌は内部を焼き、修復へ向かおうとする動きを阻そ害がいする。





　通じる。そこに手応えがあった。炎は首の一ひと振ふりによって押し返され、結局は傷を埋うめられたが、有効であるという実証はされた。


　ならばあとは、より有効な攻こう撃げきをしてみせれば良いだけの話だ。


　カリバーンが逆ぎやく襲しゆうに転じる。首に意識を集中しすぎた。副ふく脚きやくがすでにすぐそこにある。回避行動をしつつ、想念による瞬間移動を試みる。


　できない。


「ちっ」


　それが、迫せまる副脚によって周囲のオーロラ粒子を占せん有ゆうされてしまったからだとわかったときには遅おそい。刺突の雨は薙ぎ払はらいきれるものではない。再び体中に穴が空く。衝しよう剄けいをばらまいて副脚を折るが、折れたものが自律的に動き、おれの体を縛しばろうとする。


　力任せに引きはがす。自身の肉や骨、そして内臓を道連れにする行為だったがかまうわけにはいかない。激痛による絶ぜつ叫きようを喉のどから迸らせても、腕はその行為を止めない。


　脱だつ出しゆつはできた。だが左腕がほぼ千ち切ぎれかけ、そして腹にも巨大な裂さけ目ができ、内臓が溢あふれ出す。痛みが全身を突つき抜ぬける。絶叫を上げようにも横おう隔かく膜まくが裂けてそれもできなくなる。副脚が引き抜かれる寸前にまるで棘とげのような、あるいは釣つり針のような返しを生み出し抵抗したからだ。


　傷そのものは即そく座ざに回復する。だがこの、相手に痛みを与あたえようとするやり方におれの怒いかりがさらに燃え上がる。


「これで心を折ろうって考えか」


　心が折れない限り、いかなる手段を講じようと死ぬことはない。故ゆえに心を折る策を向こうも考えてきた。単純な死よりも後に響ひびく痛みを与えようという考えだ。


　策を弄ろうする思考があることに驚おどろくことはない。奴らはすでに、メイリンという罠わなを仕し掛かけていたのだ。それぐらいはやるだろう。


　だが、怒りが燃えた。炎が勢いを増す。ゼロ領域の闇をおれの視界から押しのける。全てを紅ぐ蓮れんに染め抜く。


　カリバーンが吠ほえる。それがおれには嘲ちよう弄ろうと取れた。


「少し頭を冷やしなさいな」


　ニルフィリアの言葉が耳元で囁ささやかれる。だが、姿は側にはない。闇はいまもカリバーンの頭上にあり、侵蝕を続けている。声だけをおれに届けたのか。


「あなたはせいぜい、あいつと一いつ緒しよに踊おどっていればいいのだから」


　その言葉で彼女の考えが知れた。おれとカリバーンが消しよう耗もう戦を演じる中で、ニルフィリアは徐じよ々じよにあの巨きよ軀くの体積を削っていく。そういう手順か。


　それは有効だ。


「だが舐なめられるのは性に合わん」


　ここであいつと一歩でも距きよ離りを空ければ、おれが痛みに屈くつしたと思われる。


　それは屈くつ辱じよくだ。


　ここは一歩を踏ふみ出す場所だ。


　鉄てつ鞭べんを振り上げる。やるならやれば良いという構え。爆はぜ上がる炎が鉄てつ鞭べんに絡からみつき、雷らい光こうが周囲で弾はじける。


　剄けいが、そして想念がおれに力を注ぐ。武芸者に宿る剄けい脈みやくというものがそもそもナノセルロイドとやらや火神の炎と同じくオーロラ粒子に対応するものであるならば、この場所でならばより活発に動いているはずだ。


　まだ行けるはずだ。


　もっともっと行けるはずだ。


　機能として、そして想念として、この空間に満ちるオーロラ粒子の全てを喰くらい、おれは一個の力として駆かけることができるはずだ。


　それがおれにはできるのだ。


　それは、愚者にして強ごう欲よくたるおれにしかできないことだ。


　流れを感じた。オーロラ粒子の流れだ。おれの求めに応じて流れ込んでくる。カリバーンも迫る。副脚による刺し突とつの嵐あらし。火神の炎が荒あれ狂くるい、近づくよりも先に焼き払う。それをくぐり抜けた幾いく本ほんかが焼け溶けた先せん端たんで貫く。


　熱傷と刺傷が脳で爆ぜる。


　だが知らぬ。踏みとどまる。力を受け入れ続ける。体を貫いた副脚はそれにとどまらず、おれに集まるオーロラ粒子を吸収しようとする。だが、高こう濃のう度どのそれは副脚という容積では対応しきれないのか、膨ぼう張ちようし、崩れていく。おれの体はそれによってまた引き裂け、そして瞬しゆん時じに治ち癒ゆされていく。


　副脚による刺突が止まったわけではない。それは続く、そして繰くり返されていく。壊こわれ、治り、そして壊れて治る。


　繰り返す中でおれは粒子を食い続ける。力を貯ため続ける。幾たびもの死がおれの中で繰り返され、そして生へと帰き還かんする。


　副脚ではどうにもならないと判断したか、カリバーン本体が首をもたげ、顎あごを開いて襲おそいかかる。太い四し肢しが月を揺ゆらして前進する。


　その刻ときを待っていた。


　貯め込み続けた力を解き放つ。月を蹴ける。火神の炎が破は裂れつする。全てがおれの勢いを後押しし、おれは速度へと沈しずむ。


　雷光すらも置き去りにし、おれは疾しつ走そうする。


　駆ける速度も振り下ろす速度も全てがおれの認にん識しき外。思考は光に溶け、感覚は飛散する。かつて体験したことのない速度がおれを取り巻いている。意識も肉体も全てが置き去りにされ、結果だけが先を行く。


　カリバーンの開かれた大顎。その内部に飛び込む。物理現象が意味をなさないこのゼロ領域において、カリバーンのみがそれに支配される。この場を占しめるものをエネルギーとし、それを喰らい、そして物理世界の法則に置き換かえるカリバーンは、この場所で唯ゆい一いつおれの馴な染じんだ現実世界ともいえる。


　故に、速度のもたらす破は壊かいの前に為なす術すべもない。


　速度は力だ。武芸者の戦いがそうであるのは、ただ、巨大な敵を相手にするのに小回りで対応するしかないだけではない。速度により生み出された力は、圧あつ倒とう的な質量差を凌りよう駕がすることが可能だからだ。


　オーロラ粒子によって実現した力は、カリバーン本体に近づくことで、その特性のために減殺されたものの、それは致ち命めい的とはならない。すでに実現された物理現象までを無効化することはできない。


　速度を超えた速度を実現したおれの肉体は、放たれる衝しよう撃げき波はによってカリバーンの内部を荒らし、突き進む。生物としての内臓を必要としないカリバーンの内部はすぐさま分厚い壁かべとなっておれの眼前を塞ふさぐが、それらは振り下ろされた鉄てつ鞭べんの前で綿わたのごとく吹ふき千切れ、そして世界の全すべてがさらなる白に染め上げられる。


　生み出された爆ばく発はつは当然のごとくおれを巻き込む。オーロラ粒子の庇ひ護ごを失ったこの場所で、おれの体はカリバーンのそれよりも簡単に千切れ飛び、生み出された熱量に撫なでられただけで簡単に蒸発する。


　肉体を失ったおれは、その寸前の爆発の影えい響きようからかどこかに飛ばされていた。どこへか。それはわからない。肉体を完全に失うという予期せぬ初体験の前では、なにを理解できるものか。あらゆる感覚を失い、おれは黒の中にいる。だがそれがゼロ領域の色なのかどうなのかさえ、判断できない。


　これが本当の死か？


「しっかりしなさいな」


　声が聞こえてきた。


「死んでも別にかまわないけれど、それでは色々と笑われるだけなのではなくて？」


　ニルフィリアの声。水の中で響くような不ふ明めい瞭りようさはなんのためか？　生者と死者の間にあるのが、この程度の境界だからか。ならば、生とは、死とは……


「気分の良いことをしてくれたから教えてあげるけど、あなたは死なないのよ？　少なくとも自分で死んだと思わない限りは。ここがどこだか、忘れたわけではなくて？」


　ここは……？


　そうだここはゼロ領域。オーロラ粒りゆう子しで満たされた欺ぎ瞞まんの海。


　ならばここには、生も死もなく、ただ欺瞞に踊らされる己おのれがいるのみ。


「くはっ！」


　まるで水みな底そこから浮うかび上がってきたような気分で、おれの視界が開けた。肺に満ちたのはなんなのか。空気を求めたからそこに空気が生まれたか？　つまり生きているということはこういう感覚が必要だということだ。


　痛みすらも感じないままの肉体の消しよう滅めつ。そこで生じた混こん迷めいに、おれは頭かぶりを振ふる。いまはどんな些さ細さいな感覚でさえもおれにとっては自分が存在する証明となる。


「奴やつは？」


　おれは視線を巡めぐらせた。月面からかなり離はなれている。おれの体は水にいるがごとくにどことも知れぬ場所を漂ただよっている。


　しかし、奴の姿を求めるおれの想念がオーロラ粒子に反応し、月面が次の瞬間にはすぐ側そばにあり、おれは足を下ろしていた。


「なにが現実かどうかもわからなくなりそうだな」


　瞬間の変化に慣れない。それでもおれは慎しん重ちように奴の姿を求めた。それが、おれが求めたことによって生まれたオーロラ粒子の幻げん覚かくではないことに注意しなければならないと、戒いましめが頭に浮かぶ。


　しかしそうなれば、なにが本物でなにが偽にせ物ものか。それを見分ける方法はあるのか？


　おれはまだ混乱している。おそらくそうだろう。ついさきほどまで、おれは完全に消滅していた。ただ意識だけが、本当に意識だけでおれはこの、あやふやな場所にいたことになる。


　未体験すぎる感覚は、カリバーンに振り下ろした鉄てつ鞭べんの手て応ごたえなど簡単に吹き消した。そしてそう考えたことで、おれは自分が鉄てつ鞭べんを持っていないことに気付く。考えたことで、おれの手にそれが現われる。だがそれが、いつもと同じ現象によって現われたものか、それともオーロラ粒子の見せた偽いつわりか、わからない。


「落ち着きなさい。それはわたしが与えたものよ。あまりにみっともないなら、大事なことを教えてあげないわよ」


「なんだそれは」


　おれは怒りにまかせて叫さけんだ。


　混乱を収めなければ、戦場でこの感覚はまずい。


「あなたがいる場所に、カリバーンはいるわよ。つまりあなたは敵地の真ん中に立っているの」


「なに？」


　しかし周囲には見えない。


　背筋に走った寒気も幻覚か。


　迷う暇ひまもなく、感覚に従う。後方に跳ちよう躍やく。


　またも、体は反射で動く。そのことにわずかな安あん堵どとともに冷静さが足を見せる。体が動く感かん触しよく、その鋭するどさに安堵し、そして蘇よみがえった冷静さが、この状じよう況きようでまたもゼロ領域を有効に扱あつかえなかったことへの不ふ手て際ぎわを訴うつたえた。


　後方へと流れるおれの視界に、突とつ然ぜんに無数のものが現われた。それは肉片のようなものであり、そして指先ほどの大きさのものが瞬またたく間に泡あわのように弾けながら膨張を繰り返し、おれの周囲を覆おおった。


　どこかに隠かくれていた？


　いや……


　エネルギーとしてオーロラ粒子を吸収することを止やめていたのか？　目に見えないほどの粒子としてこの周囲に散乱し、獲え物ものが罠わなにかかるのを待っていたのか？


　愚ぐ者しやの一いち撃げきによってそこまで破壊されながら、それでもこんなことができるというのか。


「ちっ」


　罵ば声せいを嚙かみ殺し、舌打ちする。今度こそ想念による跳躍を行おうとしたが、それはできなかった。周囲に満ちた肉につ塊かいのようなものがオーロラ粒子を吸収することで、それができないのか。


　火神の炎ほのおで薙なぎ払はらおうにも、同じ理由でできない。


　ならば鉄てつ鞭べんで、衝しよう剄けいで、武芸者としての力でと考えたが、腕うでに伝わる筋力は驚おどろくほどに低下し、鉄てつ鞭べんさえも重く感じた。


　オーロラ粒子によって武芸者のエネルギーの源、剄けい脈みやくが動くということが事実であると、いまここで実証されてしまった。


　これが狙ねらいか。ただ取り囲むだけではない。こうすることでおれをゼロ領域から隔かく絶ぜつすることが目的だったのか。


　だからこそ、ニルフィリアはずっと距きよ離りを取って闇やみによる侵しん蝕しよくで外側から削けずっていたのか。


「そうならそうと……」


　だが、そんな親切さをニルフィリアに求めることこそ、そもそもの間ま違ちがいか。


「これは、どうしたもんか」


　冷静さが戻もどりきってはいない。だが、中ちゆう途と半はん端ぱな状態がよかったのか、おれはこれ以上の混乱をすることなく、新たな闇に包囲されることになる。





　　　　†




　その闇の中でおれは無力だった。


　オーロラ粒子が途と絶ぜつされた世界で武芸者ができることはなにもない。


　力を感じ、その力に翻ほん弄ろうされ、おれは実感としていまの世界がどれだけオーロラ粒子を中心にして作られていたのかと考える。


　武芸者の力の源としてあり、そして汚お染せん物質の特質もまたオーロラ粒子であるためでもある。ナノセルロイドや火神もまたそれを力とし、そしておれの知る世界でそうであるのもまたオーロラ粒子が存在していたから……


　そこから先を考えようとして、おれは黙だまって首を振った。


　たとえ全ての元げん凶きようがオーロラ粒子にあったとしても、それでなにがどうなる？　オーロラ粒子はただそこにあっただけだ。あるいは何者かに作られたのだとすれば、作った者を探さなければならない。


　いればの話だが。


　闇に目が慣れる。


　完全な闇ならば見ることもできなかっただろうが、おれの周囲にあるものはわずかだが発光していた。それはナノセルロイドとやらを構成する物質が過か剰じよう供給にあるオーロラ粒子のために、エネルギーが暴走しているからなのかもしれない。


　無音。耳が痛いほどの静せい寂じやくの中で、おれは周囲を見み渡わたす。このまま圧死させれば、オーロラ粒子の助力がないおれは復活も再生もできないままに死ぬのではないか？　しかしカリバーンはそうしない。


　あるいはできないのか？


　観察し、脱だつ出しゆつの糸口を探す。こんなところで飼い殺しなどはごめんだ。


　淡あわい緑に光る周囲は、ゼロ領域内で見たときには肉塊のように感じられたが、いまは違う。あるいはオーロラ粒子の影響で、そんな風にカリバーンが見えていただけなのかもしれない。


　自分の望む、敵の姿となっていたのか。


　いま、おれを囲んでいるのは凹おう凸とつが激しくはあるが、無機質な雰ふん囲い気きを宿していた。手で撫でた感触も、やはり同じ感想だった。


　ニルフィリアはこれが機械のようなことを言っていた。ならばこの感想も間違ってはいない。


　外はどうなっているのか。ここからではなにも感じられない。ニルフィリアはいまもカリバーンに闇を侵蝕させているのか。あるいは敗北したか、態勢を立て直すために退ひいたか。


　状況はなにもわからない。


「どうしたもんか」


　取り込まれる前の言葉をもう一度呟つぶやき、おれは壁かべを撫なで続ける。硬かたくもなく柔やわらかくもない感触。指に力を込こめれば食い込み、しかししばらくすれば力強く撥はね返される。


　このエネルギーは利用できないのか？


　すぐに考えたのはこのことだ。力の源であるオーロラ粒子が絶たれ、こうなった。ならば同じ源を利用しているナノセルロイドのエネルギーは利用できないか。この緑の光が想像通りに過剰なエネルギーによる発光現象であるなら、そして源が同じなら武芸者の発する剄けいとも似ているのではないか。


　無茶な考えであることはわかっている。相手の剄けいを直接的に利用するような武芸者の技わざは存在しないはずだ。まして違うかもしれないエネルギー。


　だが、それぐらいしかいまのおれには考えつくことも、できることもない。


　ならばやるしかない。


　こんなところで封ふう殺さつされるために戦っていたわけではない。


　指に力を込める。そこにこもる力の脆ぜい弱じやくさを打ち破るために歯を食い縛しばる。硬い弾だん力りよくがおれを嘲あざ笑わらう。滲にじみ出る緑光が指先に染しみ渡る。


　おれは歯を食い縛り、うなり声さえも嚙み殺し、指先に力を込め続ける。腕の筋が痛む。力のこもった指先も痛む。痛みを無視し、おれは続ける。


　儚はかない努力としか思えない。しかし続ける。弾力ある壁はおれを笑い続ける。怒いかりが燃え上がる。だらしのないおれに、押し込めておきながら殺そうとしないカリバーンに、会ったこともないイグナシスの嘲あざけりを想像し、怒りの熱がおれを押す。


　だが、怒りに体は応じてくれない。指先に血が滲むよりも早く、腕に痺しびれが走る。力が抜ぬけていくのがわかる。


　弾はじき返される。


　疲ひ労ろうが体を支配する。腕の痛みが別の生き物のように鼓こ動どうする。怒りが空回りする感触が全身で悶もだえ狂くるう。


「なぜ、そこまで抗あらがう？」


　突とつ如じよの声に、おれはそちらをみた。


　壁の一方が形を変え、そこから人型のものが浮かび上がり、そして吐はき出された。整った顔立ちに引き締しまった肉体。高い身長。男であればこうでありたいという理想の一つがそこにある。男の高身長にあわせて、狭せまかった空間が広がった。


「お前は？」


「カリバーン。ナノセルロイド・マザーⅡ・カリバーン」


　予想していたとはいえ、その通りの名前に、おれは身構える。だが、ここは奴やつの領域であり、おれはいまやなにもできないただの人間だ。構えることの虚むなしさを覚えつつ、しかしおれの闘とう争そう本能はそれを無視する。


「もはやあなたに抵てい抗こうするだけの能力はない。なにより、我々の作戦はすでに別で進行している。ここでの戦いにもはや意味はない」


「どういうことだ？」


「我らがオリジナル、ナノセルロイド・マザーⅠ・レヴァンティンの侵しん入にゆうが成功した。絶ぜつ縁えん空間を形成し、主の自由を奪うばっていたあの亜あ空間はじきに崩ほう壊かいする。もはや、ここでの闘争に意味はない」


　カリバーンの口から出た言葉、レヴァンティン。白はく炎えん都市で見た、ジャニスによく似た姿をしたあいつを思い出した。あれは分体と自らを呼んでいた。本体があちらに到とう達たつしたということか。グレンダンを覆ったあの化け物のようなものが、すでにもう一体、あの世界に入り込んでいるということか。


「あなたの抵抗はもはや無意味。あなたがここでなにをしようとも、あの世界は破は壊かいされる」


「……なにか勘かん違ちがいしてないか？」


「どういうことでしょうか？」


　問いを投げかけるカリバーンの顔に表情はない。それは良くできた彫ちよう像ぞうの趣おもむきでおれの前にある。


「おれはあの世界のために戦ってるわけじゃない。おれの復ふく讐しゆうのために戦っているだけだ」


「…………」


「あの世界がどうなろうと、それはおれの知ったことじゃない」


「理解できない」


　カリバーンは、やはり表情を変えることなく。そしておれに向ける視線を外すことなく呟く。


「そんなことをしてどうなるというのです？　帰るべき場所を、生存に適した場所を放ほう棄きしてまで戦う理由として、復讐というものに重きを置く理由がわからない。それは兵器の思考です。人間の思考ではない」


「そうかな？　自暴自じ棄きって言葉を知らないのか？」


「知っています」


「なら、わかるだろう」


「しかしあなたが自暴自棄に陥おちいっているとは思えない。心しん拍ぱく呼吸脈拍、あらゆるものに変化がない。あなたは冷静に、私の言った事実を受け止めている。あなたの言葉には噓うそがない」


「なら、おれはそうだってことだろう？」


「あなたは人間でしょう？　帰る場所を失っても良いのですか？」


「おれが人間だと、本気で思っているのか？」


　おれの問いにもカリバーンは動じない。


「あなたは人間です。生物的に、我々の基準とはやや違いますが、あちらの世界での人類の一種として認にん定ていされる身体機能を有していますので」


「はは、おれがどうやってできたかは知ってるだろう。それでも人間だっていうのか？」


「発生は問題ではありません」


　断言する。


　だが、断言されたとして、それでどうだというのだろう。


「……いいだろう、おれは人間だ」


　それをこの機械人形に認められたとして、それでどうしろと言う？


「それで？　おれに里さと心ごころがないことがそんなにおかしいか？　故郷が破壊されると脅おどされて動どう揺ようしないことがおかしいか？」


「統計的には、平常心で故郷を顧かえりみない者がいることは否定しません」


「なら、お前はなにが言いたい？」


「しかし、生命としての種の保存を無視する思考はやはり異常です」


「つまり、おれが本当に異常かどうか、それを確認したかったのか？」


「いいえ、あなたは正常です」


　カリバーンの平板な声におれはややうんざりとした。戦意喪そう失しつが目的ならば、こいつはそれに成功していることになる。


「あなたは破壊された故郷や一族の復讐としてここにいる。帰るべき場所のない者、残すべきもののない者として妥だ当とうな行動を取っていると考えられます」


「なら問題はないだろう」


　あるいはただの時間稼かせぎか？　こうしている間にもおれは自分でも知らぬ間に疲ひ弊へいしているのかもしれない。


「そうです。問題はありません」


「なら……」


「しかし、あなたは多くのものをあちらの世界に残しているはずだ。それを無視できる心理状じよう況きようは、やはり異常です。あなたの行動は端たん末まつたちによって把は握あくしています。あなたには故郷と同等のものが存在しているはずです」


「はっ」


　おれは笑った。


「人間であるなら、過去と記き憶おくを無視できないはずです」


「なんだ、そんなことか」


　続く言葉も笑いを誘さそう。


　こいつがおれを人間として断定できるのは、肉体的な機能でだけだ。


　しかしそんなことになんの意味がある？　食う、寝ねる、排はい泄せつする、交わる。それだけのことができれば人間か？　なるほど、確かにそうだ。人間だ。だがそれだけのことなら真ま似ねをしようと思えばできるのではないか？


「お前にだってできるだろう？」


「真似る必要性はありませんが、確かに可能です」


「それだけで人間だというのなら、それは足りない」


　人間は社会の生き物だ。群れなす生き物だ。一人ではなにもできない。社会という有形無形のものを作り上げ、維い持じし、改変を行う。それができてこそ人間だ。


　そしてだからこそ、故郷という存在に執しゆう着ちやくと愛着と憎ぞう悪おを混合させる。


「それができないおれは、やはり人間ではないのだろうよ」


　怒りと強欲を原動力として、融ゆう和わを拒きよ否ひし、協調を唾だ棄きし、平へい穏おんを嫌けん悪おする。強欲都市にいた時でさえも煮にえ切らぬものを抱かかえ、学園都市での時間に苛いら立だちを覚える。


　そんなおれは人間か？


　いいや、違う。


「では、人間とは集団で生きるため、個体には意味がないと？」


「それは社会が醸じよう成せいした価値観の上で成り立っている。自分を自分だと認めるのに他人は必要ないが、認めてもらいたければ他人は必要だ。そして価値観の認識には幅はばがある。なにが大事かには個人差がある。社会的な結果と個人に存在する特性。全員に同等の能力がない以上、社会は人間に存在する能力の不平等という揺ゆらぎをときに容認し、ときに排はい除じよしていく。個人の能力と社会的な能力が高い者は必要だが、それだけでは人間社会は動かない」


　おれは少しだけ楽しくなっていた。


　どういうわけか、カリバーンは人間を理解したいらしい。そこにどういう意味があるのかわからないが、おれはこいつに、おれが感じる人間というものをぶつけてみたくなった。そうすることで、こいつの真意を知ることもできるはずだ。


「社会的には個体に必要なのは能力であり、個性ではないと？」


「能力もまた個性だ。そして個人に存在する能力の多様さという揺らぎは社会という複雑化した場では、単一の能力で対応できないために必要、ということだろうな」


　狭い場所で鉄てつ鞭べんを振ふり回すのはただの馬ば鹿か。使うならば拳こぶしか短たん剣けん。武芸者的に考えればこういうことだ。


「では、人間。個人というものは社会にとって必要であると？」


「社会が必要としているのは能力的な個性だ。なぁ、お前が聞きたいのはそういうことではないんじゃないのか？」


　楽しくはあるが、遠回しな尋たずね方に苛立ちを感じもする。


「…………」


「お前が知りたいのはたった一人の人間のことだろう？　それを社会や人間としてのあり方で知ろうとするのは、間違ってると思うぜ」


「…………」


「お前は、誰だれを知りたいんだ？」


　カリバーンの沈ちん黙もくは長かった。答える気がないと判断するべきか、腕うでの痺しびれは取れた。ならばできることをやるだけか。


　しかし、この沈黙にはなんの意味があるのか？　答えることを躊ちゆう躇ちよしているというのか？　機械が？　答えたくなければ答える必要がないと言えばいいだけではないか。


「人間に対しての解が得られないなら、あなたを生かしておく意味はありません」


　それを言うのに、なぜこうも時間がかかる？


　戸と惑まどう暇ひまはない。おれは動く。たとえ脆ぜい弱じやくな状態であったとしても無む抵てい抗こうという選せん択たくはありえない。


　飛びかかる。鉄てつ鞭べんは重い。そして狭い場所で鉄てつ鞭べんを振るう馬鹿はいない。拳を握にぎりしめ、殴なぐりかかる。


　しかし、拳で触ふれることさえおれには許されなかった。突とつ如じよとして全身にかかった負ふ荷かは拘こう束そくの印だ。いままで強固な弾だん力りよくを見せていた壁かべが突如として変化し、おれを縛しばる縄なわとなる。


「ここではあなたはなんの力もない」


　カリバーンの言葉にはあらゆる感情がない。


「ただの人間だ」


　感情のない宣告を黙だまって受け入れるはずもない。おれは暴れ、そして暴れた。臆おくすることなくカリバーンが近づく。


　おれは歯を剝むき、怒いかりを剝き出しにする。無意味な行こう為いだとわかっていてもそうする。檻おりから逃にげ出そうとする獣けもののように意味がないとしても、それをするしかない。抵抗しないという選択肢しはない。


　ただの獣としてでも、おれは怒りを燃やし続けなければならない。


　それに呼応したのか、どうか。


　胸の奥が熱くなる。それは感情が爆ばく発はつしたためではない。現実に胸と背中が熱くなり、喉のどを燃やすようにして首から上じよう昇しようしてくる。


　噴ふき出してくる。


「ヴェルゼンハイム」


　おれは驚おどろきとともにそれを見上げた。首の裏辺りから噴き上がるように現われた獣は、巨きよ大だいな吠ほえ声を狭せまい空間に充じゆう満まんさせるとカリバーンに突とつ進しんする。


　カリバーンはそれに手を伸のばす。雑な行動だが、それでヴェルゼンハイムの突進を止められると判断したに違いない。


　だが、できなかった。


　驚きの声も、表情も変えることなく、カリバーンの姿が消えていく。膨ぼう大だいな熱によって消しよう滅めつしたのだと、周囲の壁が溶とけていることでわかった。


「おまえ、そんなことができるなら……」


　拘束も解け、おれはその場で膝ひざをつきそうになるのをこらえた。急速に体を倦けん怠たい感が襲おそっている。体がさっきよりも重く、自重で潰つぶれてしまいそうにさえ感じた。言いかけた言葉も途と切ぎれる。


　そして理解する。


「そうか……」


　無言で見守る獣の目。それを見て、おれは理解する。


「お前が燃やしているのはおれの怒りか」


　そうだ。おれの存在自体。おれの存在の根源そのものがオーロラ粒りゆう子しの反応によって生まれたのだとしたら、それはこの場でエネルギーになり得る。同時に、供給のない状態でそれを使えば、それはまさしくおれの命を削けずる行為でもある。


「なるほど、賭かけだな」


　おれの命がエネルギーとなることをヴェルゼンハイムは教えた。そしてそれを燃やし尽つくすよりも早くカリバーンの包囲を抜ぬけてゼロ領域へと脱だつ出しゆつすれば、おれの命は助かる。


　できなければ死ぬだけ。


　そういう賭けだ。


　ヴェルゼンハイムはそれを教え、そして提示している。


　身を削れ、命を燃やせと言っている。


「悪くない」


　そしておれは、それに臆することも否定することもない。


　落とした鉄てつ鞭べんを捜さがし、摑つかむ。柄えを握るだけが精せい々ぜいの余力しか残されていない。


「いいぞ」


　呼びかけると、ヴェルゼンハイムの獣じゆう身しんがおれにのしかかる。それは重なり合い、溶けるようにして再びおれの内部へと戻もどる。


　力が戻った。


　だがそれは燃え上がると同時に腹の奥を、胸の中心を急速に冷やしていく。冷たく重い物が体のそこかしこで凝こり固まるようにその存在を大きくしていくのを感じる。


　それは死で満ちるということだ。


「おおおおお！」


　雄お叫たけびを上げ、おれは鉄てつ鞭べんを振るう。強固におれを包んでいた壁はあっさりと砕くだける。しかしその先にはなにもない。ただ、壁の続きが荒あら々あらしい傷きず痕あととともに存在するだけだ。


　破は壊かいする。


　それしかない。


　破壊し、破壊し、命尽きる前にここを出るしかない。


　破壊を繰くり返す。


　繰り返す。


　繰り返す……


　果ての見えない破壊を繰り返し、おれの体は冷たくなっていく。燃え尽きようとする感かん触しよくがおれを支配する。手を伸ばしてくる。その手がもう休めと言っている。死しか安息のないお前がこれ以上抗あらがってどうする？　と囁ささやいている。


　いつか夢見た午ご睡すいの感触を生の中で得られないお前が、これ以上生きていることになんの意味があるのかと？


　その言葉を振り切り、おれは破壊を繰り返す。


　まだ辿たどり着いていないと、おれは駆かける。


　どこに辿り着くと、声は言う。


　お前の向かう先に終点などはないと声は続ける。


　根源はどこまでも続く。因果の連れん鎖さは人類の生誕まで続くだろう。お前の怒りがお前を存在させるなら、やがては世界の創世すらも敵となる。


　それでお前はなにを破壊する？


　答えなどない。答える言葉を持たない。おれの復ふく讐しゆうはどこで終わるのか、おれの怒りはどこで覚めるのか、そんなことは考えていない。ただ、目の前にある破壊を破壊し続けていくだけだ。


　シャーリー、レアン。安らぎをくれる者はいた。そこにとどまれなかったのは、とどまろうとしなかったのはおれだ。


　メイリン、そして強欲都市の人々。おれを憎悪して止やまない連中の呪のろいは、おれの内部にある。安らぎなど与あたえはしないといまもまだ吠えている。


　わかっている。


　おれは止まれないだけだ。復讐は都合の良い理由に過ぎない。止まれはしない。止まるときは死ぬときだ。


　おれが破壊を続けるのは、それしかできないからだ。足を止めて死ぬことは許されない。おれが許さない。最後の一ひと片ひらまで走り続け、すり切れるようにして死ぬことこそが、おれが望み、おれに望まれている死に方だ。


　破壊を破壊し続けていくしかおれにはできない。


　そして……おれは飛び出した。


　カリバーンの作る壁を抜けた。


　なだれ込んでくるオーロラ粒子がおれの体内から冷たさを取り払はらっていく。死の気配を追い払い、おれに命を注いでいく。


　ああそうだ。


　ここにあるもの全すべてが、おれの命だ。


　おれこそがゼロ領域だ。


　この瞬しゆん間かん、おれはそれを理解した。


　おれの源が死者の妄もう念ねんであるように、その妄念にオーロラ粒子が反応しておれが生み出されたのだとすれば、ここにあるものは全ておれの命だ。


　止まることなどあるはずがない。ここには死が存在しない。想念に反応する生への根源があるだけだ。死者の死への怒りがおれを産んだ。ならばおれの怒りはこの領域全てのオーロラ粒子を生へと変へん換かんする。


　そしておれは、それにもまた怒りを抱いだくのだ。


　月に向けて、ただ吠えるのだ。




　第四章　──餓が狼ろうの行く先──
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　死を前にして残るもの。


　私はそれがなにかを知った。


　ああ、しかしいまさらなのだ。いまさら、そんなものが存在することに気付いてどうしようというのか。


　しかし、これがそうだ。そうなのだ。


　退たい屈くつさという蓋ふたの下に、私はこんなものを抱かかえていたのだ。


　それをいまさら、知ってしまったのだ。


　この、後戻りのできない死への一方通行の中で私は知ってしまった。


　これだけならば、私は「死にたくない」と一言残すだけで終わっただろう。


　しかし、これだけではなかった。


　私は、見てしまったのだ。


　額にオーロラを宿した宝石を持つ黒くろ猫ねこを。


　月夜色に染まった美しすぎる少女を。


　そして、それらを引き連れた隻せき眼がんの黒い死神を。


　これが、私を殺した者たちか？　ただの殺し屋とは思えない。いまどき、こんな殺し屋がいるとは思えない。


　だとすれば……？


　私は思ったのだ。


　コートの裾すそを夜に溶かしながら、隻眼を炯けい々けいと光らせて近づく死神を見て、思ったのだ。





　はは、私もたいしたものではないか。
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　ニルフィリアはそれを見ていた。


　ディックがカリバーンに捕とらわれていく様を。


「あらあら」


　だから、彼女はこう呟つぶやく。


「あれだと、生きていないかな。しかたがない」


　生きている間は利用価値がある。だが、あえて救出に労力を割さきたいとは思わない。時間はかかったが現状でニルフィリアの勝利は疑いない。カリバーンは以前のときよりも疲ひ弊へいしているように見えた。エネルギーは無む尽じん蔵ぞうとはいえ、想念を利用できず物質を無限にはできないカリバーンの質量はあの頃ころよりも減っている。エネルギーの物質化が行え続けるとは思えない。おそらくは暴走して廃はい棄きしたものの再利用と月を侵しん蝕しよくすることで補っていたのだろうが、守りに入った月をそうするのはどちらにしても限度がある。


　こちらの世界にニルフィリアが戻ってきた時点で、そしてレヴァンティンが月を離はなれてあちらに向かった時点で、ここでのニルフィリアの勝利は決まったようなものなのだ。


　ならばディックの生死をこれ以上気にする必要はない。


「時間の短縮にはなったけれど」


　動きを止めたカリバーンの中で、あるいはまだ戦っているのかもしれない。そうであればよし、そうでなくともよし。ニルフィリアはカリバーンにとどめを刺さすため、自身の支配する闇やみに大攻こう勢せいを命じた。


　月が眼前にあるのだ。


　もはや、これ以上、時間をかけてカリバーンをいたぶるのには飽あきていた。それ以上に心を急せかすものがすぐそばにある。いたぶる楽しみを楽しみきれないのであれば、それはもう捨てればいいのだ。


「まだ生きているのかしら？」


　闇の侵蝕によるカリバーンの体積の減少が速度を増す。それを冷たく見下ろしながら、ニルフィリアは呟いた。


　ディックのことではない。


　あの月は、兄だ。アイレイン。


　イグナシスを外の世界へと出し、この世界で起きたことを繰り返させないために自ら牢ろう獄ごくと変化した愚おろかな兄。妹への愛に狂くるい、そして人形を捕つかまえて真実を手に入れたと勘かん違ちがいする、愚かな兄だ。


　ニルフィリアの内部には兄に対する愛いとしさと苛いら立だたしさが両立している。昔は愛の部分を認めることはできなかった。それが異常であるからではない。兄があまりに自分に対して弱い部分を見せすぎるからだ。


　ならば苛立ちは？　弱い部分を見せすぎる部分にもかかっている。だがそれ以上に、人形に対する想おもいを真実のものと思っているところに重きが置かれているだろう。


「認めたくはないけれど」


　物思いに引かれ、呟く。自らの呟きに苦く笑しようを浮うかべると、闇に覆おおわれたカリバーンから目を背そむけ、月面に足を下ろした。もはやカリバーンに抵てい抗こう能力はない。ならばその結末を見届けるまでもない。


　彼女の足はカリバーンが作り、そして閉じられつつある地割れへと向かうと、その内部に細い体を落とした。


　急降下の感触はほんのわずか。それは瞬またたく間に何層もの柔やわらかい紙に受け止められるようにして減速し、最後にはゆるやかとなり、優やさしく地面に受け止められた。


　兄に招かれた。そう考えるべきだろう。


「長年引きこもった兄さんに、わたしに会う勇気はあるかしら？」


　問いかける。周囲は暗くら闇やみ。言葉は反射もなく溶とけて消え、ニルフィリアは歩き始める。進む先に迷いはない。ここまで来て間違った道に辿り着くということはないだろう。そして、そうであれば兄がニルフィリアに会いたがっていないか、あるいはイグナシスがなんらかの干かん渉しようを行っているということになる。


「そのときは……」


　自らの闇をもって月を破は壊かいする。


　そう決めて、ニルフィリアは歩いている。兄も重要だが、それよりもイグナシスを殺さねば気が済まない。それだけの恥はじと屈くつ辱じよくを、少女は以前の世界で受けている。この世界では迷いは直接的に自らを殺す。優先順位ははっきりとさせておかなければならない。だがそれでも、精神的に己おのれの一部となっている兄の存在を切り捨てるという考えに痛みを伴ともなわないわけがない。その証しよう拠こにニルフィリアの周囲で闇がざわついていた。


　動どう揺ようが表面に現われることに腹立たしさを覚えながら、ニルフィリアは進む。


　視界を隠かくす暗闇は、この奥にいる者に外の世界をわからせまいとする幕か、あるいは近づく者に居場所を悟さとられまいとする隠れ蓑みのか、自分のものではない黒に己の闇を侵蝕させながら歩く。この月を己のものとし、アイレインを剝はぎ取る。


　イグナシスを自分の目の前に引きずり出す。


「ふふ、どこに隠れたのかしら？」


　ここは月の影えい響きようが強い。そのためにオーロラ粒りゆう子しがニルフィリアの想念に反応しにくくなっている。


　想念によってどちらの姿もニルフィリアの前に引きずり出せないのならば、己の足でそこに近づくしかない。しかし彼女は、その行程を嫌きらってはいない。穴に隠れた虫や小動物を燻いぶり出す気持ちで先に進んでいく。


　ここまで加か虐ぎやく的な性格なのはなぜか？


　歩みながら、ニルフィリアはふと己を振ふり返る。


　美び貌ぼう。彼女にはまずこれがあり、そしてこれが全すべてだった。皮を剝いでしまえばそこにあるのはただの剝むき出しの筋肉でしかない皮。しかしニルフィリアのそれは誰だれのものよりも美しかった。もちろん、美を形成するのは皮だけではない。それを支える骨格、筋肉、内臓、己の美しさを最大限に活用するための脳、全てを総動員しなければ美しさというものは結局、皮一枚のみのものとなる。


　そしてニルフィリアは全てに恵めぐまれた。己が美しいということにいち早く気付き、そしてそれを活用する術すべも誰に教えられるわけでもなく身についてしまった。両親の溺でき愛あいは度を超こえ、兄は近親者でありながらその美しさの前に近親者以上のものを抱くようになる。家の外に出れば男たちは彼女の気を引こうと己の持てる全てを差し出そうとし、女たちはそんな彼女と敵対する。しかし現実的な行動に出ようとした者には周りにいる男を利用してきっちりと報復してきた。


　彼女の周辺で騒そう動どうの種は減ることなく、そしてそれを彼女は減らそうともしなかった。騒動が起きることこそが、己の美の証明であるといまでも信じている。


　そんな日々を過ごしていた彼女が、ゼロ領域へと落ちた。彼女のある種強きよう烈れつな自我はオーロラ粒子を飼い慣らし、ゼロ領域で生きることをあまりにも簡単に成功させる。


　それが良かったのか悪かったのか、その後に自分たちが生きていた世界を襲おそった運命を考えれば、自分がこうなったのは早いか遅おそいかの問題でしかなかったのではないか。早かったために兄がこんな形になってしまったということかもしれないが。


　ディックが考えていたように、ニルフィリアも運命という言葉を考えてみる。自分がいなければ都市が放ほう浪ろうする世界は存在しなかったかもしれない、とは考えない。ニルフィリアがゼロ領域に消えることがなければ、アイレインが月となることもなかったかもしれない。だが、人形はそれとは関係なく存在していた。ならば、いつかは、あるいはここではないどこかであろうと、己の機能を思い出してあんな世界を作っていたかもしれない。


　この世界はなかったかもしれない。だが、別の世界はあった。そこにあった可能性が、この世界があることで踏ふみつぶされてしまったということはあるかもしれない。


　しかし、ないものはない。現実こそ全てであるから、起こらなかった過程に意味はない。


　ならばいまここにある運命は？　この世界が存在することで生まれた基本構造的な対立関係の中で、ニルフィリアは大きな役目を担うことになった。ときに人形の味方をし、ときに己の目論見のために利用する。ディックがその代表だ。道化師的であると、己を皮肉る気持ちはあれど、しかしそうしなければ己の存在意義に関かかわる。美を誇ほこること、その美を侮あなどった者には相応の結果を与あたえることは、自分の存在にとって同等の重要性がある。


　それこそが己の存在意義だ。


「ふふふ」


　ニルフィリアの唇くちびるから、自然と笑えみが零こぼれた。


　強固な自我があるからこそ、ゼロ領域で生きていくことができる。強力な利己主義者であることが条件なのだ。ディックと考え方が似てしまうのは、当然のこととも言える。


　つまり、自我を構成する芯しんの部分に触ふれ、穢けがす者は何なん人ぴとであろうと許すことはできない。イグナシスは彼女を侮り、そして利用した。利用することはあっても利用されることは許されない。ましてや騙だまされるなどもってのほかだ。イグナシスはそれをした。なればこそ、彼はニルフィリアの手で殺されなくてはならない。


「ふふふ……」


　笑みを止めることができない。そのときがもうすぐそこに。幽ゆう閉へいされた月の中で、イグナシスはいまどのようになっているのか。それを想像するのは楽しい作業だ。進むごとに、ニルフィリアの笑みは酷こく薄はくさに深みが加わっていく。


「いまさら、逃にがしはしないわよ」


　呟く。


　しかし、暗闇が深い。この闇はなんのためにあるのか、まるで彼女に近づいて欲しくないかのごとく、深く濃こい。ニルフィリアは通らない視線に首を傾かしげる。
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　傾げる理由は他ほかにもある。


　彼女のものではないこの暗闇が、決して彼女を拒きよ絶ぜつしていないということだ。


「兄さん？　なんのつもり？」


　この闇は、月と化したアイレインのもの、そう感じるものがある。しかしならば、どうして彼は、妹を復ふく讐しゆうの対象へと導かないのか。


「あいかわらず、はっきりとしない」


　苛立ちを解き放ち、さらなる一歩。


　彼女を包む暗闇が撓たわんだように見えた。ニルフィリアの怒いかりに、アイレインが動揺したのか。


　暗闇がわずかに薄うすくなった感かん触しよくがし、それは歩きやすさという形で実証された。


　諦あきらめの吐と息いきのような、そしてほんのわずかな心の痛み、自分のものではない誰かの心の動きを感じながら、ニルフィリアの眼前にそれが現われる。


「まさか……」


　それを見、ニルフィリアは驚おどろきに呟つぶやいた。





　そしてそのとき、月の外側でゼロ領域が吠ほえた。
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　吠える。





　それは怒りの吠え声か。それとも力に酔よいしれた愚か者の遠吠えか。自分でも良くわからないままに吠える。


　おれの内に傾なだれこむ力の凄すさまじさは、さきほどのカリバーンへ突とつ貫かんしたときの比ではない。力を放つ以前から衝しよう撃げきで飛散したときのように感覚が失われ、再び自我の所在に迷いそうになる。


　それを押し堪こらえ、己の位置を確かく認にんする。


　己が己であることを確認する。


　おれの怒りに呼応して呼び集められたオーロラ粒子たちが作り出す爆ばく発はつ的な力は、ただそれだけですでに一個の生命と化しているかのように、おれの中で荒あれ狂くるっている。


　カリバーンから脱だつ出しゆつする際に消しよう耗もうしたおれの根源とも言える怒りを補ほ充じゆうするにはあまりある。それはもはや以前の比ではないほどにおれの中に満ちている。


　おれという殻からを打ち破って、それは外に溢あふれ出している。火神の炎ほのおに変へん換かんすることすらも間に合わないほどだ。おれを中心に紅ぐ蓮れんが世界を覆う。その紅蓮の外側で無色のなにかが無数の蜷局とぐろを巻いている。


　そんな図が頭に浮かぶ。もはや視力で見る世界では間に合わないほどにおれの力は満ちている。


　さあ、この怒りを奔ほん放ぽうに使いこなせ。


　そんな言葉がおれの脳のう裏りで囁ささやかれた。


　おれはカリバーンを探す。怒りを向ける先としていまはあいつがいる。


　足あし下もとにカリバーンがいた。ひどく脆ぜい弱じやくし、弱っていた機械人形は一踏みによって簡単に滅めつしてしまった。


　カリバーンを弱くしたのはなにか？　おれか、あるいはニルフィリアか？　それともおれがいた世界の始まりから存在することでの、時の流れか？　どちらにしろ強大に思えた存在は敗れ、消しよう滅めつした。


　物足りない感覚は逆に怒りを燃え立たせる。


　これでは足りない。こんなものでは足りない。怒りとは強ごう欲よくであり、そして強欲とはおれの本ほん性しように関わる。


　しかしこれで、なにかが終わったわけではない。


　これはただの過程だ。


　カリバーンを従え、月に捕とらわれ、そしてそこから抜ぬけ出すために画策し、強欲都市を滅ほろぼした者がこの奥にいる。


　イグナシス。


　奴やつを滅ぼさなければおれの復讐は止まらない。


　おれは吠える。かつてない力がおれの中に漲みなぎっている。


　傾れこむ力がおれの視界を真っ赤に染める。とどまることのない怒りがおれの内側で荒れ狂っている。イグナシス。滅ぼす。


　捕らわれているという月はどこか？　おれは強く念じた。月、そしてイグナシスはどこにいる？


　怒りの想念が対象を定め、そしてオーロラ粒りゆう子しがそれに反応する。


　おれという存在は、瞬まばたきの間でそこに立っていた。暗くら闇やみがあった。だがそれはすぐにおれの前から消えていく。おれが見たいと思うものを隠かくしたいと思うものがいる。しかしオーロラ粒子による想念の力の差が、隠いん蔽ぺいに意味をなくす。


　おれの眼前にイグナシスがいる。


　これは偽にせ物ものか？　おれの想念が生んだ幻まぼろしか？


　だとすれば、おれの精神はずいぶんと皮肉に富んでいるということになる。


「おい、なんだこれは？」


　側そばにニルフィリアがいた。


「わたしだって知りたいわ」


　彼女の声にも戸と惑まどいがある。


　おれの目の前にいる、あるいはあるものが本当にそうなのか？


「形は覚えている通りね」


　ニルフィリアの声が乾かわいている。それはつまらなそうでもあり、そして動どう揺ようしているようにも感じた。


　おれたちの目の前には人間の形をしたものがある。


　だが人間ではない。


　人間を捨てたという意味ではない。


　これはもう、人間が終わったものだ。


　ゼロ領域の中で死体がどうなるのか、それはわからない。腐ふ敗はいするのかどうかさえ不明だ。想念がなくなった時点でただの物となりゼロ領域を漂ただようのか。


　しかしここに、イグナシスはいる。椅い子すに座らされている。手足には椅子から生えた管のような物が突つき刺ささっている。肩かたを摑つかんで椅子から引きはがすと、管は背中にも無数に刺さっていた。


「生かそうとした？」


　床ゆかに転がった管だらけの死体を前におれは呟く。怒りが空から振ぶりした感触は、新たな怒りとともに虚きよ脱だつを呼ぶ。


「物理的に？　そんなものが無意味だなんてことは、この男が一番わかっていたはずよ。なによりその体、こいつ本人のものではなくて奪うばった物なんだから」


「どういうことだ？」


「どこかで体を失ったみたいね。ゼロ領域で溶とけていたらしくて、色々あってこの姿を手に入れた。ああそうか……そうね」


「ん？」


「この体の元の持ち主が、ナノセルロイドを作ったのよ、確か」


「なら、あいつらの主あるじは魂たましいではなく、この肉体だってことか」


「そうね。そういうことなら、彼らは主を守り続けていたということでしょうね」


　ニルフィリアの言葉もまたひどく冷めていた。怒りを持つには、この結末はあまりにも不意を打ちすぎていた。そしてあまりにも呆あつ気けない。苦難の末に辿たどり着けば、相手はすでに死んでいた。


　この状じよう況きようをどうしろというのか。


「しかし、どうする？」


　途と方ほうに暮れているのは同じだろう。それでも訊きくしかない。


　この結末はおれにとって不本意であり、この虚脱の先にあるのがなにか、おれにはもうわかっている。抱かかえた怒りが矛ほこ先さきを求めて暴れ出す。


　そして、このゼロ領域でぶつける先といえば、もはや月しかない。強欲都市でおれの前に現われた隻せき眼がんの死神。それがアイレインであり、そしてこの月であるなら、おれの運命にこいつは関かかわっていたということになる。


　返答するニルフィリアの声には微かすかな棘とげがあった。


「どうするもないわね」


　彼女の手がイグナシスであったものの上にかざされた。少女の足下から闇やみが湧わき、死体を覆おおい尽つくす。あからさますぎる咀そ嚼しやく音が聞こえてきた。


「最もむごたらしい死をと思っていたけれど、死んでしまっているのではそれもできない」


　ひどく冷えた目で、闇の放つ咀嚼音を見下ろしている。


「なら、その死肉を私に従う億の魂にくれてやるだけよ。彼らは喜んでそれで遊ぶでしょうね」


　その言葉をそのまま受け取ってよいのかわからない。


　ニルフィリアの顔は変わらず冷めている。


　そしておれの内で、あの世界を覆うような怒りが再び暴れ出している。不完全燃焼を許しはしない。こんな結末に消えるようなものではない。


　いや、おれの存在の根源が怒りであるのならば、なにをしようともおれの怒りが晴れることはない。そこにいまは大量のオーロラ粒子が従っている。感覚だけならば、このオーロラ粒子の満ちるゼロ領域の全すべてがおれの力となった、そんな気分でさえもある。


　それが静かに、そして急速に沸ふつ騰とうを再開しようとしている。そのときが来れば、もはやおれにもどうにもできないのではないか。


「……呆気なかろうとあろうと、これで終わりか？」


　呟いたとき、おれはなにかを期待していた。いや、迂う遠えんな言い方は止やめよう。そうであることを願っていた。


　おれは怒りのぶつける先を求めている。これでおれの復ふく讐しゆう劇が終わりであってはならなかった。そうだ、以前に考えた通り、おれは怒いかりのぶつける先としてさらなる根源を求めようとしていた。次だ。次の次だ。この怒りを駆かけさせ続ける目的をおれはどこまでもどこまでも求め続けるだろう。


　やがては根源など関係なく、目に付くあらゆるものに怒りをぶつけるようになるかもしれない。


　すでにいまにして、おれは隣となりのニルフィリアを敵として認識したくてたまらない気持ちになっている。


　それを押しとどめる理由が希き薄はくであることが、また、おれが救いがたい存在であることを示しているのかもしれない。もとよりそういう関係でしかないということでもあるが。


「これで終わりだとしたら、さて、どうしましょうか？」


　ニルフィリアの声にも緊きん張ちよう感がある。おれたちの間には薄はく氷ひようの垣かき根ねがあった。触ふれれば簡単に砕くだける。そして闘とう争そうを始めてしまうだろう。止めるべきか？　止めるべき理由が思いつかない。あるいは思いついたとしても、全てをそんなものと吐はき捨ててしまっている。


　怒りを晴らす手っ取り早い方法は破は壊かい衝しよう動どうに身を任せることだ。もはやおれの精神はその選せん択たく肢しを選ぶことに躊ちゆう躇ちよがない。いや、そもそも破壊衝動に身を任せる生き物ではないか、おれは。


　いままでは破壊に意味を求めてきた。これからはそうしない。


　それだけのことか。


　おれは鉄てつ鞭べんを握にぎりしめる。ニルフィリアに与あたえられた闇色の鉄てつ鞭べんは火神の炎を巻き込んで赤熱化している。


「戦うのなら戦うでどうぞ。その前に、少しおもしろい話を聞きたいと思わない？」


　それは新たな声だった。


「あなたは……？」


　ニルフィリアの戸惑う声。


「ああ、そういえばあなたたちとは会ったことがなかったかしら？　はじめまして、私はエルミ・リグザリオ」


「ああ、あなたが？」


　おれの理解は追いつかない。いや、最初から知らないのだろう。


　ニルフィリアは知っている。得心した顔で視線の届かぬ場所を見つめている。


「でもおかしいわね。あなた、たしかあっちで自律型移動都市を造ったのではなかったかしら？」


「いつまでもあそこにいてもしかたないし、こちらに戻もどっていたのよ。探そうと思えば手段はいくらでもあるわ」


　さらりと漏もらされた言葉に驚おどろきの事実があったように思うが、それよりもさらに驚くことをこいつは言った。


　あちらからこちらへ、その移動を簡単に行ったという。おれが探し求め、そしてニルフィリアが機を待ったこちらへの移動を、その手段はいくらでもあると言ったのだ。


　だが、ニルフィリアは驚かない。


「そうね。あなたならば簡単なのかもね。イグナシスと同じなのでしょう？　アルケミスト」


　アルケミスト。おれのいた世界では錬金鋼ダイトなどの武器だけではなく、錬れん金きん学と呼ばれる総合科学技術を修めた者のことをそう呼んだりもする。学園都市にある錬金科などがそうだ。だが、ニルフィリアがそのことを言ったとは思えない。


「この世界の根源、オーロラ粒子を見つけたのはあなたたちなんだから」


　おれは息を呑のむ。イグナシスと同じ？　ならばこいつも敵か？


　だが、おれは口を挟はさまない。二人の会話を眺ながめるぐらいには、荒あれ狂くるう怒りを抑おさえる余よ裕ゆうができた。


「確かに見つけたのはそうね。でも、イグナシスと同じと言われるのは、心外だわ」


「どういうこと？　あれもアルケミストでしょ？」


「さて、どう説明したものかしら」


　視線の届かないところに声の主の姿はあった。


　それがゆっくりと近づいてくる。


　この世界、もはや人に肉体というものに意味はないのかもしれない。ここでは己おのれの望むままの姿になろうと思えば、なることができる。ニルフィリアは自分の姿が気に入っているだろうから変わることはないだろう。そしておれは、この姿こそがおれだと思っているから変わることはない。


　ならばこいつは、自ら望んでこんな姿になっているのか。


「難しいというよりも、腹立たしいという方が正解なのかしら」


　おれの眼前に現われたのは、猫ねこだった。おれの脛すねの半ばほどの、黒猫だ。違ちがうところがあるとすれば、額にオーロラ色に輝かがやく宝石のようなものが取り付けられているところか。


　その猫から、女の声が響ひびいている。その声は猫の口から響いているわけではなかった。猫そのものは長い眠ねむりから覚めたように動きはどこか億おつ劫くうに見え、そして大きなあくびをしてその場に座り込んだ。


「うまく騙だまされたわ。いえ、あのとき、誰だれよりもオーロラ粒りゆう子しの使い方を心得ていた彼は見事だった。そう考えるべきなのかしら」


「……なにが言いたいの？」


　ニルフィリアの言葉にある苛いら立だちは、おれのものでもあった。エルミ・リグザリオと呼ばれた、女の声を持つ黒猫は、あえて正解を言おうとしていないように見えた。


　視線を感じた。黒猫は体を丸めて眠ろうとしている。感じた視線は、額の宝石からのように感じられた。


「彼は、アルケミストではない」


「どういうこと？」


「そう思わされていた。あの日、私たちがアルケミストとして集められたときも、そして最初の亜あ空間増設機が完成した日にも、彼はそこにはいなかった。いいえ、あの、地球が地球として存在していた頃ころに、イグナシスという人物はいなかった」


「なにを言っているのかわからないわ」


「彼はいなかった。彼は天才でもなんでもない。オーロラ粒子によってそうなることを望み、そして成功した……あなたと同じ異民でしかなかったということよ」


「なんですって？」


「彼の能力は、自身を望む者として、他者にそう思わせるということ。彼は望んだ。天才であることを、誰からも無視できない存在となることを。その能力によって私は彼をアルケミストの一員だと思った。ご丁てい寧ねいに記き憶おくまで捏ねつ造ぞうされてしまった。彼の天才の象しよう徴ちようがアルケミストであったということね。確かにあの世界では、アルケミストというのは知の頂点に立つ存在として認にん識しきされていたのだから、彼がそう望むのは当然のことよね。そして彼もまた、私から奪うばった記憶を元に、その自己暗示を強化した。自分自身を騙し、そして自らの能力を知らぬ間に強化した」


「…………」


　ニルフィリアがなにも言わなくなった。もとより前提の知識がないおれにはなんのことかわからない話ではある。


　それでも、とても重要なことがこの黒猫によって語られているのだということぐらいはわかる。


「ナノセルロイドは？」


　ようやくニルフィリアが呟つぶやいた。


「あれに、ナノセルロイドは従っていたのよ」


「あなただってあれの側そばにはいたのでしょ？　対処のしようなんていくらでもあるわ。おそらく彼は、本能的にナノセルロイドたちを自分の側に置かないようにしたのではなくて？」


　思うところがあるのか、ニルフィリアが再び黙だまる。


「そうして彼は彼の望む姿として、あの世界に忘れられない傷を付けた。破壊し、新たな世界を作ろうとした。それは世界の観測なんてものではない。ただ、己の存在を思い知らせたかっただけ。結局、破壊的な行動へと行き着いたのは、彼をそんな異民にさせた本来の彼自身に内包されたものがそうさせたに過ぎない。本当のところ、他の世界なんて彼にはどうでも良かった。世界のなりゆきなんてどうでもいい。彼はただ彼を認めさせる場所が欲ほしいだけ」


「……そんなもの？」


　ニルフィリアの呟きが足あし下もとを這はうように響く。


「この男は、その程度だったの？」


「そう、そしてその程度でさえも、その思いが強ければ応こたえる。それがゼロ領域であり、オーロラ粒子であるということ」


「それで、そんなつまんない男は、私たちに殺されるよりも前に死んでしまうほど、本当につまらない男だったということ？」


　それが結末だ。ニルフィリアの怒りはそんな程度の男に振ふり回された自分に向けられつつある。


「いいえ」


　だが、黒猫は否定するのだ。


「その程度では終わらなかった。この男は意外なほどにしぶとかった。いいえ、この男の内面に隠かくされた願望は、自らの望みが軽けい薄はくであることに気付いていた。軽薄でありながら強きよう烈れつにそれが自らを縛しばっていることにも気付いていた」


「……よくわかるわね」


「時間はいくらでもあった。この男を調べ尽つくすには充じゆう分ぶんすぎる時間が、ね」


　黒猫の、リグザリオの声には自じ嘲ちようと疲ひ労ろうの響きがあった。


　そしてやはり、宝石からの視線のようなものがおれに注がれるのを感じる。


　なぜ、そこまでおれを見る？


「記憶を掘ほり返して、一つ気になる男がいたのを思い出した。だからそれを調べるために、私はある場所に行った。アイレインとサヤがこの世界と最初に接せつ触しよくしたと思われる場所に、強ごう欲よく都市に」


　思わぬ名の登場に、おれが息を呑む順番となった。


「なんだと？」


「そう。あなたは見たのよね？　アイレインとサヤを。強欲都市ヴェルゼンハイムで。そして、私が気になるその男が死んだ都市の名も、ヴェルゼンハイム。だけど、そこは強欲都市なんて呼ばれたことはない。どこにでもあるようなごく普ふ通つうの都市だったわ。もちろんその都市には足なんて付いてないし、汚お染せん獣じゆうに怯おびえて世界を動き回ってもいなかった。あなたの知る世界には存在しない。懐なつかしき、滅ほろびし偽いつわりの世界の、普通の都市」


　黒猫の頭上で声は哀かなしい詩を歌うように続ける。


「そこで死んだ男も、死ぬ直前に、あるいは死してなお、その姿を見たはずよ。アイレインとサヤ、そして私を。違いは私がいたかいないかだけ。そしてあの瞬しゆん間かん、あるいはあの都市が動き回る世界が存在することが確定し、時間が動いた。未来として存在する可能性の一つがあのときから離はなれがたい関係になった。あの瞬間における現在と未来が、同時進行を始めた。そこに同時に存在したのはアイレインとサヤ。別々に存在していたのは猫と二人の男。一人は死にかけ、一人は小生意気」


　つらつらと猫は続ける。歌うような調子は急展開の示すように速度を増し、おれをどこかに押し流そうとする。


　そこにいたのは、強欲都市ヴェルゼンハイムにいたのはおれだ。


「でも本当にそうなのかしら？　あの場にいた配役は、本当にアイレインとサヤ以外は別だったのかしら？　結果として、私はサヤの作り出したあの世界で、動く都市という基き盤ばんを作った。自律型移動都市というものが、私があの世界に実在したという証しよう拠ことなる。ならば残る男二人は、本当に別人だったのかしら？」


　これはなんだ？


　わかっている。もはや、黒猫の言わんとしていることは、形とされるまでもなくわかっている。強欲都市ではないヴェルゼンハイムにいた男が誰なのか、そしてその男と重なるようにして役を配されたおれとどういう関係にあるのか。言葉にするまでもなく雄ゆう弁べんに語っている。


　それは事実か？


　あるいは罠わなか？


　しかしおれには抗あらがう言葉がない。なにも思いつかない。おれの根源にあるものが反論の言葉を言わせないのか。


　おれの根源、怒いかり、強欲、それは死者の妄もう念ねんによって生まれたものだ。ならばその死者が抗こう弁べんできないのか。


　つまりは……


「その死者の名前は知らない。だけど、生きた姿で私の前に現われたとき、私は彼をイグナシスと呼んだ。名か姓せいかもわからない、イグナシス。死によって解放された欲望の一つ。死によって欲望だけを解放させ、それを胸に突つき刺ささった亜空間増設機でゼロ領域に解き放った。それに私は影えい響きようされ、彼をイグナシスと呼んだ。彼は正真の異民であり、その能力は自らの望むように人の認識を変えること。だが、それだけでは実がない。人にそう思わせても、自分自身になにかを為なした実感はない。だから彼は実感を得られるもう一人、あるいは複数の自分を生み出した。己の願望が見せたもう一つの世界で、その男は新たな人生を、果たされることのなかった己の願望、あるいは感情を自由にするために、生み出した」


　そうだ。おれがただ一度見た死者は、胸になにかを突き立てていた。あれがなにかはわかっている。おれが取り返すべきだった端たん末まつ。そしてじいさんは、あれを見て強欲都市の終しゆう焉えんを感知していた。


　つまりは……


「あなたもまたイグナシスよ」


　これこそが真実か。





　　　　†




　真実の前におれは身動きができない。


　動きがあったのは、隣となりでだ。


　哄こう笑しよう。美しき笑い声が周囲を震ふるわせた。


「そう。それなら、あっちの世界にもまだ分身がいるわけね」


　ニルフィリアの声をどう取るか。喜びと取るか。あるいは怒りが過ぎたためか。


　己おのれの敵がすぐ側にいたことに気付かなかった愚おろかさを自嘲するものか。


「いいえ、分身たちはもう、彼以外にはいない。彼の願望によって現われた者たちは、彼によって全すべて殺されてしまった。行き過ぎた感情は自じ滅めつへと向かうしかない。彼は誰よりもゼロ領域を使いこなし、そしてそのためにゼロ領域に生きる者たちの模も範はんとなるような自滅を演じてみせた」


　黒くろ猫ねこ、リグザリオの声はどちらともつかない淡たん々たんとした調子だ。それはあんな事実を投げつけたときから変わらない。声の調子ではなく、そこに込こめられた感情という点で変わらない。どちらともつかない、中立的な声なのだ。


　マスケイン一族がイグナシスとやらの妄念。その事実は驚おどろきではある。死者の妄念によって生まれたということはわかっていた。そこに驚きはしない。だが、その名前がイグナシスであり、そして強欲都市を滅ぼした原因であるということを、どう考えればいいのか。


「残念だわ。とても残念」


　ニルフィリアが呟く。


「あなたを殺さなくてはならないなんて、とても残念。あなたは、とてもよい犬だったのだけれど」


「飼い犬に手を嚙かまれたとは言わないのか？」


　挑ちよう発はつ的な言葉に、反射的にそう返す。真実がどうであれ、おれの怒りはもはや止められない。いまは動どう揺ようすることでやや沈ちん静せい化できているものの、それもじきに限界がやってくるだろう。


「鎖くさりはとっくに外れてるでしょう？」


　ニルフィリアは静かに、そして凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべてこちらを見る。


　戦いはそうして始まった。


　いきなり、おれの足下が消失。全てが黒く染まり、おれは落下する。ニルフィリアの闇やみがおれの足下で潜ひそみ、着々とこうするための準備をしていたのだ。落下の最中、かつてイグナシスであったものを喰くらった牙きばで襲おそいかかってくる。微び細さいな痛みの群れがおれを襲う。極小の痒かゆみにも似た痛みが大多数。それは気が狂くるいそうな状じよう況きようではあったが、火神の炎ほのおが全て薙なぎ払はらう。ほんのわずかで、おれの皮ひ膚ふはあらかた食い尽くされそうになっていたが、闇から脱だつ出しゆつしたときにはすでに回復している。
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　闇の陥かん穽せいから抜ぬけ出したおれは、その勢いで月からも脱出。オーロラ色に輝かがやく世界へと躍おどり出る。月によって塞ふさがれていたオーロラ粒りゆう子しの流れが再びおれに怒ど濤とうのように向かってくる。溢あふれ出す力が、精神力を強化していく。


　あるいはただ、狂きよう気きに酔よっているだけかもしれない。


　怯ひるむことなく、ニルフィリアの姿もまた月面へと現われる。彼女を包むドレスは闇に溶とけ、そこから覗のぞく素す肌はだの部分だけがひどく白い。超ちよう現実的な美と生々しい肉の雰ふん囲い気きが彼女の引き連れる闇のおぞましさを誇こ張ちようする。


　火神の炎が近づく闇を焼く。いや、もうそれはすでに火神ではなくおれの炎だ。おれの怒りが比ひ喩ゆにも使われるほどにわかりやすい炎となっているに過ぎない。


　そしてこのときになって、おれはニルフィリアが連れた闇の正体に気付く。そこに宿るのは凄すさまじいまでの憎ぞう悪お。旧世界に住まう人間たちの、自分たちの生活を壊こわされた者たちの、イグナシスへの憎悪、怨えん嗟さだ。


　ニルフィリアがなんのつもりでそれを利用しているのか知らないが、いまの彼女はまさしくおれがそうであったはずの復ふく讐しゆうの権ごん化げだった。あのときの彼女の言葉、『億の魂たましい』とは、比喩ではなく事実としての言葉だったのだ。


　そこにあるのはニルフィリアという魔ま性しようの美に魅み入いられ、そして憎悪でしか己を生かすことのできない者たちの哀しさがある。


　ニルフィリアに魅みせられたという点を除けば、おれとてまさしくそうだからだ。同類を哀あわれむ感傷の共有は、しかしない。薙ぎ払う炎の波をかき分け、闇の牙はおれに迫せまる。彼女の加か虐ぎやく心を充じゆう足そくさせるような痛みを優先させた攻こう撃げきは捨てたのか、くぐり抜けた牙の一つがおれの左ひだり腕うでを持っていく。激痛が傷口を襲う。しかしそれも一瞬、腕はすぐに再生する。ゼロ領域で肉体に意味はない。まさしくその通りだ。


　だが、痛みは心を削けずる。肉持つ生物として培つちかわれた、肉体が欠損することへの危機感が、神経を知らずの内に構成し、痛みを伝える。


　切り離すことは難しい。


　それでも神経の働きを制せい御ぎよすることはできるはずだ。汚お染せん物質が荒あれ狂う外界で癒いやす方法のないまま学園都市を探し求めたあのときのことを思い出せば、この程度……


　左腕を喰くらった牙は、すでに炎によって焼き払われている。尾おを引く痛みを嚙み殺し、右手にある鉄てつ鞭べんの感かん触しよくを確かめる。


　炎によって闇に対たい抗こうしながらも、おれの闘とう争そう本能は肉にく弾だん戦による決着を望んでいる。愚ぐ者しやの一撃による完かん膚ぷ無なきまでの破は壊かいを望んでいる。それこそがおれにとって、なにかを為しえたという感触を与あたえてくれるのだと、わかっている。


　炎を放ちながら鉄てつ鞭べんを構える。力をためる時間など必要はない。すでに持てあますほどにおれの中にはあるのだから。


　構えから疾しつ走そうまでを瞬息の内に収め、魔性の女を目指す。膨ぼう大だいな雷らい光こうがおれを包み、轟ごう音おんがおれの跡あとを追う。


　ニルフィリアとおれの間に存在する炎と闇の分厚い壁かべは、瞬時に打ち払われる。


　美しい顔が刹せつ那なの間に近づいてくる。


　だが、肉にく薄はくはしない。


「まだまだ考えが引きずられているのね、この犬は」


　超速の世界で、ニルフィリアの笑しよう声せいが耳を打った。


「ここは想念の世界だと言ったでしょう？　速度など思いのまま」


　長い睫まつげが瞬まばたきとともに震える様まで見えるというのに、これ以上近づけない。


「そしてさらに忘れていることが一つ」


　呟つぶやく。


　それ以上のことを彼女はしない。


　だが、事態は動く。


　掲かかげた鉄てつ鞭べんに変化が起きた。腕に伝わる感触が変わる。目をやる余よ裕ゆうはない。しかし次に続くのは猛もう烈れつな痛みだ。


「それは私の力で造られたもの。あちらでは精せい一いつ杯ぱいのものだけれど、こちらでは違ちがう。元に戻もどすのは、とてもたやすい」


　忘れていたわけではない。だが、この鉄てつ鞭べんは長い戦いでもはやおれの肉体の一部と言っても過言ではない状態となっていた。


　それが、おれを裏切る。鉄てつ鞭べんの形を変え、無数の闇の牙となり、おれの腕を、そして肉体に牙を打ち立てる。


「痛みで狂うまであなたをいじめ抜いてあげる」


　ニルフィリアの加虐心がなりを潜めたわけではない。彼女はこの瞬しゆん間かんの、おれが絶望する顔を見たかったのだ。


　そして事実、おれは絶望していたかもしれない。愚者の一撃はおれの戦いにおける芯しんだ。それをまさか、こんな形で打ち破るとは。


　むしろおれはこのとき、痛みを感じていなかった。それほどにおれは驚き、呆あつ気けに取られていた。


　痛みに気付いたときには、肉体の半分を闇に喰われていた。細かな牙がおれの肉を咀そ嚼しやくし、筋組織や神経を引きずり出す。生きながらにして細切れ肉へと変えられていく様子に、おれの炎が荒れ狂う。削られた半身ごと闇を追い払う。一ひと片ひらでも惜おしむ心があれば、ニルフィリアはそれを利用してさらなる細工を浸しん透とうさせていたかもしれない。


　だが、衝しよう撃げきを感じたのはこれのためだけではない。


　愚者の一撃が届かない。ニルフィリアは、カリバーンなど相手にならないほどにゼロ領域を熟知している。物理的で直接的な破壊はニルフィリアには届かない。いや、それでは彼女をゼロ領域的に、つまりは想念的に敗北感に堕だすることはできない。


「あなたは愚直なまでにまっすぐな男。そのために不完全燃焼な状態でも魅み力りよく的に映る」


　それでも進むしかないおれは、炎を固めて鉄てつ鞭べんを作り、ニルフィリアを追う。追われながら、彼女はそうとは思えない、まるで風に舞まう綿毛のような風ふ情ぜいでおれと一定の距きよ離りを取り、そして嘲あざ笑わらう。


「正しい位置に置いてやれば、きっとこの男はその能力を正しく使ってくれるに違いない。女にそう思わせる。それは女の母性と愛を刺し激げきする」


「貴様に他人が語れるのか？　肉欲でしか男を引き付けられないくせに！」


　おれの罵ば倒とうをニルフィリアは涼すずやかに受け流す。笑っている。おれの脳のう裏りに浮かんだシャーリーとレアンの姿を見たのか、彼女は笑っている。


「しかし、愚直なあまり、そう簡単に生き方を変えられない。それはこの世界で生きるのには正しい。だけれど、その愚直さの方向性が、この世界での戦いには不向き。あなたはどこでも満足に生きることはできない」


　笑う。


　ニルフィリアが、笑う。


　その笑い声は闇よりも鋭するどくおれに突つき刺ささる。


「あなたはどこまでも箱の中の負け犬。なにかがあると期待させ、その期待に応こたえられない。なんのためにここにいるの？　復讐？　それを成し遂とげられたの？　そうしたければ早く死ねばいい。それで事足りる。そしてあなたのために死んだり傷を負ったりした人々に残念な想おもいをさせればいい。生き残っても、あなたは結局、なにも成し遂げられない」


　そうだ。おれはもはや行き詰づまっている。認めれば死へと近づくとわかっていても、ニルフィリアの放つ言葉の刃やいばをかわすことも受け止めることもできない。為なすがままに切り刻まれるしかない。


　なにが大事かではない。なにを選んでも、おれにはなに一つ満足を得ることができない。怒いかりという名の渇かわきを一時にでも癒すことができない。


　カリバーンとの戦いの中で手に入れた強大な力は、砂の城であったかのように闇によって言葉によって崩くずされていく。それを止める術すべがない。


　いつしか、ニルフィリアを追うおれの速度にも陰かげりが見えてくるようになる。


　おれは止まる。止まるしかないのか。


　ここで終わるのか？


　終わるしかないのか？


　終わるのか。





『終』





　その言葉がおれの脳裏を占しめる。おれは終わりを受け入れたのか。そうなのか？　怒りを向ける先をこんな形で失い、知りたくもない真実の前に怒りの意味を失った。おれの不幸は死者……イグナシスが存在したときから、そうなると決まっていたということだ。終わることのない怒りもまた、決まり切っていたことなのだ。


　疲つかれた己おのれに感じる怒りはある、だがそれが肉体を動かすことはない。想念が全すべてのこの世界で、おれは怒りとは切り離はなされたどこかの部分で疲ひ労ろうし、その支配領域が広がっていくのを止めることができない。


　終わるのだ。


　こんな形で。


　望む終わりの形など、考えたこともなかったが。





　ならば我が引き継つぐ。





　それは言葉だった。おれの脳裏にある『終』という文字を追いやり、それが蹂じゆう躙りんする。





　汝なんじは我に住まう者であった故ゆえに、汝を恨うらむということはせぬ。だが、汝が止まるというのであれば、我は汝を踏ふみ越こえる。





　その言葉が誰だれのものであるか、それを考える必要などはない。わかっている。復讐の同どう胞ほう。壊れた電子精せい霊れい。ヴェルゼンハイム。


　おれの背中で熱が生まれる。火神の炎だ。しかしそれはおれを焼く。おれをも焼く。もはやそれはおれのものではない。怒りの炎は、復讐を捨てられぬ者が、止められぬ者が持つべきだ。


　背中から湧わき上がる炎がおれから離れていく。名残なごりの手を伸のばすことはない。このときおれは、そのことに満足していた。


　これで休める。


　なにもかもを放ほうり投げて、おれは確かにそう思い、そう感じ、そして手を伸ばす。


　あの春の日はおれの手に届くのだろうか？





　　　　†




　我はここに立つ。


　炎ほのおとともに同胞を踏み越え、我は吠ほえる。


　我が名は電子精霊ヴェルゼンハイム。


　自律型移動都市の支配する世界より生じ、都市を動かすための意識として誕生した。そして都市を破壊され、復ふく讐しゆうの獣けものと化した。


　それが我だ。


　たとえ同胞が諦あきらめようとも、元げん凶きようであるイグナシスが倒たおれていようとも、我の怒りが収まったわけではない。


　眼前にいるニルフィリアもまた、我の怒りをぶつけるに足る。月にいたリグザリオも。イグナシスを封ふうじていたという月、アイレインも。


　我の受けた苦しみがこの世界がこの世界であるためだというならば、その元凶の全てを破壊するまで怒りが収まることはない。それはゼロ領域をも含ふくむ。それによって分割された世界を憎にくむ。


　人間までも憎むか。それもまた良い。あらゆる邪じや悪あくは正義から生まれ、あらゆる正義は邪悪を糧かてにする。その狭はざ間まで生まれる怒りに善悪などはない。


　そしてその価値観は、人間より生まれたのだ。





　おお、我こそが純じゆん粋すいな怒りだ。




　エピローグ　──ディクセリオ・マスケイン──







　木々の隙すき間まから漏もれる春光が全身を斑まだらに透すかす。


　ほのかに涼しく、ほのかに暖かい。混ざり合ってほどよい気温となる。受け止める枯かれ草は緩ゆるやかにおれを地面に沈しずめる。


　ああ、ここは学園都市だ。


　校舎から練武館へと続く道、その途と中ちゆうにある林でおれは転がっている。なぜここなのか。それはおそらく、学園都市で目に付いた中で、ここがもっとも居い心ごこ地ちのよさそうな場所に思えたからだろう。


　誰もいない。それはつまり、何者の干かん渉しようも受けないということだ。そして、怒りのぶつけどころを見つけられないままに爆ばく発はつしそうになる衝しよう動どうを堪こらえ、レアンとツェルニへの借りを返すという気持ちで居座った二年間でおれの目を引き付け、そして近づこうとしなかった場所がここだったのだろう。


　思った通りの心地よい感かん触しよくに、おれは長く息を漏らす。胸に落ちた枯れ葉はがそれで宙に舞う。


　思う。


　おれは、安息を手に入れた。


　もはや、捕とらえどころのない、終わりどころのない怒りに翻ほん弄ろうされることはない。平へい穏おんを拒きよ否ひすることもない。


　安あん穏のんと眠ねむることができる。


　満足感がおれを支配する。興奮を呼び起こす鋭えい角かくで愉ゆ悦えつ的なものではない。体の隅すみ々ずみから緊きん張ちようが抜ぬけ、どこまでも弛し緩かんし、おれを溶とかすような感触だ。


　こんなものがこの世にあったことをおれは知らなかった。知っていたとしても、それを肯こう定ていすることがいままでのおれにはできなかった。以前に怒りを失ったときにはただただ無力感に足を引きずられるしかなかった。


　いまのおれならば？


　できる。


　だからこそここにいる。


　いや、おれはどこにいる？


　ここが学園都市であるはずがない。ここに戻もどることはもはやできない。なぜならばおれは卒業したからだ。卒業した者が戻ることは許されない。それが学園都市でもある。


　ならばここはどこか？


　それを考えようとして、その馬ば鹿か馬鹿しさに笑いたくなる。


　おれは死んだのだ。ならばここは死後の世界ということだ。


　死後の世界に現実世界の道理を持ち込むのはそれこそ愚おろかな話じゃないか。おれは枯れ葉のベッドに沈み、その温ぬくもりを味わう。それでいい。これでいい。こんなときなど永遠に訪おとずれることはないと思っていたのだ。この感触を楽しむ以外に、もはやおれにはできることはなにもない。


　ただ楽しむのだ。


　まるでなにかにそうしろと囁ささやかれているように、おれはこの感触を味わう。


　いつまでそうしていたか。長い時間ではなかったはずだ。


　おれは、眠れないことに気付いた。死んでいるのだ。眠りは必要ないということか。わずかに失望し、それでもこの感触からは離れがたい気持ちがあり、さらにしばらくおれはこうしていた。


　さらに時間が経たち、陽ひが沈まないことに気付いた。


　さらにさらに時間が経ち、おれは枯れ葉のベッドから抜け出した。膝ひざ上うえまである枯れ葉をかき分け道へと出る。髪かみや服に名残なごり惜おしげにかかる茶色の欠片かけらを振ふり落とし、歩き出す。


　人の姿がここにはなかった。


　都市の足音もなかった。必ずどこかから聞こえてくる人の雑音もなく、氷を張ったような静けさが都市を満たしている。


　おれの足音だけが静せい寂じやくを乱している。


　進む。あてなどはない。ただ、なにかを探し求めていたのかもしれない。それはなにか。この静寂を感じたときから、この都市に自分以外の誰かがいるなどとは思っていない。しかしなにかを探している。


　なにかを求めている。


　それがなにかわからないまま、おれは進む。渇かわきのようなものはない。しかしそれを探すことが止められない。


　静かな、そして全てが停止した都市には、やはりというかおれ以外のなにかがあるようには思えなかった。おれがいて、覚えのある建物が覚えのある通りに並んでいる。


　気付いたのだが、ここにある光景はおれが学生であった頃ころの学園都市だ。卒業した後の、ニーナと出会った学園都市ではない。


　それは、おれにとっての学園都市がこうであるということだからか。ここはおれの精神的な内面世界であり、おれの強い記き憶おくがここを決めているということか。ならば死後の世界とは共通のものではなく、それぞれの内面に閉じ込められるということか。


「つまらないな」


　おれは呟つぶやいた。


　死後の世界というものに、おれはなにかを期待していたのかもしれない。すでに死んだものといえば誰だ？　メイリン、レアン、彼女たちがここにいるとでも思ったのか？　ならばおれの殺した、あるいはおれたちによって死んでいった者たちも同じ場所にいなくてはならない。


　メイリンを先頭に、そういった者たちが大挙しておれに向かう様が存在しなくてはおかしい。


　訪れた安息はあまりに完かん璧ぺきで、それ故に退たい屈くつだった。人生は平板に見えて実はそうではない。たとえ緩やかであれ刺し激げきと安息、緊張と弛緩が繰くり返される。そういうことなのだろう。どちらか一方だけでは人間は生きていけない。


　生きていけたおれが異常なのだ。


　だから、イグナシスは死んだのか？


　世界の敵として戦いの中にあったときが、彼の絶頂期だ。だがその後、月となったアイレインに捕らわれた。捕らわれた直後は、それでも自分が特別であるからこうなったと考えることができたかもしれない。そこから抜け出すための策さく謀ぼうを練ることに充じゆう実じつ感を覚えていたかもしれない。


　だが、イグナシスは人から特別と思われる能力があったとしても、実際の能力として特別であったか、それは疑問だ。いやむしろ、特別と思われたいと、ゼロ領域で生きていけるほどに強きよう烈れつに願っていたというのなら、現実は凡ぼん庸ようだったということだ。


　現実のイグナシスに策謀を練る才能などなかった。外からどう思われるかばかりを気にしたために、イグナシスにはできることはなく、やがては己おのれに絶望して消しよう滅めつした。


　リグザリオの言うことが真実だとすれば、こういう風に考えられるか。


　しかし、おれがいる。狼ろう面めん衆の呼び水として利用されたおれがいる。実際のイグナシスが無能であったのなら、それを画策したのは誰だれだ？　ナノセルロイドたちか？　だが、オーロラ粒りゆう子しをエネルギーとしてしまうあいつらにそんな利用法が考えついたのか？


　考えついたとして、それを実際に実行したのは誰だ？


　もはや考える必要はない。だがおれは考えている。おれはもはや死んでいる。戦いを放ほう棄きし、奪うばわれたのではなく、今度こそ自らの意志で放棄し、おれは死んだ。ここは死後の世界だ。そこで考え続けることになんの意味があるのか？


「おれは死んだ？　なぁ、そうなんだろ？」


　誰もいない。答える者はいない。それでも声を放ってしまった。


　早くもおれは、孤こ独どくに耐たえかねているのかもしれない。生きていたときにおれに理解者がいたことはない。だが、敵はいた。敵でなくとも人はいた。存在そのものがどうでもいいとさえ感じていた連中でさえ、自分以外の他者が存在しているという感覚を与あたえてくれていた。


　いまはそれさえもない。


　これが死ならば、救いはない。おれに救いがあると思っていたわけではない。マスケインの一族に救いなどは必要ないだろう。だが、死ななくても良い奴やつもいたはずだ。そういう連中もこんな世界にいるのか？


　おれが他人のことを考えている。そのことは笑える話だ。だがおれはそれに、怒いかりのようなものを覚えてもいた。半ば本気でそう考えていた。


　鼻び孔こうをなにかの感触がかすめたのはそのときだ。


　なんの感触もなかった空気に、なにかが混ざった。それは甘さを感じさせるなにかであり、そして、不快でもある。


　記憶にはある。学園都市では感じたことがなかった。強ごう欲よく都市ではあったはずだ。


　正解を掘ほり当てたのと、振り返ってその正体を確かめたのはほぼ同時だった。


　黒のコートを着た男がそこにいた。街灯に体を預け、空を眺ながめている。


　臭においの正体は煙草たばこだ。


「よう」


　男は紫し煙えんを吐はき出しながらそう言った。


　右目を覆おおう眼帯。どこか皮肉をたたえた左目。削そげたような頰ほおと尖とがった顎あご先さき。荒すさんだ世界を歩んできた男の顔がそこにある。


「アイレイン」


　現われるのがこの男だというのは、必然なのか偶ぐう然ぜんなのか、どちらにしろおれは失望していた。


「そんな顔をするなよ。昔の女が出てきてくれると思ったか？」


　わかっている。現実はそんなに都合良くはない。


「慰なぐさめの言葉をもらえるほど、お前はマシなことをやってきたのか？」


　男の言葉はおれを笑うようでもあり、そして自じ嘲ちようしているようでもあった。


「なんの用だ？」


「空き室ができたからな、いま、住人を募ぼ集しゆう中なんだ」


「誰でも良いのかよ」


「誰でも良くはないが、お前には相続権がある。鍵かぎをやるから遺品を漁あさってみるか？」


　揶や揄ゆする響ひびきに、おれは言葉を返せない。


　アイレインが煙草を銜くわえる。先せん端たんが赤く燃え、しばらくして煙けむりが先から昇のぼる。吐き出された紫煙が宙で渦うずを巻く。


　しかし、煙草の長さが変わることはない。先端が灰とならないのだ。


　偽にせ物ものか。


「それ、うまいのか？」


「感覚の再現だ。実際に吸ってるわけじゃない。味も再現してるつもりだが、どうかな、よくわからんよ。なにしろ人間をやめて長いからな」


　答え、指先につまんだ煙草を眺めるアイレインの横顔には、しかし惜おしむ雰ふん囲い気きはない。なにかに満足し、現状を肯定している。


「ここは死後の世界じゃない？」


「はっ！」


　おれの問いを鼻で笑う。


「あるかどうかは知らんが、あったとしても良いもんだとは思わないな」


「では、ここは？」
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「……イグナシス。あいつの奪った体は、知り合いだった。向こうは友人だか親友だか思ってたらしいが、実際はどうだかな。殺されかけたし、標本にされそうにもなった。才能があったために、どっかでずれてた」


　煙草を銜えたため、言葉が途と切ぎれる。紫煙とともに再開。


「……それでも、知り合いの顔を使われるのは、そう良い気分じゃないな。イグナシスが消えた後はしかたないから墓はか守もりのまねごとをしていたがそいつもそろそろお終しまいだ」


「おい」


「ここは、月だ。おれの腹の中だよ」


　まるで関係のない話だったことに怒おこりそうになった。そこにするりと聞きたかったことを滑すべり込ませる。


「そのままお前がゼロ領域に溶とけるにまかせても良かったんだが、気が変わった」


「なぜだ？」


「お前の持って来た犬ころがけっこう厄やつ介かいだ。飼い主に始末させようと思ったが……」


「はっ、そんなこと」


「無理だろうな」


　期待はしてなかった。そういう言い方だ。しかしおれは腹が立たなかった。立てようもなかった。


　あれは、おれの培つちかった力だ。ゼロ領域で制せい御ぎよ不能に増ぞう幅ふくし、そして諦あきらめたおれに代わって同どう胞ほうが引き継ついだ。復ふく讐しゆうの権利を継けい承しようしたヴェルゼンハイムに対して、おれになにができる？


「盛さかった犬に道理を説いたところで意味はない」


　アイレインが続ける。


「しかしこの犬の発情期はいつまでも続く。面めん倒どうなのはここだな。失うべきものをまさしく全すべて失った。お前のように残り物もないほどに、完璧にだ。そんな奴を殺す手段などここにはない。ここでは潰つぶせない。潰すには限界が存在する場所でなくてはならない」


「それは……」


　アイレインの言いたいことが、すぐに理解できた。限界とはつまり、物理的限界のことだ。ゼロ領域にいる限り、ヴェルゼンハイムに限界はないだろう。人間ではないが、ナノセルロイドのような純じゆん粋すいな機械でもない。自律型移動都市を動かすために存在する知性あるエネルギーというのが正解なのだろう。おれのように肉体の痛みにいちいち反応する必要はない。あいつの肉体は、都市の崩ほう壊かいとともに完全に失われた。怒りのままに全てを破は壊かいすると決めているのなら、際限がないことに絶望することもない。


　ならばここでは無限の存在になれるということだ。


　そんな奴をあそこに、おれがいた、そしてアイレインが守り続けた、サヤの創った世界に下ろそうというのか。


「おい、本気で言ってんのか？」


「本気だな。そうしなければならんのなら、そうする。どうせほっといても、あいつはあそこを破壊しようとするだろうしな」


　それもまた、事実だろう。


「それで、おれになにをさせようっていうんだ？」


「取り返せ」


「だから、それは……」


「無理だろうな。それでもやってもらう」


「なぜ、おれがそれをやる？」


「お前にしかできないからだ」


「だからおれがやる？　どうして？」


「運命というのがついて回る人間は、それがそいつにしかできないから役回りを任せられる」


　再び煙草を銜え、アイレインは呟つぶやく。


「あっちで企たくらまれているのはそういうことだ。それができる奴らを集めて、備えている」


　グレンダンの女王。そしてニーナ。


　二人とも、他の人間にはない因子が存在している。アイレインはそのことを言っているのか。


「誰にでもできるのなら、その場にいる人間がうまくやる」


「うまくやれるのはおれだけだって言いたいのか？」


「そうだろう？　あれはお前の力だ」


「しかしそれだけで、おれがやる理由になるのか？」


「お前に理由がいるのか？　だから力を投げ出してしまう」


「お前にはあるだろう」


「理由か？　当然だ。おれは元人間だからな」


　その言葉が深くおれに突つき刺ささる。人間ではない。元ですらもない。そんなことはわかっていた。死者の妄もう念ねんによって生まれた化け物にすぎない。おれの怒りに理由はなく、ただそれを燃やす原因を欲ほしがっているだけだ。


「まぁ、元だけどな。いまさら人間に戻もどれるとも思ってないし、その必要も感じない」


　減らない煙草を投げ捨て、眼帯を撫なでる。


「お前とは違ちがう理由で、おれもろくでなしだ。世界平和とかそういうものには興味がない。あるいはあったかもしれないが、もうどこにもない。おれが求めるものはただ一つで、それさえ守れるならばあとはどうでもいい」


「おれの命も？」


「当然だろう？　大事にされると思ったか？」


「はっ」


　それなのに人に命を捧ささげろと言っているのだ。


　こいつはこいつで、おかしいのだ。そして、そうでなければこんな場所にはいられない。おそらく、長くいればいるほど、自分の核かくとなる部分を残して、他は削ぎ落とされていくに違いない。ゼロ領域で生きることの未来がここにある。


　もう人間に戻れないというのは、生物的なことではなく、精神的なことでなのかもしれない。アイレインはそれを自覚しているのか。


　もはやこいつから、まともな説得の言葉を聞くことはできないのではないか。


　では後の問題はやるかやらないかだけだ。


「どうする？」


　変わったと感じるほど、おれはこの男を知らない。だが、この男の帰き還かんを待っているはずの、月夜色の少女のことを考える。変わり果てた男と再会することを待ち続けている少女だ。


　哀あわれだと感じるぐらいはおれにだってできる。


　ここにいれば、やがてはそういうことも考えられなくなるのだろう。


　だが、そんな感覚がなくなった後でおれに残るものはなんだ？　怒いかりは全てヴェルゼンハイムが持っていった。


　おれに残っているものはなんだ？


　おれの存在根源は持ち去られた。おれの中には怒りがない。他のマスケイン一族もいなくなったのか、駆かり立てられるような感覚もない。


　以前のときは無気力が体を襲おそったが、いまはそういうこともない。死んでいないというのなら、おれはどうなったのか？


「おれになにが残されている？」


「知るか」


　アイレインの投げやりな答えは、いっそ清すが々すがしい。


「別におれが拾ったから生きているわけじゃない。生きていたから拾ったんだ。やらんと言うならおれがやるだけだ」


「なら、最初からそうしろよ」


「お前がこれで終わりなのかが見たかったのさ。おれが唯ゆい一いつ知ってる、あの世界の住人はお前だけだし」


「おれはイグナシスなんだろ？」


「おれのイグナシスはもう死んだ」


　おれが問い。アイレインが答える。剝むき出しの左目はおれを飛び越こえて遠くを見ていた。


「雇やとい主を殺し、知り合いを利用し、サヤを攫さらった見み栄えっ張ぱりの暴走野や郎ろうはもう死んだ。お前がおれにしたことはなにもない。おれがお前を恨うらむ理由はない。お前がおれを恨む理由はあるかもしれないがな」


「お前がいなければ、おれは生まれなかった？」


「エルミの推論が正しいのなら」


「おれの苦しみはお前がいたから？」


「ならおれの人生はゼロ領域があったからこうなった」


「…………」


「また、どこまでも突っ込んでいくか？」


「いや……」


　一いつ瞬しゆん、怒りのようなものを感じた。だがそれは長く続かなかった。アイレインを殺すことで感じるだろう満足に、もはやなんの魅み力りよくも感じない。


　おれが黙だまれば、アイレインも黙る。


　自分がどうなったのか？　おれはもっと深く考えなければならない。怒りを失ったと思ったが、アイレインに一瞬とはいえ怒りのようなものを感じた。それを霧む散さんさせたのは、怒りに駆られたときの無益さを想像したからだ。


　以前のおれであれば、怒りにまかせてこいつを殺そうとしただろう。いまはそうしない。それは怒りを失ったからだ。だが完全になくなったわけではない。先にある救いのなさに怒りが引き止められた。


　そんなことはいままでなかった。疲つかれることはあっても、止まることはなかった。怒ることこそがおれだからだ。


　いまはそうではない。怒りはおれを支配していない。全てが奪うばわれたわけではなく、わずかに残った。それはヴェルゼンハイムが取り残したのか、カリバーンからの脱だつ出しゆつの際に消しよう耗もうしたおれの根源は、ゼロ領域に戻ったときに回復したわけではなく、ただ膨ぼう大だいなエネルギーでごまかされていただけなのか。


　だから、ニルフィリアの言葉に簡単に敗北した。後者で考える方が納なつ得とくがいく。


「おれはどうなった？」


「人間にでもなったんじゃないのか？」


　やはり、アイレインの言葉は投げやりだ。


「はっ！」


　おれは笑うしかない。


　それ以外になにができる？





　　　　†




　怒りが猛たける。


　どこまでも、どこまでもだ。


　自由を得た我は、猛る怒りにまかせてどこまでも走る。目め障ざわりな闇やみを追いかけ、走る。絡からみつき、喰くらいつこうとする闇を速度で振ふり切り、怒りで焼き、嘲あざ笑わらう少女を追いかける。


　どこまでも逃にげるならどこまでも追いかける。


　わかっているのか、闇の少女よ。汝なんじが逃げれば逃げるほど、我の怒りは膨ふくらんでいる。汝に喰らいつき、牙きばを立て、炎ほのおで炙あぶり、雷かみなりで貫つらぬく、その感かん触しよくを得るためならば我は無限の刻ときを駆け続けることができる。我に疲ひ労ろうはなく、先を恐おそれる気持ちもなく、足を止める雑念もない。


　いずれは汝をこの牙にかけるだろう。


　ほら、少し近づいた。


　汝の笑えみに陰かげりが見えたぞ。苛いら立だちが見えたぞ。


　それはほんのわずか。本当にほんのわずか。


　だがそのわずかがなくなることはない。さらに積み上がり、さらにさらに積み上がる。我の怒りと同じように、焦あせりと苛立ちが汝の中で積み上がる。


　それが疲れを呼ぶのだ。


　人間などその程度だ。人間の怒りなどそれが限界だ。


　おお、ディクセリオ・マスケイン。良き同どう胞ほうであった。そなたがいたからこそ、我はこの道を進み続けることができた。


　だがそなたが人間であるからこそ、これ以上は進めなかった。


　我は進むぞ、どこまでも進む。汝の怒りは我とともにあろう。汝の復ふく讐しゆうは我の踏ふみ台だいとなろう。


　我の苦しみの呼び水となった月を喰らおう、それを邪じや魔まする闇の少女を喰らおう、苦しむ我を生んだ、あの世界を喰らおう。


　それでも止まることはない。我は駆け続ける。


　どこまでも我は怒り続けるのだ。





　　　　†




　紫し煙えんの香かおりから離はなれ、おれはここにいる。


　なぜ？　という問いに答える術すべはない。おれ自身、よくわかっていない。それでもここにいる。


　おそらくそれが重要なのだ。


「いまのお前じゃ、生身でここにいるのは無理だからな」


　そう言われ押し込められたこの場所にはなにもない。ただの暗くら闇やみだ。


　その中でおれは待つ。


　鉄てつ鞭べんもない。怒りもない。復讐さえも失って、もはや空っぽだろうおれは暗闇で一人、ここにいる。


　なにができるのか。やれるのか。いまだにわかっていない。


　それでもここにいるのは、あの空間の静せい寂じやくに耐たえられないと判断したからか。


　どうせ死ぬなら華はな々ばなしくと思ったか？


　そういう考えで良いのかもしれない。


　とにかく、おれはここにいるのだ。





　　　　†




　その刻、月が墜おちた。





　その姿を照らす太陽光のない世界で、自ら蒼そう白はく色の光を放って存在を示していた月が崩くずれた。全体を包む銀色の岩がん盤ばんが音もなくひび割れ、重力のない世界でゆっくりと周囲に広がっていく。それらはある段階まで進むと流れがあるかのように動きを整えていく。


　長い時間をかけて、やがてそれは大きな円を描えがくようになる。


　円の中心になにかがあるようには見えない。しかしそこには一つの世界がある。サヤの生み出した世界がある。


　それを見守り続けた月が崩れた。


　かつて月の存在した場所で、いまだのこるわずかな岩がん塊かいの群れの中に、月と比べればあまりにも小さな存在がいた。


「……さて」


　ゼロ領域の暗闇に紫煙を吐はき、アイレインは呟つぶやいた。長い眠ねむりから覚めたような感覚であり、そしてそれは幻まぼろしではない。実際に時間が流れ、サヤの生み出した世界はそこに独自の文明を生み出した。エルミがいくらか手を貸したようだが、そこに住む人々が生み出したものには手を出していないはずだ。彼女はあくまでも舞ぶ台たいを作っただけであり、その舞台でなにが生み出されたかには関かかわっていない。


「いくらかおれの影えい響きようもあるみたいだがな」


　武芸者たち。彼らの生み出す特とく殊しゆなエネルギーは、自分にあるものが基本となっているはずだ。


　そのことに対してそれ以上の感想もなく、アイレインは戦場に目を移した。凄すさまじい速度でゼロ領域を駆け巡めぐっているように見えるが、それはあくまでも当事者のみの話だ。ゼロ領域に物理的な距きよ離りなどないに等しく、同時に無限でもある。想念によってそれは伸のびも縮みもする。


　見ようと思えば、それが見られる側の想念によって拒きよ否ひされない限り、どこにいようとも見ることができる。なによりこのゼロ領域で、アイレインの視線から逃のがれられるものはいない。眼帯に隠かくされた右目は全すべてを見通す。


　全てを眼球へと変える。彼の右目と同じ、茨いばら輪わの十字が刻まれた眼球へと。


　眠り姫ひめの眠りを妨さまたげるもの、その全てを十字の墓標と変える。


「少し騒さわがしくなるが、許してくれよ」


　アイレインは呟くと、右手を黒と赤が渦うず巻まく戦場に向ける。なにもなかったその手に独特な形をした拳けん銃じゆうが現われ、握にぎられる。それはかつて、サヤに何度も授けられていたものとよく似ていた。


　だが、込こめられた弾だん丸がんは違ちがう。


　そこに込められているのは、ただ一発の弾丸。


　彼の能力が生み出した眼球であり、墓標であるものが込められている。


「うまくやってくれよ」


　アイレインは銃爪ひきがねを引いた。





　　　　†




　一発の銃弾が燃え盛る獣けものに突つき刺ささる。


　痛みはたいしたものではない。物理的な破は壊かいに意味はない。無視しても構わないもの。ヴェルゼンハイムはそう判断した。


　だが、事実はそうではない。


　アイレインが放った銃弾であり、決して無視して良いものではなかった。


　その証しよう拠こは即そく座ざに目に見える形で現われる。


　獣の肉を食い破り、炎を押しのけ、無数のものが溢あふれ出す。


　それは茨いばらだ。無数の棘とげで表面を覆おおい、際限なく伸びていく巨きよ大だいな蔓つる状じよう植物がヴェルゼンハイムの体たい軀くの上を走り、絡みつく。


　炎はそれらを焼き払はらうのだが、灰と化したものが再び種となりその場で発芽し、増ぞう殖しよくを再開する。炎の中で目まぐるしく繰くり返される破壊と再生は、やがて再生に軍配が上がり、ヴェルゼンハイムの巨きよ軀くが緑色に染まっていく。


「兄さん？」


　それでもなお獲え物ものへの執しゆう着ちやくを見せて牙を向けてくる獣との距離を保ちながらニルフィリアは月へと目を向け、そこにあるべきものがないことに気付いた。


　壊こわれた月の中ちゆう枢すうに立つアイレインの姿を見た。妹を見て、再会を喜ぶように微笑ほほえんでいる兄に、ニルフィリアは顔をしかめる。


「いまだそんなところで、なにをしているの？」


　兄の動きの鈍のろさを冷たく叱しかりつける。


　こんなものでヴェルゼンハイムが止まるはずがないことは、もうわかっている。その上でたかが一発の銃弾だ。そこになにやら、以前にはなかった細工ができるようになったようだが、しかしそれは物理的なものにすぎない。そしてそれは無意味だ。


　ヴェルゼンハイムは、種類としてはナノセルロイドのようなものだ。怒いかりという想念を放ち続けるだけの機械だ。エネルギーをいくら生産しようと、物質がなければ機能を果たせないナノセルロイドとは違う。想念さえあればいいヴェルゼンハイムは、ナノセルロイドよりも遥はるかにゼロ領域に特化している。


　精神的な疲労はなく、己の基点となる想念にただ突き動かされるのみ。


　最悪の相手だ。あるいは天敵というものが生まれたのかもしれない。


　それなのに、兄はあんなところから銃を撃うつのみ。そんなもので倒たおせはしない。長い眠りで感覚がおかしいのかもしれない。


　そう思った。


　だが、変化は微び細さいに、だが確実に現われる。


「なに？」


　ニルフィリアとヴェルゼンハイムの距離が開いた。さきほどまで、鼻先が触ふれんばかりの距離だったものが、いまはそこに髪かみの毛一筋ほどの空間がある。


　それはわずかな距離だ。


　しかしそれは契けい機きであり、気付いた瞬しゆん間かんから距離は見る間に開いていく。


　アイレインの茨が功を奏しているのか？


　いや、それはヴェルゼンハイムの炎によって生しよう滅めつを繰り返し、功を奏しているとはとても思えない。


　だが、アイレインは月のあった場所から動こうとはしない。それは、銃弾のもたらす効果を確信しているからか？


　なにが起きている？


　距離の開きが止まることはない。ニルフィリアは自分の知らないことが起こっていることが気に入らなかった。





　　　　†




　燃え盛る炎がおれを取り巻いている。


　だが熱くはない。炎はおれを焼くことなく、ただ受け入れている。


　当たり前だ。これはそもそもおれが育てた怒りだ。ヴェルゼンハイムのものもあるだろうが、ゼロ領域に来てからの莫ばく大だいなものは全ておれのものだ。奴やつはおれがかき集め、怒りへと変じたものを利用している。奴の怒りの純じゆん粋すい性は認めるし、そこから生み出される力はおれよりも上だろう。


　だがいま奴が動かしている力そのものは、おれの想念に反応して集まったオーロラ粒りゆう子しが基本となっている。いずれは全て塗ぬり替かえられるだろうが、いまはまだ、おれが介かい入にゆうする余地がある。


　それで、奴から主導権を取り返せるか？


　そいつは、わからない。


「なぁ、話を聞く気はないか？」


　為なす術も思いつけずおれはここにいる。すでに気付いているのだろう。獰どう猛もうなうなり声がおれを取り囲んでいる。邪魔なおれを怒りの想念で殺したいが殺せない。おれの中にヴェルゼンハイムがいたときと同じだ。おれに力を貸してはいたが、おれと同化することはなかった。


　話をする気はないらしい。明確な拒きよ絶ぜつがおれを圧殺しようとしている。だができていない。おれへ集中すればニルフィリアに仕し掛かけられるかもしれないことを気にしているのか、あるいは怒りの矛ほこ先さきが二つになり、判断することもなく二つ同時に怒りを向けた結果として、おれを殺せずにいるだけかもしれない。


　押おし潰つぶされそうな圧あつ迫ぱく感はしかしおれを殺せない。おれの心がヴェルゼンハイムに屈くつしていない証拠だ。


　だが、なにを為そうとして屈しないのか、それがおれにはわかっていない。


　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態などありえるのか？


　おれは生きている。ならばありえるのだろう。


「……ないだろうな。おれがお前の立場なら聞く価値を認めやしない」


　ヴェルゼンハイムは無視を続ける。しかしおれは語りかけ続ける。


「おれはいま、すごく力が抜ぬけた気分だ。やろうと思ってたこと、やめられなかったこと、全部お前に持ってかれちまったからな。以前のような無気力ってわけじゃない。なんだろうな、自分でもうまく説明できないんだが、いろんなもんに投げ出されちまって、どうしたらいいかよくわからないって感じだ」


　説得する言葉など持ち合わせていない。だいたい、なんと説明しろと？　とりあえずお前を殺したいからあっちの世界に落ちてくれないかと言うのか？　こいつの怒りがなにをしても収まらないのなら、やがてはあの世界も破壊の対象になる。ならば放ほうっておけばいいのではないか？　そうとも思う。その前にアイレインとニルフィリアが死ぬことになるかもしれないが、そうさせてはならないと思っているわけでもない。


「ああ、ほんと、おれはなにがしたいんだろうな？　お前のところに来ちまって。戻もどったというべきか？　だけどな、おれはお前から取り返したいわけじゃないんだ。むしろもういらないんだよ。手放しちまって初めてわかることもあるってことだ」


　そうだ。手放して初めてわかる。おれは怒りに振ふり回されることに疲つかれてしまっている。もう二度とそれに捕とらわれたいとは思わない。逃にげて良いと言われればおれは逃げていたかもしれない。


「いいや、違うな。これが初めてじゃない」


　失ってわかったことはこれが初めてではない。


　メイリン、シャーリー、レアン。学園都市での生活。おれはそれら全てで失ってから大切さに気付いた。失わなければわからない愚おろか者であった。しかし怒りに染まっていたころは愚ぐ者しやであることを肯こう定ていした。全てを強ごう欲よくに欲ほつしながら、結局は全てを失い続けてきた。


　それで良いのだと思っていた。


「ああ、そうだ。そうだな」


　わかった。


　ようやく、わかった。


　なぜおれがここに立ち、そしてヴェルゼンハイムの怒りに触れながら萎い縮しゆくすることも、潰されることもないのか。


「はっ、笑える」


　いまさらそんなことを思っているのか？


　だが、それ以外に思うことがもうないのだ。


　失いたくないのだ。これ以上、なにかを。


「おれは怒りによって生まれた。だが同時に強欲だった。マスケインの一族だから当然だと思っていたが、そうだな、そうだ、違うんだ。怒おこるが故ゆえに強欲だったってことだ」


　なぜなら、おれの怒りは……


「もう失いたくなくって怒っていたんだな」


　それがおれの存在根源。原動力だ。


　失うことに怒り、失いたくないからあらゆるものに手を伸のばし、欲ほしがる。自分に足りないものが存在するからそれを手に入れたい、そして失いたくないから怒り続けている。


「そしてお前は、もう失う恐きよう怖ふを味わいたくないから怒り続けるんだ。怒りで、全てを破壊したいんだ」


　それはおれの中にもあったものだ。足りないことを知っているから怒り、そして手に入れれば失いたくないから怒り、失えばそのことで怒る。


　そしておれの行き過ぎた怒りが、結局全すべてを失わせる。


　怒りで目の前を塞ふさがれていたおれは、怒りを失って、ようやくそのことに気づけた。


　怒りを失ったからこそ、気づくことができた。


「あっちの世界におれが失いたくないものがどれだけ残っている？　誰だれもおれのことを覚えちゃいない。メイリンはいない。レアンもいない。ああ、そうだな、シャーリーはいる。小隊の連中だって生きてるな。そうだ、レアンだって、あれがレアンの新しい人生だと考えれば生きてることになるか。そうだな、ツェルニにも恩がある。あいつはおれを覚えている。ニーナもいるな」


　なんだ、意外に失いたくないものがあるな。


　おれがやったことの傷きず痕あと、おれを覚えている者。


　おれが存在したという証あかし。


　世界が滅ほろびることがなかったとしてもいずれは風化してしまうようなものだ。


　だがそれでも、おれはそれを失ってもいいとは思えない。もう失いたくないのだ。


「ははっ、そうだ、恐怖だ。これは恐怖だな。いまのおれは恐怖に支配されている。そして恐怖さえも、このゼロ領域では強い力となるのかもしれない」


　アイレインはいまのおれではゼロ領域では生きていけないと言った。だが意外とできるのではないかと思えてきた。


「お前に殺されないだけの恐怖となるのかもしれないな」


　ヴェルゼンハイムに語りかける。答えはない。だが答えなどいい。


　おれはこの恐怖から逃のがれるために、自分の命さえどうでもいいと思っている。


　愚者だ。


　どうせおれは愚者だ。命を顧かえりみて歩みを止めたことはない。以前は怒りに後押しされ、いまは恐怖に追いかけられる。


　なに一つとして変わりはしない。


　だが、こんなおれがなにかを残し、そしてそれを守れるというのならば、それはとても上等なことであり、素す敵てきなことだ。


　それは失うことに対する恐怖という、いまのおれとなに一つ相反しない。


　炎ほのおがおれを嬲なぶる。ヴェルゼンハイムの怒りがおれに収束し、内部の力が急激に奴のものとして書き換かえられていく。


　つまりおれは焼かれている。


「だが、お前が死なないように、おれも死なない。あちらの世界に落ちるまではな」
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　物理的な限界は、ここには存在しない。炎に焼かれようと意味はない。ただ痛みがあるだけだ。そしておれの恐怖はそんな痛みを無視している。望むことを為しえない恐怖が全てを無視する。


「さあ、行こうか」


　物理的限界が存在する場所に。


　そこでは運命が待っている。


　月より降るものを待ち構える強つわ者ものたちの運命だ。


　お前はその運命を、おれよりも以前に知っていたはずだ。電子精せい霊れいたちの情報共有空間にお前も接せつ触しよくできるのだから。


　まさか自分がその、倒たおすべき敵になるとは想像もしていなかっただろうがな。


　さあ、行くぞ。


　抵てい抗こうしても無む駄だだ。




　独白──後──







　月は墜おちた。


　多くの岩がん盤ばんが大地に突つき刺ささり土つち煙けむりを天高く上げる。連なり、重なり合う黒い柱は破は滅めつの上げる気き炎えんのごとく空を覆おおい、全てを隠かくそうとする。


　視界を覆って刃やいばを刺すが如ごとき優やさしさが、あるいはこの破滅にはあったのかもしれない。


　だが、その優しさにどれほどの意味があるのだろうか。訪おとずれるものが死であることに違ちがいなく、多くの者が痛みなく死んでいくかもしれないが、それよりも多くの者は汚お染せん物質に焼かれる痛みによって苦しみながら命を絶やす。崩ほう壊かいする都市に圧殺され、窒ちつ息そくし、友の、恋こい人びとの、家族の死を目まの当たりにしながら、己おのれの命が絶える瞬しゆん間かんを予感することだろう。不幸な偶ぐう然ぜんによって間延びされたがために、苦しみながら死ぬ者もいるだろう。


　巨きよ大だいな慈じ悲ひはその巨大さゆえに小さな者たちの事情など知るよしもない。もたらされたものが破滅であるという事実が変わるわけではない。


　それに抗あらがう運命もまた同じだ。そこに世界に対する慈悲や慈じ愛あいや優しさが存在していたとしても個への救済とはならない。


　世界はあまりに大きく、それゆえに個にはかまっていられない。全体を生かすことを選び、個への執しゆう着ちやくは無となる。


　そこにある様々な感情は無視されることになる。


　ここに立つわたしの感情もまた、無視されることになる。


　ああ、月は墜ちたのだ。


　眼前で岩がん塊かいは破は壊かいされ、ともに落ちてきたそれの姿が土煙の向こう側から現われる。


　あまりに巨大であるためそれがなんであるか、最初は誰もわからない。


　わたしもまた、わからなかった。


　だが、時間がかかろうとも、理解は強制的に押しつけられる。理解できなければ理解できないままに死ぬしかない状じよう況きようでは、理解をするしかない。どうしてそんな形になってしまっているのか、それを考えている余よ裕ゆうはない。


　激動の中ではやるべきことをやるしかなく、それ以外のことを考えている暇ひまなどはない。


　そして、わたしのやることが遥はるか彼方かなたで姿を見せようとしている。


　そこにいるのは、獣けものだった。


　巨大な四足の獣。いままで見たどんな汚お染せん獣じゆうよりも激しさを宿した獣が大地に足を下ろしている。獣毛は燃え盛るように揺ゆれ、瞳ひとみは世界に穿うがたれた傷のように荒あら々あらしい。


　あれが破滅であり、そしてここに立つわたしが運命。


　運命……自分がここにいることを、そう感じずにはいられない。そうと考えていなければここに立ってはいられない。自うぬ惚ぼれだと笑ってくれる者がいれば、わたしはそれを喜んで受け入れるに違いない。屈くつ辱じよくが心を軋きしませるかもしれない。羞しゆう恥ちに引き裂さかれるかもしれない。しかしそれでも、わたしをこの場から退ひかせてくれるのならば、誰かわたしを笑って欲しい。


　だが、誰も笑ってはくれないのだ。


　ああ、ならば、ならば……


　わたしはここに立っているのだ。ここにいるのだ。


　ここで、鉄てつ鞭べんを握にぎり、こんなにも汚よごれてしまった鉄てつ鞭べんを握り、ここにいるのだ。


　ああ、だから……だから！


　誰かわたしの叫さけびを聞いて欲しい。わたしの心を聞いて欲しい。こんなにも重荷に負けている。こんなにも心が悲鳴を上げている。


　誰かわたしの悲鳴を聞いて。誰かわたしの言葉を聞いて、誰かわたしを守って！


　わたしは、こんなにも……！


　こんなにも……


　ああ、しかしそれが現われることはない。


　それは運命ではないからだ。


　知っている。わかったのだ。どうしてわたしなのかと何度も問いかけた。答えは得られなかった。だが、わたしであるということが一つの答えでもあった。運命は何度でもそれを捕つかまえる機会があった。だが、そうはしなかった。運命は常にわたしを捕とらえ続けていた。ここに立つことを望んでいた。


　わたしは様々なものを得、そして様々なものを失い、ここにいる。


　もう彼がわたしの側そばにあることはない。安心を与あたえてくれることはない。悔くやしさを嚙かみしめさせてはくれない。焦こがれさせてはくれない。彼は導かれることはなかった。なぜ彼ではないのか、なぜわたしなのか。


　彼に役目を押しつけて逃にげたいわけではない。


　ただ、ここに一人で立つことに耐たえられないからだ。それが惨みじめな弱音であったとしても、わたしはそれを叫びたい。求めたい。


　しかし、わたしの叫びはどこにも届かない。


　わたしはわたしの身に刻まれた運命によってここに立ち、そして破滅に抗わなければならない。


　握りしめた鉄てつ鞭べんの重さに負けそうになりながら、しかしそれが許されることもなく、ここに立つしかない。立ち向かわなければならない。巨大さそのものが絶望としか思えないものに挑いどまなければならない。


　そこに在あるのは悪だ。わたしたちにとって、それはもう、そうとしか表現できない。己の目的のために数多あまたの命を危険に晒さらしている。無関係の命を路ろ傍ぼうの砂のように踏ふみしめていく。その砂にこそ守りたいものがあるわたしにとって、あれは悪でしかない。何度もこの言葉を胸に刻んだ。何度でも刻まなければ、それはすぐに恐きよう怖ふで塗ぬり潰つぶされてしまう。逃げることは許されない。逃げる場所などない。


　戦うしかない。


　しかし……


　ああ、悩なやんでいる暇などない。


　行かなければならない。


　わたしの声は、この激流の中で消えていくしかない。




　独白──残──







　そうか、お前が来るのか。


　やはり、お前が来るのか。


　運命の残ざん酷こくさをお前は味わっているのか？


　逃のがれられないなにかに引きずられて、お前はそこに来てしまったのか？


　だがいい。それでいい。


　おれとお前の出会いはほんの一瞬のものだったが、しかしその一瞬には意味があったのだろう。このときのために。まさしくこの瞬間のために意味があったのだろう。


　おれはお前の敵だったはずだが、しかしお前に道を開いた者でもある。代わりとなる者がいたかもしれないが、しかしおれがお前の前に立った。


　あの出会いがなければ、たとえわずかな出会いであっても、おれを覚えている者がいなければ、おれはこうしていなかったかもしれない。ゼロ領域で霧む散さんしていたかもしれない。


　お前の記き憶おくを奪うばえなかったことはおれにとっての幸運か、あるいはこれさえも運命という名の謀ぼう略りやくか。


　どちらでもいい。


　お前に殺されるのなら、おれはいまさら死の恐怖に踊おどらされるということはないだろう。直前になってしくじるということはないだろう。


　お前の泣き声は聞こえるが、しかしその涙なみだを拭ぬぐうのはおれではないはずだ。


　さあ、来い。


　お前はそれで、解放されるはずだ。




　ナイト＝メア＝ウォーカーズ03







　復興の音が時を刻んでいる。


　その音には力が満ちていて、一日、一時間と刻まれる度たびに都市そのものが癒いやされていくのが実感できる。


　復興の勢いは都市に住む人々にも気力を与えている。復興にはもとよりそれが必要だろうが、自分たちが行うことが確実に実を結んでいく様が与える精神的な成果はやはり強力だ。


　汚お染せん獣じゆう群との戦せん闘とう、グレンダンとの接せつ触しよく、そして巨大汚お染せん獣じゆうとの戦闘……異常事態の連続は都市だけでなく人々の心にも深い傷を与えた。


　しかしそれも、都市が癒される過程で多くの人が立ち直っていく。


　もちろん、治らないものもあるのかもしれない。


　たとえば、いまだに消えない不安を抱かかえている自分などはそうだ。


「ふっ！」


　吐はき出そうとした息が胸に詰つまる。


　そういう錯さつ覚かくに襲おそわれてニーナは目を覚ました。


「はっ……はぁはぁ…………」


　跳はね起き、ここが夢の続きではないことを確かく認にんする。ここは自分の部屋だ。建設科実習区画にある女子寮りようの自分の部屋だ。


「…………くそっ」


　それに安あん堵どしたことに、ニーナは悔しくなった。


「強くならなければ、ならないのに」


　悪夢に打ち勝たなければならないのに。


　いま見た夢なんかより、もっとひどい悪夢が起こる。


　そんな不安がニーナの胸に膨ふくらんでいき、止まらない。


　理由はない。


　いや、あげようと思えばあげることはできる。グレンダンでの戦いは仕組まれたものだった。そして戦いの全すべてが終わったわけではない。


　この次が必ずある。そしてそのときには、以前に経験したものよりも激しく恐おそろしいものになるに違ちがいない。


　だから、強くならなければならない。


　強くなるための努力はすでに始めている。


　それなのに……


「くそっ、どうして、こんな……」


　育ち続ける不安がニーナを苛さいなむ。


　夢から覚めたというのに、指先が震ふるえていることに気付いた。


「ええい！」


　苛いら立だたしさをニーナは枕まくらに叩たたきつけた。





　グレンダンと距きよ離りを取って一ヶ月。


　復興の騒そう々ぞうしさと熱気は静まるどころか強くなるばかりだ。建設科の生徒たちは授業をやっている暇ひまなどないぐらいに重機を駆かって都市のあちこちで動き回っている。もちろん働いているのが彼らだけというわけではない。その他の生徒たちも、それぞれ自分ができることで復興の手伝いをしている。


　それは、武芸科の生徒もまた例外ではない。機械が入り込めないような狭せまい場所から瓦が礫れきを取り出すのに、武芸者という力持ちはこれ以上ない便利な存在だ。戦闘が終わってからしばらくは、武芸科生徒たちはこういった力仕事に奔ほん走そうさせられた。


　そのために早期で瓦礫の撤てつ去きよは終しゆう了りようし、破は壊かいされた建築物や道路その他の復興にいまは注力できるようになった。


　瓦礫の撤去がなくなったからと言って武芸者の出番がなくなったわけではない。今度は建築資材の運うん搬ぱんなどがある。それ以外にも力仕事が必要な場面はそこここにあり、武芸者が大荷物を抱えて走り回る姿はあちこちで見ることができる。


　練武館も修復の対象に入っていることもあり、武芸者も訓練に勤いそしむ暇はない。ニーナももちろん、復興の手伝いにあちこち走り回っていた。


　そんなある日のことだ。


　カリアンに呼び出され、ニーナは生徒会長の執しつ務む室にいた。


「どうかな？　都市の様子は？」


「あなたの方が詳くわしいのではないですか？」


　思わぬ世間話にニーナは内心で身構えた。


「そんな顔をしなくても、なにか問題が起きたというわけではないよ」


「それでは？」


「……いや、問題という意味では問題なのかもしれない。ただ、新しい危機というわけではない」


「…………？」


　カリアンが遠回しな言い方をするのはそれほど珍めずらしいことではない。それでも、いまのこの言い方は不自然な気がした。


「あの建物を取り壊こわすことが決まってね」


「あの建物？」


「例のものが保管されていたあの廃はい墟きよだよ」


「あ」


　ニルフィリア。


　カリアンの言葉でニーナの脳のう裏りに闇やみ色いろの少女が瞬しゆん時じに浮うかび上がってきた。


　ツェルニの廃墟に隠かくされた地下施し設せつでずっと保管されていた不可思議な存在、それがニルフィリアだ。


　彼女はツェルニが汚お染せん獣じゆうに襲われている最中に目覚め、ツェルニを守って戦った。そしてグレンダンでディックと戦っていたニーナに錬金鋼ダイトを届け、かと思えばグレンダンでの戦いの終しゆう盤ばん、彼とともに空の向こうへと消えていってしまった。


　この世界でいま起こっている戦いの根源に関かかわっている人物……なのだと思う。だけれど、結局ニーナにはそれを明かしてくれることはなかった。いや、明かしてくれたのかもしれないのだが、彼女の言葉は謎なぞめいていて、ニーナはうまく理解できなかった。


「さすがにね、上の廃墟が本格的に脆もろくなってきてね、このまま放置しておくのは危険なんだそうだ」


「そうですか」


「……中身を失った以上、あそこを残しておく理由もない。なにより、この復興事業を好機にこういう不良物件を一気に片付けておきたいという考えもあるんだよ」


「でも、なにかが起きるかもしれない？」


　ニルフィリアという存在は尋じん常じようのものではなかった。気が狂くるいそうなほどに美しい少女だった。ニーナは彼女の目をまともに見ることができなかった。


　長い間、まるで研究用の動物のように巨きよ大だいなガラスの筒つつに収められていた。


　そんな彼女が普ふ通つうであるはずがない。そして、そんな普通ではない存在を収めていた場所もまた油断できない。


「そう。だから事情を知っている君を呼んだ」


　カリアンが頷うなずく。


「ツェルニを建て直すのがわたしの目標だった。来年の新生徒会には過去から続く因いん縁ねんなどない、すくなくとも厄やつ介かいなものが残っていないまっさらな学園を渡わたしたい」


　ニーナは目を見開いてカリアンを見た。彼がこういうことを喋しやべるとき、ひどく冷たい印象を受けるのが常だった。学園を建て直すという大義の前にニーナたちの事情など知らぬ顔をしていた。


　だが、彼は彼で見ているものがあるのかもしれない。その目がニーナたちを見ていなかったというだけなのかもしれない。


　たった一人で誰だれも彼も救えるはずがない。そういうことなのかもしれない。


「立ち会ってくれるかな？」


「わかりました」


　頷く。


　あの建物がなくなるのなら、その最後は見届けたい。感傷的な気持ちではない。そこにまだなにか残っているかもしれない。


　そんな不安と、そして期待があるからだ。





　二日後に解体工事は行われた。


　解体作業に参加するわけでもなくただその場にいるニーナに、作業員たちの奇き異いの視線が集まる。だが、ニーナはそんな目を気にすることもなく、崩くずれていく建物を外側から見て回った。


　生徒会棟とうの近くという、この学園の中心に近い場所にありながらニーナが長い間この建物の存在に気付かなかったのは、周囲を囲う木々のためだ。そして存在を知ってからも近づこうとしなかったのは、廃墟そのものに興味がないのもそうだが、オカルトな噂うわさ話ばなしを馬ば鹿からしいと思ったことにある。


　しかし、そんな建物に秘密があることを知ったのは、フェリがオカルト話に巻き込まれたからだ。怪かい物ぶつに襲われるという事件は、この建物に秘密が存在していたということを教えた。


　だがその秘密も、怪物の死で終わったのだと思った。


　そうではなかった。


　秘密のさらに奥にニルフィリアという存在が眠ねむっていた。


「…………なにも起きないか」


　解体は順調に進んでいく。粉ふん塵じんが広がらないように撒まかれる水が周囲の気温を下げていく。


　解体班には地下施設があることはもちろん知らされている。上の廃墟の解体は瞬またたく間に進み鉄骨があっというまに剝むき出しになる。地上部分の床ゆかが砕くだかれ、地下施設の全容が露あらわになる。


　しかしそれでも、なにも起きない。埃ほこりまみれの薄うす暗ぐらい空間を上から覗のぞけば、そこにあるのは長く放置された空間特有のなんともいえない虚むなしさだけだった。


　そのことに安堵と残念な気持ちを交こう錯さくさせて、ニーナは立ち去るべきか考えた。なにも起きないことはこれではっきりとしたのではないだろうか。ならばいる理由はない。ただ、そうとわかっていても、ちゃんと最後まで立ち会うべきかもしれないと、彼女の生き真ま面じ目めな部分が訴うつたえもする。


「やはりいるべきか。しかし……」


　問題が起きないのであればやることもない。そして目的も告げないまま、作業を手伝うでもないニーナが周囲から浮きっぱなしだというのが気になってもいる。いや、作業員たちの視線は、もうあまり感じない。彼らも忙いそがしい、ニーナのことを気にして手を止めているわけにはいかないのだ。だからこれは、ただ、ニーナが勝手に居い心ごこ地ち悪く感じているというだけの話でしかない。


「むう」


　居心地の悪さと持ち前の生真面目さを拮きつ抗こうさせて唸うなる。


　唸りながら歩いていると、建物の裏側に回り込んでいた。気のせいであっても、人の視線を避さけたかったのかもしれない。こちら側は比ひ較かく的静かだった。


　ただでさえ人を寄せ付けない廃墟の、その裏側だ。長年たまった腐ふ葉よう土どは柔やわらかく、ニーナの足を沈しずめていく。


「おっと……」


　一ひと際きわ深いところに入りそうになって、ニーナは一歩後退した。


　そのときだ。


「ん？」


　上げた足が枯かれ葉を少し撒まき散らす。ニーナはその中に微かすかなきらめきを見つけた。


「なんだ？」


　興味を惹ひかれ、再び腐葉土の中に隠れたそれに手を伸のばして探した。


　掌てのひらに収まる硬かたい感かん触しよくをみつけ、引き出す。


「これは……？」


　ガラス片へんに見えなくもない。


　宝石かもしれない。


　武芸者として裕ゆう福ふくな部類に入る家に生まれているので、それなりに宝ほう飾しよく品を見る目はあると思っている。


　しかし、いま自分が手にした黒い塊かたまりがはたしてなんなのか、ニーナは判断に迷ってしまった。


　黒を入れたガラス片にも見える。しかし、磨みがかれていない宝石に見えなくもない。


「石か？」


　こういう石があるという話も聞いたことはある。しかし、そのどれを選んだとしても、納なつ得とくできない気持ちになるような気がした。


　無骨な形の黒い塊。それをじっと見ていると吸い込まれるような錯さつ覚かくに陥おちいる。ニーナは自分の周りから色や音が消えていくのを感じていた。


「……ニーナくん？」


「はっ！」


　すぐそばで聞こえた声にニーナは我に返る。近づく足音に振ふり返ると、カリアンがいた。


「どうかしたかね？」


「あ、いえ……」


「ふむ……？」


　怪け訝げんそうに首を傾かしげるカリアンに、ぼうっとしていた自分が恥はずかしくて慌あわてた。


「それより、会長はどうして？」


「やはり気になるからね。……しかしなにも起きそうにはないかな」


「そう、ですね」


　カリアンと並んで建物を見る。解体はほとんど終しゆう了りようし、崩した資材が山となっている。あるいは虚しい穴となった地下部分に溜ためられている。


「あの少女はやはり、この都市から完全に去ったようですね」


「そうであればいいのですけど」


「そう願うよ。我々には確かく認にんする方法もないからね」


　カリアンの言葉は願いのようにも聞こえた。


「……もうなにも起きないだろう。ニーナくん、すまなかったね。帰ってもいい」


「はい」


　カリアンの言葉にニーナは答え、彼の背に続くように建物から去る。後ろ髪がみを引かれるような気持ちで何度も振り返ったが、もはやそこに廃墟の痕こん跡せきはなく、瓦が礫れきを運び出すための車両が何台もニーナの横を通り過ぎていくだけだった。


　あの黒い石のようなものを持ったままだったということに気付いたのは、寮りように戻もどってからだった。





　　　　†




　そして今夜も夢を見る。


　膨ふくらみ続ける不安が見せる夢はいつもろくでもない。生き延びたはずのグレンダンの戦いで死んでしまうのは当たり前で、汚お染せん獣じゆうの群れになんの装備もなく落ちていったり、全すべての攻こう撃げきが弾はじかれて無力を味わった末に大口が迫せまってくるなど、とにかく死ぬ場面ばかりを夢の中で体験していく。


「ああ、またか……」


　だから、眠りの中でなにかが切り替かわる感触と、自分がベッドにいないと気付いたときには、思わずそう呟つぶやいていた。


　今夜の夢は暗かった。


　なにもない暗い空間に、ニーナが一人いる。


「ん……？」


　いつもとはなにかが違ちがう気がする。


　だが、これが夢だというのもわかっている。悪夢を見過ぎて夢かどうかの判断が付けられるようになってしまった。


　これは現実ではない。


　しかし、いつもの夢とは違う。それも感じている。


　こんなに静かな、そしてなにもない夢を見るのはいつ以来だろうか、そんなことを考えながら周囲を見回す。


　立っているわけではない。水の中にいるように浮ふ遊ゆう感が全身を包んでいる。


　暗いと思っていたが、そこかしこにちらちらとした光のようなものが見える。


「夜空……か？」


　そう見えてしまう光景だ。


　ぐるりと見回しても上下左右どこにも地面らしきものはない。


「空にいるのか？」


　ニーナの呟きは拡散して消えていく。


　どうしたものか……ニーナは夜空らしきものを見み渡わたして呆ぼう然ぜんとした。ここ最近体験していない静かな夢に少しの間ほっとしていたものの、あまりの変化のなさが今度は怖こわくなってくる。覚めない夢というものに捕とらわれたのではないかと思ってしまう。


　そう考えると、体が思うように動かなくなった気さえしてくる。


　夢の中にいるためか、普ふ段だんなら一いつ笑しように付すような考えに捕らわれ、無用な不安が膨らんでいるように思える。ニーナはなんとかこの状態から抜ぬけだそうともがいた。


　そのときだ。


　なにをどうしたのか。


　あるいは、なにかがどうにかなったのか。


　いきなり、周囲の光景が変化した。


「な、なんだ？」


　夜空のような場所にいるのは変わりない。その夜の光景が変わった。遠くで赤い光が帯のように集つどい、河を作っている。その反対側では青みを帯びた白い光が全てを飲み込むかのような渦うずを描えがいている。


　光の群れが躍やく動どう的に夜を彩いろどった。


「…………な」


　あまりにも突とつ然ぜんの変化で言葉がうまく出てこない。だが、変化は夜を幻げん想そう的躍動的に彩っただけでは終わらなかった。


　音が聞こえた。


　それは音なのだと思う。


　背中を激しく突つき上げられるかのような衝しよう撃げきに襲おそわれ、ニーナは息が詰つまった。


　いや、息が詰まる感覚に似た圧あつ迫ぱくに襲われたというのが正しいのか。


　自分の位置が動いているようには思えない。ならば、物理的に背後を衝撃で襲われたわけではない。痛みもない。肉体に影えい響きようを与あたえない、概がい念ねん的な衝撃に襲われた。


　自分でもなにを言っているのよくわからない言葉が頭に浮うかび、ニーナは混乱する。


　それでも、なにかが起きたのだと察することはできる。


　どこで？　背後で？


　いや……それはすでにニーナの眼前で展開されていた。


「…………なんだ？」


　いつからそこで起こっていたのか、いままで気付かなかった自分を疑った。


　いや、これは夢なのだ。だからこういうことが起こってもおかしくない。


　起こっているのは戦いだ。


　おそらく、戦いだ。


　複雑に流動する巨きよ大だいななにかがニーナの視界を埋うめ尽つくしていた。それは夜空を透すかす水のようなものかと思った。


　だが、違う。


「うっ」


　気付いて、ニーナは不快感に胃を締しめ付けられた。


　流動するそれは蛇へびのような形をしている。一匹ぴきなのか多数なのか、それが、あるいはそれらが複雑に絡からみ合っているのが、ニーナの眼前にある光景だ。


　そして、その蛇の表面……それに気付いたためにニーナは口元を押さえた。


「なんだこれは……」


　人だ。あるいはかつて人であったものだ。


　死者の怨おん念ねん。オカルトに足を踏ふみ込むような言葉が頭に浮かんだのを否定できない。そういったものが当たり前に存在する。


　ここはそういう場所だ。


「……どういうことだ？」


　普段なら考えないような単語が浮かび、まるでそれを納得させようとするかのようななにかが頭に働きかけてくる。


　ここはそういう場所だ、だと？　ニーナにそう語りかけてきたのは誰だれだ？


「ここはどこだ？」


　これは、いつも見る悪夢ではない。


　悪夢であることには変わりない。だが、これはニーナの不安が呼んだものではない。


　なにか、誰かに見させられている夢だ。


　そこになんの意図、悪意があるのかわからないが、ニーナは目の前に起こっているなにかを見届けなければこの夢から覚めることはないのではないかと考えた。


「どういうつもりか知らないが……」


　不安と混乱、その後に現われたのは怒いかりだ。体を熱くさせるその感情で残りの二つを焼き払はらうと、ニーナは挑ちよう発はつに乗る。


「見ろというのなら、見てやる！」


　叫さけんで自分を叱しつ咤たする。


　吐はき気を催もよおす不快さを堪こらえ、睨にらみ付けるようにして観察する。


　死者の怨念が凝こり固まってできた大だい蛇じやは、その巨大さからすぐ近くにいたのではよくわからなかったが、離はなれて観察すると多数の大蛇が絡み合っているのだとはっきりわかった。


　絡み合って、なにかにその頭を向けている。


　なにかがいる。


　激しい憎ぞう悪おが大蛇たち同様に渦を巻き、牙きばの向かう先に収束しているのがわかった。


　ここからでは大蛇たちがなにと向き合っているのかわからない。


　見たい。


　好こう奇き心か、それとも違うなにかか、おぞましい化け物が敵意を向けている存在がなんなのか、ニーナは気になって仕方がなかった。


　どうしても見なければならない。そのときのニーナはそれほどまでに強力に思い込んでいた。


　そのためか。


　あるいはそれほどの強力な思考が、この夢の世界になんらかの作用を起こさせたのか。


　ニーナの位置が変わった。


　大蛇の真後ろから距きよ離りが離れたのと同じように。そのときよりもより大きくニーナの位置は移動した。


　大蛇と、それと敵対するなにものか、両者を同時に見える位置に移動したニーナは驚おどろきで目を見開いた。


　大蛇の頭は目まぐるしく動いている。ニーナとあまり変わらない小さな獲え物もの目がけ、あまりにも巨大すぎる牙に引っかけ、その大きく開いた口に飲み込もうと激しく動き回っている。その様は大蛇が勝手にのたくっているだけのように見えなくもない。


　だが、狙ねらう獲物は存在する。


　ニーナの目はそれを捉とらえている。武芸者の超ちよう視覚で観察する。


　人だ。


　黒いコートをなびかせた長身の男だ。片目を眼帯で覆おおい、両手には銃じゆうが握にぎられている。体格の差など気にする様子もなく戦っている。


　何度か汚お染せん獣じゆうを相手にしたことのあるニーナでさえ、この大蛇の巨大さには圧あつ倒とうされる。だが、眼帯の男からそんな雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられなかった。


　勇ゆう猛もう果か敢かん。そんな言葉が胸を打った。男の戦い方はニーナの目から見ても武芸者として洗練されているとは言えない。


　だが、銃じゆう弾だん一つ、迫り来る大蛇の牙を躱かわす動作一つに宿る力は並なみ大たい抵ていのものではない。


　彼が動く度たびにこの夜空のような世界に波は紋もんが走り、ニーナはその振しん動どうを感じた。しかし彼の攻撃も大蛇をはね除のけるだけで傷つけたり倒たおしたりするには至らない。


　絶望的な状じよう況きよう。まさしくそれが眼前にあるように思えた。


　だが、結局はこの男もまた、ただの人間や武芸者などではないのだと判明する。


　戦う彼の周辺でなにかが変わっていく。空間の奥底から滲しみ出すようにして現われる。


　それは、とても巨大な茨いばらだ。無数の棘とげを持つ植物が見る間にその長さと数を増やし大蛇を覆い尽くそうとする。その棘で貫つらぬこうとする。


　棘の周辺でなにか変化が起きている。傷つき、血を流す代わりになにかに変じて質量を減じていく。


　だが、その減少は微び々びたるもので、なにより瞬またたく間に再生していく。同様に大蛇が暴れて引きちぎられた茨も瞬く間に繫つなぎ直されるか、新たなものが生えるかしていく。


　終わりのない戦いが展開されていく。


　気が遠くなる、救いのない戦いだ。いつまでもいつまでも戦い続け、そのうち目的を忘れてしまうのではないかと思えてしまう。


　見守るニーナは目め眩まいから気絶してしまいそうだった。あまりにも長い戦いで、そしてそれから目を離すことが許されない。時間の流れをおかしく感じてしまう。とんでもなく長い戦いを、しかし一いつ瞬しゆんに圧縮して見させられているような気さえする。


「なんなんだ、これはなんなんだ！」


　ニーナは叫んだ。だが、この叫びは意味のないものだった。眼帯の男も大蛇もニーナの叫びを聞いてはいなかった。届いていなかった。


　やはりこれは夢なのか？


　夢に違ちがいない。


　しかし、こんな夢を見る理由がわからない。


　どうして、こんな夢を見ているのか。


　気が遠くなるほど戦いは続く。正気を失いそうなほどに戦いが続く。


　なに一つ進展する様子はない。流れた血は流れただけ元に戻もどり、流した血はその瞬間に失われる。損失という言葉が存在しない。無限の増ぞう殖しよくが全すべてを台無しにしているようにしか思えない。


　戦いというものが、相手を殺せる、倒せるという前提で行われるべきものだということが、いやでも理解させられる光景だった。


　だが、それも終わりを迎むかえる。


　終わりも、どちらかが勝利するというものではない。唐とう突とつな、記録映像を途と中ちゆうで断ち切るかのような終わりだった。戦いそのものは結局、永久運動でも見させられているかのような状態を維い持じし続けただけだった。


「あれは……」


　だが、終わる瞬間に見たものがある。


「まさか」


　そう呟つぶやいたが、しかし彼女ならばこういう場に存在したとしてもおかしくないのかもしれない。


　そして同時に、あるいはもしかしたらという考えが湧わいた。


　彼女とは、つまりニルフィリアだ。


　闇やみ色いろの美少女が大蛇の陰かげから一瞬見えた。


　それは本当に一瞬で、気のせいとして片付けることができたかもしれない。


　しかし、夜空を突き放すかのような白い肌はだと全てを冷たく見下す瞳ひとみ、蠱こ惑わく的な赤い唇くちびるを見間違えるはずもない。


　ならばやはり、あの一瞬に見えたのはニルフィリアだ。


　男も大蛇も、戦いの名残なごりも残っていない。夜空だけニーナを囲み、静せい寂じやくに押し潰つぶされそうになる。


　もしかしたら、あの石のようなものが関係しているのではないか？　廃はい墟きよの解体のときに拾った黒いガラス片のような宝石のような謎なぞの物体が、いまのこの夢のようななにかにニーナを引き込んでいるのではないか？


　だとすれば、これはニルフィリアの作さく為いか？


　あるいは偶ぐう然ぜんか？　どちらとも判断できない。だが、彼女が関係していることだけは間違いないとニーナは確信した。


　確信し、ではこの後にもなにかが続くのかと無音が胸を打つ夜空に目を凝らす。


　戦いの終わりはあまりにも唐突で、ニーナの目はいまだにニルフィリアが見えた一瞬を追いかけ続けているようなそんな錯さつ覚かくに襲おそわれる。


「いや……」


　あれで終わりのはずがない。記録映像が途と切ぎれたかのような終わり方だったが、はたしてそうか？


　戦いが別の場所に移ったのではないのか？


　そう考えるから気付いたのか。


　あるいはそう考えるからそういうものを見せられたのか。


「…………ん？」


　ニーナは下方になにかがあるのに気付いた。


「球……？」


　それは二つの球だ。


　とても大きな一つ、それに寄り添そうようにしてあるやや小こ振ぶりのものが一つ。


　大きなものはそのほとんどが茶ちや褐かつ色しよくに染まっている。小さなものは鈍にぶい銀のような色合いをしている。


「なんだ？」


　ニーナにはそれがなにかわからない。


　彼女の世界の人間は、自分たちが星という球体の上で生きていることを知らない。下へと引かれる力の存在は認めていても、人類が球体の上にいるとは思っていない。


　彼らは都市の上で生きているのだから。


　だから、ニーナにはその球体がなにかを察することはできない。ただ、なにやら重要な存在のようだと感じることができただけだ。


　あの中に収まった。男とニルフィリアの行方ゆくえをそう見定め、ニーナはそこへ向かおうとした。なんとなくだが、この空間での動き方がわかってきたようにも思えた。


　だが、球体に入ることはできなかった。


　体が動かなかったからではない。


　それよりもはやく、球体から飛び出してきたものがあったからだ。


「あれは……」


　茶褐色の表面、その一カ所を裂さくようにして現われたのは炎ほのおだ。真しん紅くの炎は銀色の球体めがけ、まるで二つを繫げるためそうしているかのように伸のびる。


　伸びる炎が二つの球体を繫ぐ架かけ橋でないのは、叩たたきつけられるような激しい敵意でわかる。


　そしてこの、なにもかもを破は壊かいしないではいられない激しい気配には覚えがあった。


「まさか……」


　そうだ、これは……


　そんなわけはないと思いながらも、しかし、であればこれはもしかして……という思いもある。


　なにより、そうであるならそこに彼女はいるはずだ。黒い石との繫がりもまた出てくる。


「それならこれは……あの先なのか？」


　グレンダンでの謎の消失の続きなのか？　あの、地じ獄ごくのような戦いの最中にディックとニルフィリアはどこかへと消えていった。


　ここがその、消えていったどこかなのか？


　いま目の前で展開していることは、あの続きなのか？


　炎が銀色の球にぶつかる。


　いや、ぶつからない。なにかに妨さまたげられた。


　それもまた巨きよ大だいな、不定形の化け物だった。グレンダンを覆った化け物を思い出す。


　化け物はディックがいるだろう炎を包み込み、飲み込もうとしているように見えた。炎はそれに抗あらがう。化け物を押し退のけんと炎は膨ふくらみ、雷らい光こうが爆はぜる。


「やはり、そこにいるんだな」


　ニーナはそれを見て、ディックがそこにいるのだと確信した。


　不可思議な出会いからニーナを不可解な戦いへと引きずり込んでおきながら、グレンダンではニーナを追い払はらおうとした。


　この世界の運命についてなにかを知っている様子を見せながら、結局なに一つニーナに教えることなく自らの目的のために戦いの途中で姿を消した。


　その男が姿を消した先がここだというのか。


　そして、ここでもまた戦いは起こっているというのか？


　あるいは、グレンダンでの戦いの続きがここで行われているのか？


　ここでの戦いが、いずれ来るだろうと言われている次の戦いに関係してくるのか？


「それなら……っ!!」


　気合いを迸ほとばしらせる。


　ここで見ているだけがニーナ・アントークか？


「違う！」


　なにもできずに歯がみするだけがニーナ・アントークか？


「だんじて違う！」


　武器を持て、剄けい脈みやくを起こせ、闘とう志しを燃え立たせろ。


　腰こしに剣けん帯たいはない。だが、強く思えばそこに武器がある。剄けい脈みやくはかつてない迸りを起こして全身から剄けい光こうが溢あふれ出し、夜空を削けずり取る。


　あそこにある戦いが、ニーナたちを取り巻いたものを終わらせる戦いになるに違いない。


「いまここで終わらせることができれば！」


　色々なことが無む駄だになる。


　グレンダンで運命の戦いに備えている人々の苦労が。グレンダン王家の長年にわたる努力が。天剣たちの研とぎ澄すまされた実力が。


　汚お染せん獣じゆうを憎ぞう悪おする廃はい貴族が。


　別れを告げた彼女の覚かく悟ごが。


　告げられた彼の痛みが。


　きっと、全てが無駄になる。


「だけど！」


　それは、無駄に終わるなら無駄になった方が良いに決まっているものばかりだ。


「ここで終わらせることができるのなら！」


　ニーナは、征いく。


　不定形の化け物は炎と電光を取り込むようにしながら、膨ぼう張ちようと収縮を微び細さいに繰くり返している。


　戦いは、化け物がやや優勢に進んでいるようだ。


　ならば、そこにニーナが駆かけつければ逆転することができるに違ちがいない。


　逆転し、打ち勝ち、ニーナたちの世界でのあらゆる準備を無駄に終わらせるのだ。


「それがいま、できるのなら！」


　やらない理由はない。


　剄けいの疾しつ走そうはどこまでも速くなっていく。膨張していく。剄けい脈みやくが痛い。破は裂れつしそうだ。剄けい路ろが熱い。剄けいの疾走が熱を生んでいる。


　剄光はニーナを包み、その範はん囲いを拡大し続ける。


　いまにも爆ばく発はつしそうな剄けいを抱かかえ、ニーナは征く。


　征こうとした。


　全てをここで終わらせようとした。


　たとえ、ニーナの命が失われたとしてもここで終わらせるのだと覚悟を決めて。


　征こうとした。


「は、残念」


「なっ」


　だが、ニーナは征けなかった。


「君のその覚悟の強さ、たしかにここでは恐おそろしいものになるかもしれないけどね」


　なにかが、ニーナのそばで喋しやべっている。


「誰だれだ！」


　ニーナは叫さけぶ。


　体が動かないのだ。


　いまにも爆発しそうだった剄けいが消えている。握にぎりしめていたはずの鉄てつ鞭べんがなくなっている。


　なにもできなくなっている。


「自分がどこにいるのかわかっている？　わかっていないでしょう？　夢だってことも忘れているでしょう？　夢という無意識をこちらに迷い込ませたのは一体なにかしら？」


「お前は誰だ!?」


　ニーナの問いに、しかし声は答えない。


「そういう侵しん入にゆうの仕方は考えたこともなかったわね。夢がそのまま安全装置的な役割を果たしているということなのでしょうね。まぁ、だからこそ介かい入にゆうもしやすいのでしょうけれど」


「誰だと聞いている!?」


「必要であればそのうち会うこともあるんじゃないかな？　いまはそのときではないと思うけれど」


「ふざけるな！　いまこのときに動かなくて……」


「夢と全すべて忘れてしまう者に、エンドロールを流して欲しいとは思わないわね」


「なにを!?」


　気付けば、周囲の光景がまた暗くなっている。星の散る夜空は消え、二つの球体も消え、戦いの光景も見えなくなっている。


「おかえり願うのよ。夢から覚めて現実へ。それがあなたのいる場所でしょ？」


「だめだ！　ここで、ここで終わらせなければ……」


「それに、あなたが介入したところで、もう終わらないし」


「なん……だと…………？」


「動くべきものはすでに動き、配置されるべきものは全て配置された。予定のものは予定通りに、計算外のものは道筋の外に。目指す先も向かうべき場所もはっきりしている以上、計算外だって予想の範囲内に収まってしまうのだけれど」


「お前は……誰だ？」


「言ったでしょう？　あなたが辿たどり着けるのならそのうち本当に会うこともあるんじゃないかしらね」


　その言葉は会話の終しゆう了りようを予感させた。


　そしてそれは、この場からの退去を暗示してもいる。


「だめだ、ここで……」


「その思い込みの強さは称しよう賛さんできる。そう言ったから、もういいわよ」


　ニーナの言葉を冷たく突つき放し、声の気配が遠くなっていく。


　夜空は夜空のままだ。


　だが、その黒が増していくのは先ほどまでの変化とは違うのだと、ニーナは薄うすれゆく意識の中で感じたのだった。





　　　　†




　目が覚めて、ニーナはぼんやりと部屋を眺ながめた。


　カーテンの隙すき間まから差し込む光が部屋を二つに分けている。ドアの向こうでは微かすかな音がしている。おそらく寮りよう長ちようが食堂で朝食の支し度たくをしているのだろう。寮の外が静まりかえっているのはいつものことだ。


　夢を見たような気がする。


　だがどんな夢を見たのか、まったく思い出せない。


「……久しぶりだな」


　ここ最近はろくでもない夢ばかりを見ていて、その内容を覚えていることが多い。朧おぼろ気げでさえも思い出せないというのは、本当に久しぶりだった。


　だが、それはそれで居い心ごこ地ちが悪い。


　決して、良い夢を見たという目覚めではなかった。


　だが、夢なんてものにかまってはいられない。


　一日が始まったのだ。明日へと続いていく一日が。


　朝の身支度を済ませ、食堂へと行く。同じ寮の友人や先せん輩ぱい、来年後輩になる予定の友人と談だん笑しようしつつ朝食を済ませると学校に向かう。


「…………」


「なに、ニーナ？」


「……え？」


「ぼうっとしてるけど？」


「あ、いや、なんでもない」


　寮を出たところで友人に言われ、ニーナは表情を引き締しめて前を向いて歩いた。友人はそれ以上なにも言わない。納なつ得とくしてくれたのか？　そんなはずがない。言わないことは言えないことだと思われただけだ。


　ただ、夢の内容が思い出せないだけなんだと言えなかった。


　なんだ、と友人が呆あきれる顔がすぐに想像できる。笑い話で片付いてしまうのも想像できた。


　それなのにニーナはそれを口にできなかった。ただまっすぐに前を見て歩くだけだった。


　廃はい墟きよのような建設科実習区画を路面電車の停留所に向かって歩いていく。そこで友人とは別れ、ニーナはさらに歩いていく。復興作業のために武芸科での訓練が減少しているため、運動不足のような気がしているのだ。


　一人になって、ニーナは黙もく々もくと歩く。


　歩きながら考える。


　今日の夢について考える。


　なぜ考えなければいけないのか？


　夢は夢だ。実体などはないし現実にはなんの意味もない。精神状態を反映するという話を聞いたことがあるから、結局はここ最近の悪夢と似たり寄ったりだったに違いない。


　そう結論づけるのは簡単だ。


　そして、そう結論づけたいと思っている。


「夢のことだ」


　そんなものに、いつまでも考えを捕とらわれていたくない。


　だが、なぜか捕らわれる。


　いや、違う。


「結論が……」


　夢の中にあったはずの、なにかの決意を摑つかみ直したいのだ。


　なにかとても、重要な決意をしたような気がするのだ。それは夢の中でのことで、夢の外である現実ではなんの意味もないかもしれない。


　だけど、その決意はとても重かった気がするのだ。だから、どんな決意をしたのかだけでも知りたい。


「結論……なんだ？」


　顔に当たるなにかがあった。


　違う。当たっているのではなく、流れているのだ。


「…………？」


　頰ほおを滑すべるなにかに指を当て、それが液体だと気付いたとき、ニーナは自分が泣いているのだということに愕がく然ぜんとした。


「なんだ？」


　自分でもわけがわからない。夢の中のことを考えていただけだ。重要なことを考えている気になっていたとしても、しかしやはりそれは夢なのだ。どれだけ深刻そうに考えていたとしても、他ほかに考えることがないから考えていたにすぎないのではないか？


　泣いている自分に気付き、慌あわて、ニーナは冷静になろうとした。


　わけがわからない。


「なんなんだ、まったく……」


　涙なみだを拭ぬぐう。


　だが、いくら拭っても涙は止まらない。次々と溢あふれ、頰を伝っていく。


「くそっ……」


　不可解な状じよう況きようにニーナは足を止めた。誰もいないのはわかっているのに、思わず周囲を確かく認にんした。


「こんなところ、あいつらに見られたら……」


　第十七小隊の仲間たちに見られたら、なんと言われるか。


　そう考えたときだ。


「あ……」


　一人の姿が頭に浮うかんだ。


　そのときに、なにかが脳のう裏りで蘇よみがえった。浮かんだ一人の姿を払はらいのけるようにして現われたのは、黒い塊かたまりだ。とてつもなくきれいなものだったような気がした。それを夢の中で見た。追いかけたような気がする。


　追いかけた先でなにかを見たような。


「そうだ」


　あの黒い石だ。


　この気持ちの根源にはあの不可思議な物体が関かかわっている。


　確信に近い思いでそう考え、ニーナは来た道を全力で戻もどっていった、武芸者の全力の疾しつ走そうで寮へと戻る。


　自分の部屋に飛び込む。


　だが。


「あれは……」


　なかった。


　あの黒い宝石のようななにかはどこにもなかった。昨日部屋に戻ったときに、持って帰ったことに気付いて机の上に置いたはずなのに、そこにはなにもなかった。


　持ち出した覚えはない。部屋中、可能性のある場所を捜さがしてみたが、見つかることはなかった。


　なくなってしまったのか？


「くそ……」


　あれがあったらもっとはっきりしたかもしれないのに。


　いま、ニーナの中にあるこの気持ちの理由が、もっとはっきりしたかもしれないのに。


　そう、夢の中で、ニーナはこんな決意をしたのではないか。推測が胸の中にあるのだ。


「わたしが、終わらせなければいけない」


　そんな決意が、ニーナの胸に強く強く、宿っていた。






　あとがき







　お疲つかれ様でした。


　雨あま木ぎシュウスケです。


　これにて『聖戦のレギオス』は終しゆう了りようします。およそ一年と少しばかりですがお付き合い頂きありがとうございました。


　未読の方もいらっしゃるかもしれませんので内容については深く触ふれられませんが、ディックらしい最後となったと思っています。


　またスピンオフ作品としては本編よりも先の時間まで進んだということもあります。登場はほんのわずかですが、本編をお読みの方はあの部分を読んで色々想像していただけると面おも白しろいのではないかと思います。この世界の物語そのものは『鋼こう殻かくのレギオス』で続きますので、そちらもよろしくお願いします。


　最後に、この本を手に取ってくださった方々、そして制作に関かかわられた全すべての人たちに感謝を。




雨木シュウスケ







　文庫版あとがき







　これにて『聖戦のレギオス』は終了です。雨木シュウスケです。


　思えば前担当のＴ木さんに誘さそわれて始めたこのスピンアウトも全六冊となり、さらにライトノベルでは珍しい文庫化までしてもらったりと恵まれた環境にいるなぁとしみじみ思ったりもします。


　内容は、スタートが単行本だったこともあって普段ではやりにくそうなことをやってみようというのがまず念頭にあったもので、気持ちが悪かったりエロかったりもしますが、そういうので気分を害した方がいましたらすいませんでした。


　ただ、雨木はとても楽しく、いや、しんどかったりもしましたが、楽しく書けました。


　その上でおもしろいと思っていただけていれば幸いです。





　……と、そろそろまじめな話は終了で。うん。もういいよね。無理です。もう無理です。


　さあ、しかしいつものごとく話題はありません。


　あいかわらずわびしい人生を送っております。





　……あ、そういえば去年の十一月、大阪に行ったのです。仕事なしで。遊びで。


　中学校からの友人が大阪にいるもので、その彼と遊ぶために。


　昼に友人と合流して、榊さかき一いち郎ろうさん、神かみ野のオキナさん、空そら埜の一かず樹きさんのお三方がやるという「エンタメのレシピ」なるものを見学することになっていたのです。


　現地集合ということで、新しく買ったスマホのナビを利用してみて「ほほう」とかやって遊びながら現地に向かい、ちょっと早く着いてしまったので近くのコンビニでコーヒー買ってだらだらと。


　すると会場の前で車が止まり、そこから榊さんと神野さんが降りてくるのを発見しました。


　挨あい拶さつするにはちょっと遠かったので「まぁいっか」とそのままコンビニ前で再びだらだらだら。


　そうしていたら、コンビニに入っていく日ひ高だか真しん紅くさんと目が合ってしまいました。


　日高さんがコンビニから出てきたところで改めてご挨拶。榊さんたちの乗っていた車を運転していたのが日高さんだったということでした。


　控ひかえ室に来る？　とお誘いしてもらったのですが友人を待っていたのでそのことを伝えてお断りし、それからそこで少々立ち話をば。


日高さん「ついでに一緒に前に出て喋しやべったら？」


雨木「ノーギャラは嫌いやです（笑）」


　もちろん冗談ですよ？　そんな機会があれば存分に喋らせて頂いただきますとも。あ、でもノーギャラだとＮＧワードが飛び出るかもしれません。それは注意です。へっへっへっ、喋って欲しくないことがあるなら金を出しな。


　もちろんこれも冗談です。


　作家志望のみなさんが夢と希望に溢あふれるようなことしか喋りません。口から言葉の代かわりに光と星が出てきます。


　そんなこんなで控え室に向かう日高さんとお別れして、再びだらだらだらだら。会場が開いて、友人と合流して、入りました。


　内容そのものは割かつ愛あいさせていただくとして、その中で事件は起きたのです。


　途中、他ほかにも見学してる作家さんがいて、その人たちにも意見を聞こうってなって選ばれたのがあわむら赤あか光みつさん、同じ広島県在住作家ということでちょこちょこ交流があります。


　でも、今日はまだ会ってなかった。


榊さん「～～はい、ありがとう。それじゃあ、この次で、誰か指名して」


あわむらさん「それじゃあ、次はバトルということで、バトルといえばこの人でしょう、雨木さんで」


　仕組まれた！


　もうその瞬間にわかりましたね。


　だってニヤニヤしてたから。


榊さん「なんかノーギャラは嫌とか言ってたらしいんでツテで引っ張った」


　とか言ってたし。


　いやちゃんと前に出て喋りましたよ。テンパってましたけどね。光と星は出てきませんでしたけど。


　光と星も有料だと判明しました。


　イベント終了後、他の作家さんたちとは別行動で雨木は友人と飲みに行きました。


　いや、今回はマジで友人を相手にストレスを発散するのが目的でしたので、友人に連れて行ってもらった店で美お味いしいもの食べて酔よっ払ぱらってました。


　ていうか本当に美味しかったので、また大阪に寄ったときには行こうと思います。


　んで帰り！


　帰りがまた厄やつ介かいだったんですよ。


　その日は、ほんとはホテルに泊まって翌日に帰るつもりだったんです。


　んが、「寝るだけの安いホテル探せばいいや」って予約もしてなくて、それで二日ぐらい前になってホテル探し出して……


　どこもない。


「なにゆえ！」


　思わず叫ぶぐらいないんですよ。もう、カプセルホテルか一泊三万以上かぐらいの感じで、その中間がぜんぜんみつからないんです。


　どうも某巨大グループのイベントがその日に関西であったらしくて、神戸辺りまでホテルは埋まっていたとか。


　しかたないので終電で帰りましたよ。


　帰りの新幹線はそのイベント帰りっぽい人たちでいっぱいでしたね。あ、でも岡山からこだまに乗り換えたら誰だれもいなくなりました。





　さあて、まだもうすこし余ってるなぁ。どうしようかなぁ。


　あ、３ＤＳのマリオは買いました。縦軸入るだけでなんであんなに難しくなるんでしょうね。いまはＳ８を攻略中です。そういうわけでモンハンは買ってないです。買うかな？　タイミング逃のがしたから買わないかも。


　それよりもＰＳ３のガンダムのが欲しいような。でもすでに信オン専用機と化しつつあるので買ってもやらないような。そういえばまだスカイリム買ってねぇ！　ていうか、あれ、本当にＰＳ３とかＸｂｏｘとかでＭＯＤが使えるようになるんでしょうかね？　いやＭＯＤ目当てならＰＣ版が確実だろって話ですね。雨木の遊び方ならＭＯＤが充実してからの方が楽しい気がするのでもうちょい寝かしがいいかも。


　あ、ＭＯＤっていうのはゲームにプレイヤーが自主的に新要素を加える、ゲーム会社公認の改造ツールだと思ってください。


　やりすぎてゲームどころかゲーム機がぶっ壊れても自己責任です。


　ＰＣ版の「太たい閤こう立りつ志し伝でん」でもこういうのがありましたね。プレイヤーでクエストが作れちゃったりするんです。


　ゲームの内容にプレイヤーが踏ふみ込こめちゃうというのはおもしろい体験です。こういうのが日本でも増えたらおもしろいのになーと思ったり。


　いや、まぁ、雨木はＭＯＤ作ったりはできませんけどね。





　さてさて……


『聖戦のレギオス』はこれにて終了いたしましたが、本編である『鋼こう殻かくのレギオス』はもうすこし続きます。終わりに向けての準備は着々と進めておりますのでみなさま、もうすこしお待ちください。





　それでは、読者様および関係者のみなさまに常と変わらぬ感謝を送りつつ、次の本でもお目にかかれることを願って。







雨木シュウスケ
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